
研

究

ノ

ー

ト

三
井
家
の
「
家
事
奉
公
人
」

安
田

奈
々
子

は
じ
め
に

一

男
性
奉
公
人

１

手
代
・
子
者

２

下
男

二

女
性
奉
公
人

１

下
女
（
茶
之
間
・
乳
母
）

２

半
女

３

妾

三

三
井
家
に
と
っ
て
の
「
家
事
奉
公
人
」

１

日
常
の
役
割

２

非
日
常
の
役
割

３

家
事
奉
公
人
の
位
置
づ
け

４

奉
公
人
採
用
の
権
限

お
わ
り
に
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は
じ
め
に

商
家
が
商
売
を
行
う
理
由
は
、「
家
」

１
）

の
存
続
に
必
要
な
資
金
を
得
る
た
め
で
あ
る
。「
店
」
で
は
商
売
を
通
し
て
利
益
を
得
て
、
そ
の
利

益
を
「
家
」
で
消
費
す
る
。

「
店
」
の
奉
公
人
は
商
家
の
経
営
幹
部
の
家
族
（
同
苗
）
と
共
に
生
産
を
担
う
存
在
で
あ
る
。「
店
」
で
の
利
益
追
求
の
た
め
に
最
も
重
要

な
要
素
と
は
、「
商
売
の
み
に
集
中
で
き
る
環
境
」
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
環
境
を
与
え
ら
れ
る
存
在
と
は
、
消
費
の
部
分
で
あ

る
「
家
」
の
管
理
を
担
う
「
家
」
の
奉
公
人
・「
家
事
奉
公
人
」
で
あ
る
。「
店
」
の
経
営
に
与
え
る
影
響
力
を
数
値
な
ど
で
示
す
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
家
事
奉
公
人
が
商
家
に
与
え
て
い
る
影
響
は
大
き
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

近
世
商
家
の
奉
公
人
研
究
は
多
々
あ
る
が
、
大
半
は
「
店
」
の
奉
公
人
に
着
目
し
て
い
る
。
三
井
越
後
屋
・
両
替
店
研
究
の
場
合
、
西

坂
靖２

）
や
安
岡
重
明３

）
に
よ
っ
て
、
手
代４

）
の
人
数
・
昇
進
や
退
職
・
小
遣
や
褒
美
等
の
給
銀
な
ど
、「
店
」
の
奉
公
人
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
一
方
で
三
井
家
の
「
家
」
の
奉
公
人
に
触
れ
た
研
究
は
大
変
少
な
く
、
管
見
の
限
り
安
岡
氏
の
「
家
事
奉
公
人
の
退
職

手
当５

）
」
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
近
世
商
家
の
下
女
・
女
中
な
ど
「
家
」
の
女
性
奉
公
人
に
つ
い
て
は
、
植
田
知
子６

）
や
林
玲
子７

）
な
ど
の
研
究
に

よ
っ
て
、
そ
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
女
性
奉
公
人
の
研
究
で
は
、
女
性
に
の
み
着
目
し
、
同
じ
「
家
」
に
奉
公
し
て

い
る
男
性
奉
公
人
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
場
合
が
多
い８

）
。「
家
」
で
の
家
事
労
働
・
家
事
奉
公
人
を
考
え
る
上
で
は
、「
家
」
に
所

属
す
る
男
女
全
て
の
奉
公
人
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
近
世
中
・
後
期９

）
の
三
井
北
家
に
お
け
る
男
性
・
女
性
家
事
奉
公
人
の
事
例
を
中
心
に
、「
店
」
や
他
家
（
大
黒
屋10

）
）
と
比

し
つ
つ
そ
の
実
態
の
解
明
を
は
か
り
た
い
。
ま
た
、
三
井
家
に
と
っ
て
「
家
」
専
門
の
奉
公
人
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
か
、
検
討
し
よ
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う
と
思
う
。
尚
、
女
性
奉
公
人
を
「
店
」
で
は
な
く
「
他
家
」
と
比

す
る
の
は
、
基
本
的
に
「
店
」
に
は
比

で
き
る
女
性
奉
公
人
が
不

在
な
た
め
で
あ
る
。

三
井
家
は
本
家
六
軒
、
連
家
五
軒
の
十
一
家
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
各
家
の
呼
称
は
居
住
地
で
呼
ば
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
本
稿
に
お

い
て
は
松
坂
居
住
の
二
連
家
を
除
き
、
京
都
居
住
の
三
連
家
に
つ
い
て
は
本
姓
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
（
但
し
史
料
で
は
そ
れ
ぞ
れ
居
住
地

で
示
さ
れ
て
い
る
）。
各
家
の
呼
称
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

本
家＝

北
家
（
油
小
路
北
）、
六
角
家
、
新
町
家
、
竹
屋
町
家
、
南
家
、
出
水
家

連
家＝

小
野
田
家
（
小
川
）、
長
井
家
（
室
町
）、
家
原
家
（
樵
木
町
）

こ
れ
ら
の
う
ち
、
北
家
は
惣
領
家
で
あ
り
、
な
お
か
つ
家
事
奉
公
人
の
事
例
が
豊
富
な
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
北
家
の
奉
公
人
を
中
心
に

論
じ
る
こ
と
と
し
た
。

史
料
上
「
家
」
の
こ
と
を
「
宅
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
史
料
中
の
（

）
は
す
べ
て
筆
者
の
補
注
で
あ
る
。

１
）

本
稿
で
は
、
商
家
に
お
け
る
「
店
」
と
「
家
」
を
区
別
し
て
考
え
る
。
三
井
家
の
場
合
「
家
」
と
は
三
井
同
苗
や
そ
の
生
活
の
場
を
指
す
。

「
店
」
と
は
三
井
の
商
売
・
利
益
追
求
の
場
、
商
売
を
担
う
奉
公
人
及
び
そ
の
生
活
の
場
を
指
す
。

２
）
「
越
後
屋
（
本
店
一
巻
）
店
々
奉
公
人
数
」（『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
二
三
号
、
一
九

九
年
）、「
大
店
の
奉
公
人
の
世
界
」（『
日
本
都
市
史

入
門
Ⅲ

人
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
）、「
越
後
屋
京
本
店
手
代
の
入
店
・
昇
進
・
退
職
に
つ
い
て
」（『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
二
七

号
、
一
九
九
三
年
）、「
越
後
屋
京
本
店
手
代
の
小
遣
・
年
褒
美
・
割
銀
に
つ
い
て
」（『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
三
〇
号
、
一
九
九
六
年
）、「
巨
大

商
家
の
空
間
と
奉
公
人
社
会
」（『
年
報
都
市
史
研
究
８

都
市
社
会
の
分
節
構
造
』
二
〇
〇
〇
年
）、「
越
後
屋
の
奉
公
人
組
織
と
子
供
」（『
年

報
都
市
史
研
究
10

伝
統
都
市
と
身
分
的
周
縁
』
二
〇
〇
二
年
）。

３
）
『
近
世
商
家
の
経
営
理
念
・
制
度
・
雇
用
』（
晃
洋
書
房
、
一
九
九

年
）、『
財
閥
形
成
史
の
研
究
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

一
九
七
〇
年
）。
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４
）

手
代
と
は
、
奉
公
人
の
中
で
も
商
売
に
関
わ
る
奉
公
人
を
指
す
。
子
者
（
子
供
）
は
手
代
の
見
習
い
で
あ
る
。
商
売
に
関
わ
ら
な
い
下
働
き

の
短
期
奉
公
人
を
下
男
と
言
う
。

５
）
『
近
世
商
家
の
経
営
理
念
・
制
度
・
雇
用
』
第

章
（
初
出
「
幕
末
期
三
井
家
家
事
奉
公
人
の
退
職
手
当
」
『
同
志
社
商
学
』
第
四
〇
巻
第

四
号
、
一
九

年

）。

６
）
「
商
家
に
お
け
る
女
子
奉
公
人
と
「
奥
」
の
管
理

明
治
初
期
の
事
例
か
ら

」（『
社
会
科
学
』
第
六
五
号
、
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究

所
、
二
〇
〇
〇
年
）。

７
）
『
江
戸
・
上
方
の
大
店
と
町
家
女
性
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）。

８
）

植
田
知
子
「
商
家
に
お
け
る
奉
公
人
管
理
の
理
念
」（『
社
会
科
学
』
第
六

号
、
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
）
で
は
、

杉
浦
大
黒
屋
の
手
代
・
小
者
・
裏
男
（
下
男
に
相
当
）・
下
女
の
退
店
実
態
の
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
店
」
の
手
代
と
「
家
」

の
手
代
と
い
う
区
別
が
無
い
。

ま
た
、
同
じ
く
杉
浦
大
黒
屋
の
奉
公
人
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
藤
田
彰
典
は
、「
家
」
と
「
店
」
と
性
別
を
特
に
区
分
し
て
い
な
い
。
こ

の
中
に
登
場
す
る
女
性
奉
公
人
の
数
は
極
め
て
少
な
い
。「
京
都
商
人
大
黒
屋
杉
浦
家
の
奉
公
人
制
度
」（『
京
都
文
化
短
期
大
学
紀
要
』
第
一

号
、
一
九
九
二
年
）、「
京
都
商
人
大
黒
屋
杉
浦
家
の
奉
公
人
制
度

２
）」（『
中
京
学
院
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
巻
第
一
号
、
一
九
九
五
年
）。

９
）

明
治
初
期
の
「
家
」
の
奉
公
人
の
実
態
は
近
世
（
慶
応
年
間
ま
で
）
と
同
質
で
あ
る
と
考
え
、
本
稿
で
は
明
治
初
期
の
「
家
」
の
奉
公
人
の

記
録
を
参
考
史
料
と
し
て
使
用
す
る
。
同
一
人
物
が
近
世
か
ら
明
治
を
ま
た
い
で
奉
公
し
て
い
た
り
、
近
代
移
行
に
伴
う
大
規
模
な
「
家
」
の

奉
公
人
の
規
則
改
正
が
明
治
七
年
に
か
け
て
行
わ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
明
治
中
期
以
降
の
「
家
」
の
奉
公
人
に
つ
い
て
は
『
三
井

郎
右

衞
門
高
棟
傳
』（
財
団
法
人
三
井
文
庫
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九

年
）
に
詳
し
い
。

10
）

前
掲
、
植
田
知
子
「
商
家
に
お
け
る
女
子
奉
公
人
と
「
奥
」
の
管
理

明
治
初
期
の
事
例
か
ら

」
参
照
。
杉
浦
大
黒
屋
は
京
都
を
代
表
す

る
商
家
の
一
つ
で
あ
り
、
呉
服
業
を
営
ん
で
い
た
。
尚
、
本
稿
で
杉
浦
家
と
比

す
る
際
は
こ
の
植
田
論
文
に
依
拠
す
る
。
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一

男
性
奉
公
人

男
性
奉
公
人
の
構
成
員
は
主
に
手
代
と
下
男
で
あ
る
。
手
代
予
備
軍
と
し
て
子
者
（
子
供
）
が
存
在
し
、
手
代
と
子
者
の
違
い
は
元
服
の

有
無
に
よ
る
。
史
料
上
、
奉
公
人
の
年
齢
・
元
服
の
有
無
が
不
明
な
場
合
は
子
者
も
含
め
て
手
代
と
言
う
場
合
が
あ
る
。

「
家
」
の
手
代
を
指
し
て
、
家
計
を
司
る
者
と
い
う
意
味
で１

）
、「
台
所
」「
台
所
役
」「
台
所
向
」「
勘
定
場
」
と
呼
ぶ
。「
台
所
」
の
中
で
、

最
上
級
の
者
が
「
台
所
名
前
役
」「
台
所
名
前
」「
名
前
役
」「
勘
定
場
名
前
役
」「
勘
定
場
名
前
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。
明
治
七
年
の
「
宅
々

所
役
人
改
正
規
則
」
で
は
台
所
名
前
役
人
を
「
支
配
目
代
役
」
と
い
う
名
称
に
改
め
て
い
る
が
、
定
着
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る２

）
。

下
男
を
指
し
て
「
部
屋
」「
下
部
」
と
記
し
て
い
る
例
も
見
ら
れ
る
。

付
表
１
に
、
宗
門
人
別
帳
か
ら
判
明
す
る
北
家
の
家
事
奉
公
人
の
名
前
・
生
国
・
年
齢
な
ど
を
記
し
た
。
ま
た
付
表
２

１
・
２
、
付
表

３
に
、「
御
宅
々
台
所
勤
仕
手
代
年
数
」「
勘
定
年
割３

）
」
や
「
合
力
銀
願
」
な
ど
か
ら
抽
出
で
き
る
北
家
の
奉
公
人
と
主
要
な
他
家
の
奉
公
人

を
ま
と
め
て
記
し
た
。

１

手
代
・
子
者

㈠

出
自
（
出
身
地
・
階
層
）

嘉
永
七
年
〜
明
治
四
年
（
一

五
四
〜
一

七
一
）
の
間
に
宗
門
人
別
帳
・
奉
公
人
名
録４

）
に
記
載
さ
れ
た
北
家
の
「
家
」
の
手
代
・
子
者

の
生
国
は
第
１
表
の
通
り
で
あ
る５

）
。

「
家
」
の
奉
公
人
は
山
城
出
身
者
が
圧
倒
的
に
多
い
と
言
え
る
。
親
の
住
所
が
判
明
す
る
者
だ
け
を
み
る
と
、
大
半
が
京
都
の
都
市
部
出
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身
で
あ
る
。

元
治
元
年
（
一

六
四
）
の
「
家
」
の
手
代
に
関
し
て
は
、
親
の
稼
業
に
つ
い
て
判
明
す
る
個
体

数
が
少
な
い
も
の
の
、「
越
後
屋
」
を
含
め
屋
号
の
あ
る
者
も
多
く
、
京
都
の
商
人
・
職
人
が
多
い

と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
付
表
１

２
の
子
者
に
名
を
連
ね
る
吉
岡
吉
太
郎
・
定
吉
兄
弟

な
ど
は
、
三
井
別
家
吉
岡
吉
兵
衛
の
息
子
で
、
吉
太
郎
は
後
に
北
家
一
〇
代
高
棟
と
共
に
米
国
留
学

を
し
て
い
る６

）
。
ま
た
、「
親
元
相
続
」
を
理
由
に
退
職
す
る
者
が
多
く
（
後
述
）、
継
ぐ
べ
き
稼
業
を

持
つ
者
が
多
い７

）
。

西
坂
靖
「
大
店
の
奉
公
人
の
世
界
」「
越
後
屋
の
奉
公
人
組
織
と
子
供
」
に
よ
る
と
、
元
治
元
年
の
越
後
屋
京
本
店
の
奉
公
人
は
手
代
五

五
人
、
子
供
二
四
人
、
下
男
二
四
人
で
あ
る
。
西
坂
論
文
中
で
は
京
都
の
都
市
と
そ
れ
以
外
を
山
城
と
区
別
し
て
い
る
が
、
子
供
の
う
ち

三
パ
ー
セ
ン
ト
、
手
代
・
子
供
合
わ
せ
て
も
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
京
都
の
都
市
部
出
身
で
あ
る
。
ま
た
、「
店
」
の
手
代
・
子
供
の
三
割
強

は
親
の
稼
業
が
衣
料
・
繊
維
関
係
で
あ
り
、
四
分
の
一
は
親
が
越
後
屋
を
名
乗
っ
て
い
る
。
京
都
の
商
人
・
職
人
の
子
弟
が
圧
倒
的
に
多
い

が
、
繊
維
関
連
や
別
家
の
子
弟
に
限
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

「
家
」
と
「
店
」
の
奉
公
人
で
は
、
出
身
地
・
階
層
と
も
に
、
大
差
が
無
い
。

㈡

年
齢
・
人
数

手
代
は
、
子
者
と
し
て
出
勤
し
元
服
を
経
て
出
世
し
て
い
く

子
飼
い

の
場
合
と
、

中
年
者

（
元
服
済
み
の
者
）
と
し
て
雇
用
を
開

始
す
る
場
合
と
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
る
。

「
家
」
の
手
代
・
子
者
の
奉
公
開
始
年
齢
は
多
様
で
あ
る
。
付
表
２

１
を
見
る
と
、「
家
」
の
奉
公
人
は

子
飼
い

よ
り
も
、
あ
る
程

第１表 三井北家の手

代・子者生国

(嘉永七年～

明治四年)

生国 人数 (内元治元年)

山城 42 (13)

近江 4 (2)

若狭 1

丹波 1

計 48 (15)
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度
歳
を
と
っ
た

中
年
者

の
方
が
多
い
。

子
飼
い

の
勤
務
開
始
年
齢
は
一
三
歳
が
最
も
多
い
。

中
年
者

の
出
勤
年
齢
に
関
し
て
は
、

判
明
す
る
数
名
を
見
る
限
り
年
齢
の
幅
は
広
く
、
特
に
特
徴
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

子
飼
い

以
外
の
者
の
奉
公
開
始
に
関
し
て
、「
中
年
」
と
は
っ
き
り
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
と
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。
松

井
六
右
衛
門
（
新
町
家
手
代
、
奉
公
人
番
号
39８

）
）
は
前
者
で
あ
り
、
井
上
勘
助
（
出
水
家
・
竹
屋
町
家
手
代
、
奉
公
人
番
号
46
）
は
後
者
で

あ
る
。
し
か
し
後
者
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
井
上
勘
助
の
よ
う
に
出
勤
し
て
す
ぐ
台
所
名
前
役
に
就
い
て
い
る
者
な
ど
は
、

中
年
者

で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
以
上
に
、

中
年
者

は
多
い
と
言
え
よ
う
。

年
齢
構
成
は
各
世
代
ほ
ぼ
均
等
に
居
り
、
台
所
名
前
役
は
恐
ら
く
四
〇
代
半
ば
以
上
、
平
手
代
は
一
〇
代
後
半
か
ら
四
〇
代
、
子
者
は
一

六
、
一
七
歳
以
下
で
あ
る
。

各
年
に
お
け
る
人
数
は
、
付
表
１

１
、
２
や
同
苗
の
出
産
・
冠
婚
葬
祭
（
後
述
）
の
史
料
に
並
ぶ
者
を
数
え
る
と
、
北
家
の
場
合
台
所

名
前
役
三
名９

）
、
平
手
代
が
五
〜
一
〇
名
、
子
者
が
三
〜
六
名
で
あ
る
。

西
坂
「
越
後
屋
京
本
店
手
代
の
入
店
・
昇
進
・
退
職
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
京
本
店
の
入
店
年
齢
は
一
三
歳
が
最
も
多
く
、
時
代
が
経

る
に
つ
れ
て
一
四
歳
よ
り
一
二
歳
で
の
入
店
者
が
増
加
す
る
、
つ
ま
り
平
均
年
齢
が
低
下
す
る
と
し
て
い
る
。
元
服
済
み
の
者＝

中
年

者

は
全
体
の
二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
大
部
分
が

子
飼
い

の
奉
公
人
（
元
服
前
に
入
店
）
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
平
均
年
齢

は
「
家
」
の
方
が
「
店
」
よ
り
若
干
高
い
。

中
年
者

の
多
さ
は
「
家
」
の
手
代
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

㈢

勤
務
・
昇
級

手
代
の
昇
級
は
、
子
者
（
見
習
）
↓
平
手
代
↓
台
所
名
前
役
と
な
る
。
台
所
名
前
役
を
勤
め
あ
げ
、
円
満
退
職
し
た
「
家
」
の
手
代
を
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「
出
入
者
」
と
言
う
。
平
手
代
と
は
台
所
名
前
役
以
外
の
手
代
を
指
す
と
考
え
る
。

元
服
と
平
手
代
と
の
関
係
を
考
え
る
と
、
元
服
前
で
あ
っ
て
も
平
手
代
に
な
っ
て
い
る
例
が
見
え
る
。
脇
野
専
右
衛
門
（
北
家
手
代
、
奉

公
人
番
号
２
）
や
西
田
善
七
（
北
家
手
代
、
奉
公
人
番
号
４
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
付
表
１

１
、
２
を
見
る
と
、
宗
門
人
別
帳
の
上
で
は
手

代
に
な
る
の
は
一
六
〜
一

歳
で
あ
る
。
し
か
し
勤
務
実
態
と
し
て
の
平
手
代
に
な
る
の
は
元
服
よ
り
も
数
年
早
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
史
料
中
、
特
に

中
年
者

に
「
雇
勤10

）
」「
再
勤11

）
」
と
い
っ
た
単
語
が
出
て
く
る
。
こ
れ
は
、
以
前
「
家
」
に
奉
公
し
、
何
ら
か

の
理
由
で
暇
を
も
ら
っ
た
者
の
再
雇
用
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
西
田
善
七
は

子
飼
い

と
し
て
奉
公
を
始
め
、
文
化
一
四
年
に
暇

を
貰
い
台
所
名
前
役
を
退
職
し
た
も
の
の
、
文
政
一
二
年
に
再
勤
し
て
台
所
名
前
役
に
就
い
て
い
る
。
三
九
歳
で
一
旦
退
職
し
、
お
よ
そ
一

一
年
後
五
一
歳
で
の
再
雇
用
で
あ
る
。
他
に
も
乙
井
庄
七
（
六
角
家
手
代
、
奉
公
人
番
号
34
）
や
鮒
子
田
甚
十
郎
（
新
町
家
手
代
、
奉
公
人

番
号
38
）
な
ど
、「
再
勤
」
者
が
多
数
い
る
。
子
者
か
ら
継
続
し
て
勤
務
し
て
い
る
者
と
、
一
旦
暇
を
貰
い
再
雇
用
さ
れ
た
者
で
は
、
昇
級

や
退
職
銀
（
後
述
）
な
ど
、
待
遇
面12

）
で
特
に
差
が
無
い
。「
再
勤
」
者
は
「
家
」
の
手
代
の
特
徴
で
あ
る
。

西
坂
「
越
後
屋
京
本
店
手
代
の
入
店
・
昇
進
・
退
職
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、「
店
」
の

中
年
者

は
部
署
が
限
定
（
書
札
方
）
さ
れ
、

昇
進
の
上
限
は
役
頭
格
に
と
ど
ま
る
、
と
い
う
。
一
方
「
家
」
の
奉
公
人
は

子
飼
い

か

中
年
者

・
再
雇
用
か
の
違
い
に
よ
る
昇
級

の
差
は
見
受
け
ら
れ
な
い13

）
。
ま
た
、「
家
」
と
「
店
」
の
手
代
・
子
者
（
見
習
）
で
は
、
元
服
年
齢
に
大
差
は
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
勤
務

実
態
と
し
て
平
手
代
に
な
る
の
は
「
家
」
の
手
代
の
方
が
早
い
。

史
料
中
に
出
て
く
る
「
家
」
の
手
代
の
「
宿
入
」
は
、
暇
で
は
な
く
休
暇
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
多
額
の
合
力
銀
を
受
け
取
っ
て
い
る

こ
と
等
を
考
え
る
と
、「
宿
入
」
を
境
に
住
込
み
を
脱
し
て
宿
持
ち
と
な
り
、
妻
帯
す
る
の
で
あ
ろ
う
。「
宿
入
」
の
記
載
の
無
い
者
で
も
、

妻
帯
者
が
い
る
こ
と
か
ら
、
お
よ
そ
四
五
歳
前
後
の
台
所
名
前
役
は
宿
持
ち
で
あ
る
可
能
性
が
高
い14

）
。
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㈣

異
動

柘
植
定
五
郎
（
後
に
改
名
・
山
口
弥
三
兵
衛
・
幸
兵
衛
、
奉
公
人
番
号
７
・
47
）
は
、
寛
政
元
年
（
一
七

九
）
一
一
月
、
三
井
本
家
の

一
つ
竹
屋
町
家
に
て
手
代
奉
公
を
開
始
し
た
。
一
二
年
の
奉
公
後
、
寛
政
一
二
年
正
月
に
暇
を
貰
い
、
退
職
銀
と
し
て
一
貫
三
〇
〇
匁
を
受

け
取
る
。
そ
の
後
す
ぐ
に
本
家
の
一
つ
で
惣
領
家
で
あ
る
北
家
に
て
奉
公
を
開
始
し
た
。
文
化
一
〇
年
（
一

一
三
）
春
か
ら
は
台
所
名
前

役
（
次
座15

）
）
と
な
り
、
文
政
一
一
年
（
一

二

）
三
月
に
脇
野
専
右
衛
門
が
退
職
し
た
後
筆
頭
を
勤
め
る
。
天
保
六
年
五
月
に
暇
を
貰
い
、

戌
年
（
天
保
九
年
か
）
に
死
去
し
た
。
三
五
年
に
わ
た
る
北
家
で
の
奉
公
の
後
受
け
取
っ
た
退
職
銀
は
二
一
貫
五
〇
〇
匁
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
三
井
の
「
家
」
間
で
手
代
の
異
動
が
見
ら
れ
る
。
他
に
も
田
中
藤
七
（
奉
公
人
番
号
３
・
40
）
や
麻
田
左
右
衛
門
（
奉
公

人
番
号
18
・
35
）、
磯
部
利
右
衛
門
（
奉
公
人
番
号
48
・
50
・
54
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

異
動
の
様
子
を
見
る
と
、
昇
格
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
家
事
奉
公
人
の
昇
格
の
た
め
に
異
動
が
起
こ
る
の
で
は
な
く
、

何
ら
か
の
事
情
が
あ
り
、
例
外
的
に
昇
格
を
伴
う
異
動
が
起
こ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
柘
植
定
五
郎
は
異
動
後
す
ぐ
に
台
所
名
前

役
に
就
い
て
い
な
い
が16

）
、
他
の
三
例
を
詳
細
に
見
て
み
る
と
、
前
任
の
台
所
名
前
役
の
死
去
や
暇
の
時
期
と
異
動
が
重
な
っ
て
い
る
。

新
町
家
で
は
次
席
台
所
名
前
役
の
松
井
六
右
衛
門
が
享
和
三
年
（
一

〇
三
）
六
月
に
退
職
、
筆
頭
の
鮒
子
田
甚
十
郎
は
そ
の
二
年
後
に

病
を
理
由
に
退
職
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
ま
り
体
調
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
田
中
藤
七
は
享
和

三
年
六
月
に
北
家
平
手
代
を
退
職
し
て
す
ぐ
新
町
家
筆
頭
台
所
名
前
役
に
異
動
し
て
い
る
。

北
家
で
は
安
政
五
年
（
一

五

）
一
一
月
に
筆
頭
辻
一
郎
治
（
奉
公
人
番
号
17
）
が
死
去
。
当
時
北
家
次
座
に
は
西
田
善
助
（
奉
公
人

番
号
20
）
が
い
た
が
、
台
所
名
前
役
に
な
っ
て
ま
だ
一
年
と
日
が
浅
い
。
そ
の
一
ヶ
月
後
の
安
政
五
年
一
二
月
に
麻
田
左
右
衛
門
は
六
角
家

か
ら
北
家
台
所
名
前
役
筆
頭
に
異
動
し
た
。
麻
田
は
以
前
の
六
角
家
で
少
な
く
と
も

年
は
台
所
名
前
役
（
次
座
）
に
つ
い
て
お
り17

）
、
実
績

を
買
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
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竹
屋
町
家
で
は
台
所
名
前
役
筆
頭
森
川
佐
七
が
天
保
六
年
正
月
六
日
に
死
去
。
当
時
竹
屋
町
家
に
次
座
は
不
在
。
そ
の
三
ヶ
月
後
の
天
保

六
年
四
月
、
磯
部
利
右
衛
門
は
南
家
台
所
名
前
役
次
座
か
ら
竹
屋
町
家
の
筆
頭
へ
異
動
し
て
い
る
。

一
口
に
本
家
と
言
っ
て
も
賄
料
の
多
寡
等
、
そ
の
間
に
は
序
列
が
存
在
す
る
。「
家
」
の
奉
公
人
の
人
数
も
こ
の
序
列
に
従
っ
て
お
り
、

惣
領
家
の
北
家
が
最
も
多
い
。
北
家
は
筆
頭
と
次
座
二
名
の
計
三
名
が
最
大
定
員
だ
が
、
他
五
家
は
筆
頭
と
次
座
の
計
二
名
ま
た
は
筆
頭
の

み
で
あ
る
。
こ
の
序
列
は
台
所
名
前
役
に
も
反
映
さ
れ
、
惣
領
家
の
北
家
を
頂
点
に
、
六
角
家
、
新
町
家
、
竹
屋
町
家
、
南
家
と
出
水
家

（
同
格
）、
更
に
各
「
家
」
の
中
で
も
筆
頭
と
次
座
（
次
席
）
の
順
が
あ
る
。
北
家
の
平
手
代
で
あ
っ
た
田
中
藤
七
が
新
町
家
で
台
所
名
前
役

筆
頭
に
抜
擢
さ
れ
た
の
も
、
こ
の
「
家
」
の
序
列
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
平
手
代
と
台
所
名
前
役
間
で
は
待
遇
に
大
き
な
差
が
あ

る
。
こ
れ
ら
は
後
述
す
る
「
勘
定
年
割
扣
（
三
年
祝
儀18

）
）」
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

あ
る
「
家
」
の
台
所
名
前
役
筆
頭
に
何
か
あ
っ
た
際
、
内
部
か
ら
の
昇
格
で
は
な
く
、
ほ
か
の
「
家
」
の
手
代
を
異
動
さ
せ
る
。
こ
の
こ

と
は
、「
家
」
の
奉
公
人
の
役
割
（
後
述
）
を
考
え
る
上
で
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、「
家
」
と
「
店
」
の
間
で
奉
公
人
が
異
動
し
て
い
る
例
が
あ
る
。「
御
宅
々
台
所
勤
仕
手
代
年
数19

）
」
に
掲
載
さ
れ
た
手
代
一
二

名

中
、「
店
」
か
ら
「
家
」
に
異
動
し
た
旨
記
載
の
あ
る
手
代
は
連
家
に
二
名
見
ら
れ
る20

）
。
小
西
平
七
（
小
川
家
手
代
、
奉
公
人
番
号
61
）
と

井
上
利
右
衛
門
（
室
町
家
手
代
、
奉
公
人
番
号
67
）
で
あ
る
。
小
西
に
つ
い
て
は
「
家
」
に
異
動
し
た
詳
細
が
不
明
だ
が
、
井
上
に
関
し
て

は
第
三
章
一
節
に
詳
細
を
載
せ
る
。「
家
」
に
問
題
が
生
じ
、
急
遽
任
命
さ
れ
た
感
が
あ
る
。

更
に
、「
奉
公
人
抱
帳21

）
」
に
掲
載
さ
れ
た
京
本
店
の
手
代
の
奉
公
人
請
状
を
み
る
と
、「
家
」
か
ら
「
店
」
へ
異
動
し
た
者
が
見
受
け
ら
れ

る
。
管
見
の
限
り
、
享
保
五
年
か
ら
本
店
勤
の
若
井
喜

郎22
）

を
初
出
に
、
計
一
三
名23

）
で
あ
る
。

若
井
の
場
合
を
見
て
み
る
と
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
か
ら
六
年
間
、
北
家
に
あ
た
る
宗
竺
（
二
代
高
平
）
の
家
に
勤
め
、
享
保
五
年

（
一
七
二
〇
）
年
一
六
歳
で
京
本
店
に
勤
め
た
。
北
家
に
出
勤
し
た
際
は
一
〇
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
田
中
金
四
郎
の
場
合
で
は
、
享
保
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五
年
二
月

日
に
目
見
を
し
、
五
月
か
ら

郎
右
衛
門
宅
（
北
家
）
に
遣
わ
さ
れ
た
。
三
年
後
本
店
に
も
ど
っ
て
い
る
が
、
一
〇
歳
で
目
見

を
し
、
本
店
に
戻
っ
た
際
は
一
三
歳
で
あ
る
。
他
の
者
を
み
て
も
、「
家
」
か
ら
京
本
店
に
異
動
し
た
時
点
で
一
二
歳
か
ら
二
一
歳
の
間
で

あ
る
。「
家
」
か
ら
「
店
」
へ
の
異
動
は
安
永
二
〜
九
年
（
一
七
七
三
〜
一
七

〇
）
に
竹
屋
町
家
に
勤
め
た
後
異
動
し
た
苔
谷
金
七
を
最

後
に
見
受
け
ら
れ
な
く
な
る
。「
家
」
か
ら
「
店
」
へ
の
異
動
は
、
若
年
層
・
三
井
家
の
奉
公
人
制
度
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
時
期
に
限
り

行
わ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
幕
末
・
明
治
へ
の
移
行
期
に
限
り
、「
家
」
の
台
所
名
前
役
の
多
く
が
「
店
」
へ
登
用
さ
れ
て
い
る
例
が
見
え
る24

）
。

㈤

給
金
（
祝
儀
）

「
家
」
の
手
代
・
子
者
の
給
金
に
関
し
て
は
、
適
当
な
史
料
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。「
店
」
の
手
代
に
支
給
さ
れ
た
「
小
遣
」
は
、
そ
の

性
格
上
「
家
」
の
手
代
に
も
支
給
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
唯
一
分
か
る
の
は
三
年
ご
と
に
支
給
さ
れ
る
祝

儀
で
あ
る25

）
。
尚
、
史
料
上
「
宛
名
勤
」
と
記
さ
れ
て
い
る
者
は
台
所
名
前
役
を
指
す
。

勘
定
年
割
扣

寛
政
九

巳
午
未
三
年
祝
儀

油
小
路

北
家
）

御
台
所
宛
名
勤

筆
頭

（
割
印
）
一
、
銀
マ
シ
サ
枚

三
十
五
枚＝

銀
一
貫
五
〇
五
匁
）

山
口
幸
兵
衛

巳
午
未
三
年
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次
座
セ
割
二
）

落
イ
〆
セ
舟
ツ
ヽ
ノ
所

一
貫
二
百
四
匁
）

（
割
印
）
一
、
銀
マ
シ
枚

三
十
枚＝

銀
一
貫
二
九
〇
匁
）

脇
野
専
右
衛
門

右
ニ
同

六
角
同
断

筆
頭

（
割
印
）
一
、
銀
マ
シ
枚

三
十
枚＝

銀
一
貫
二
九
〇
匁
）

麻
田
佐
右
衛
門

巳
午
未
三
年

次
座
セ
割
二
）

落
セ
シ
ツ

二
十
四
）

枚
此
代
イ
〆
マ
シ
セ
ヽ

一
貫
三
十
二
匁
）

三
ツ
割
マ
舟
ツ
シ
ツ
ヽ
ノ
所

三
百
四
十
四
）

（
割
印
）
一
、
銀
チ
枚

枚＝

銀
三
四
四
匁
）

乙
井
庄
七

未
三
月
廿

日
ゟ
ニ
而

一
年

次
座
セ
割
二
）

落
セ
シ
ツ

二
十
四
）

枚
此
代
イ
〆
マ
シ
セ
ヽ

一
貫
三
十
二
匁
）

六
ツ
割
五
ツ
分
チ
舟
カ
シ
ヽ

六
〇
匁
）

（
割
印
）
一
、
銀
セ
シ
枚

二
十
枚＝

銀

六
〇
匁
）

園
卯
右
衛
門

巳
午
未
三
月
迄
ニ
而

弐
年
半

新
町
同
断

筆
頭
セ
シ
ヱ

二
十
七
）

枚
代
イ
〆
舟
カ
シ
サ
ヽ
ノ
所

一
貫
百
六
十
五
匁
）

イ
〆
セ
舟
ヽ

一
貫
二
百
匁
）

ト
見
而

六
ツ
割
壱
ツ
分
セ
舟
ヽ
ノ
所

二
百
匁
）

（
割
印
）
一
、
銀
サ
枚

五
枚＝

銀
二
一
五
匁
）

鮒
子
田
甚
十
郎

未
七
月
廿
日
ゟ
ニ
テ
半
年
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次
座
セ
割
二
）

落
ニ
而

ウ
舟
マ
シ
セ

九
百
三
十
二
）

匁
ノ
所

イ
〆
ヽ
ト
見

一
貫
匁
）

而

七
ツ
割
一
ツ

マ
マ
、
六
か
）

分
舟
カ
シ
カ
カ
入
余

百
六
十
六
匁
六
分
）

一
、
銀
ツ
枚

四
枚＝

銀
一
七
二
匁
）

松
井
六
右
衛
門

右
同
断

（
割
印
）
但
ツ
枚

四
）

代
舟
ヱ
シ
セ
ヽ

百
七
十
二
匁
）

此
所
ヘ
金
マ
両
申
渡
ス

金
三
両
）

筆
頭
セ
シ
ヱ

二
十
七
）

枚
代
イ
〆

一
貫
）

舟
カ
サ
ヽ

百
六
十
五
匁
）

一
、
銀
イ
〆
セ
舟
ヽ

一
貫
二
百
匁
）

井
上
与
三
郎

巳
午
未
七
月
廿
日
迄
ニ
而

三
年

（
割
印
）
金
敬
両
申
渡
ス

不
印
故
減
少

十
）

竹
屋
町
御
台
所
宛
名
勤

筆
頭
セ
シ
サ

二
十
五
）

枚
代
イ
貫
一
）

ヱ
シ
サ
ヽ

七
十
五
匁
）

ノ
所

（
割
印
）
一
、
銀
イ
〆
舟
ヽ

一
貫
二
百
匁
）

井
上
勘
助

巳
午
未
三
年

次
座
セ
割
二
）

落
ニ
而

チ
舟
カ
シ
ヽ

百
六
十
匁
）

ノ
所

六
ツ
割
三
ツ
分
ツ
舟
マ
シ
ヽ

四
百
三
十
匁
）

（
割
印
）
一
、
銀
敬
枚

十
枚＝

四
三
〇
匁
）

伊
庭
半
右
衛
門

午
七
月
廿
三
日
ゟ

未
一
ケ
年
半

油
小
路
南

筆
頭
セ
シ
セ

二
十
二
）

枚
半
代
ウ
舟
カ
シ
ヱ
サ
入
ノ
所

九
百
六
十
七
匁
五
分
）
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イ
〆
ヽ

一
貫
匁
）

ニ
シ
テ

（
割
印
）
一
、
銀
イ
〆

一
貫
匁
）

ヽ

寺
嶋
十
太
郎

巳
午
未
三
年

出
水
同
断

筆
頭
セ
シ
セ

二
十
二
）

枚
半
代
ウ
舟
カ
シ
ヱ
サ
入
ノ
所

九
百
六
十
七
匁
五
分
）

イ
貫
一
）

匁
ニ
シ
テ
六
ツ
割
五
ツ
分
チ
舟
マ
シ
マ
マ
入
ノ
所

百
三
十
三
匁
三
分
）

（
割
印
）
一
、
銀
セ
シ
枚

二
十
枚＝
銀

百
六
拾
匁
）

平
井
忠
助

巳
十
月
廿
五
日
ゟ
ニ
而

午
未
弐
年
半

次
座
セ
割
二
）

落
チ
舟
ヽ
ノ
所

百
匁
）

六
ツ
割
一
ツ
分
舟
マ
シ
マ
マ
入
余
ノ
所

百
三
十
三
匁
三
分
）

（
割
印
）
一
、
銀
マ
枚

三
枚＝

銀
一
二
九
匁
）

平
松
嘉
右
衛
門

未
七
月
廿
一
日
ゟ
半
年

右
十
三
口
ニ
テ
凡
シ
〆
マ
舟
ウ
シ
サ

十
貫
三
百
九
十
五
匁
）

ヽ

右
建
者

丸
三
年
ニ
而

右
之
通
春
夏
之
内
ニ
宛
名
勤
申
付
候
ハ
ヽ
其
年
ハ
丸
壱
年
ニ
建
、
秋
冬
之
内
ニ
宛
名
勤
申
付
候
ハ
ヽ
其
年
ハ
半
季
之
割
ニ
致

可
遣
候
、
宛
名
勤
之
者
首
尾
能
暇
申
渡
シ
候
者
ハ
宛
名
勤
之
年
数
掛
リ
候
丈
ケ
遣
し
可
申
候

朱
書
）「
但
右
年
数
死
去
致
候
者
壱
ケ
年
相
掛
在
之
候
ハ
ヽ
割
ヲ
以
可
遣
候
、
半
季
相
掛
候
者
祝
義
ニ
不
及
候
」

一
、
宛
名
勤
以
下
之
者
江
者
是
迄
之
通
金
舟
疋
宛
祝
儀
可
遣
候
事

百
疋＝

銀
一
五
匁
）

但
、
子
供
立
ゟ
無
滞
相
勤
候
者
右
之
通
、
一
旦
退
役
再
勤
之
者
ハ
時
宜
ニ
ゟ
右
之
通
も
致
遣
候
事
、
中
年
ニ
相
勤
宛
名
勤
ニ
相
成
候
者

ハ
セ
割

二
）

落
ニ
而
銀
数
形
宜
シ
テ
可
遣
候
事
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寛
政
十
二
年
申
十
二
月
十
六
日

御
窺
申
上
御
聞
済
御
座
候
ニ
付
夫
々
申
渡
シ
遣
候
事

右
申
渡
シ
候
銀
来
ル
亥
春
相
渡
シ
申
筈
也

朱
書
）

「
享
和
三
歳
亥
五
月
廿
一
日
銘
々
ヘ
相
渡
申
候
、
申
年
相
渡
置
候
手
形
ヘ
受
取
書
認
さ
せ
引
替
相
渡
し
候
事
」

但
、
居
宅
無
之
者
ハ
宿
入
之
節
迄
預
リ
置
宿
入
之
節
相
渡
シ
可
申
候
、
宿
持
之
分
ハ
次
三
ケ
年
勘
定
之
節
相
渡
シ
可
申
事

（
後
略
）

以
下
、
寛
政
一
二
〜
享
和
二
年
、
享
和
三
〜
文
化
二
年
、
文
化
三
〜
五
年
、
文
化
六
〜

年26
）

、
文
政
一
〇
〜
一
二
年
、
天
保
元
〜
三
年
、

天
保
四
〜
六
年
、
天
保
七
〜
九
年
、
天
保
一
〇
〜
一
二
年
、
天
保
一
三
〜
弘
化
元
年
、
弘
化
二
〜
四
年
、
嘉
永
元
〜
三
年
、
嘉
永
四
〜
六
年
、

安
政
元
〜
三
年
、
安
政
四
〜
六
年27

）
、
文
久
三
〜
慶
応
元
年
、
慶
応
二
〜
明
治
元
年
、
と
断
続
的
に
続
く
。

尚
、
翌
年
度
以
降
は
、
右
奥
書
の
後
に
左
の
様
な
記
述
が
あ
る
。
例
と
し
て
「
寛
政
十
二
申
酉
戌
三
ケ
年
」
分
を
挙
げ
る
と
、
次
の
通

り
で
あ
る
。

（
前
略
）

奥
書
前
ニ
同

享
和
三
亥
五
月
十
六
日
両
店28

）
一
緒
ニ
御
伺
申
上
御
聞
済
御
座
候
ニ
付
、
十
九
日
ニ
夫
々
申
渡
シ
候
事

御
立
会

郎
右
衛
門
様

元
〆

藤
田
助
右
衛
門
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三
郎
助
様

御
在
江

同

上
嶋
七
郎
兵
衛

郎
兵
衛
様

加
判
名
代

酒
井
善
右
衛
門

同

中
塚
徳
次
郎

加
判
名
代

西
田
新
四
郎

(朱線)

元
方
掛

永
緒
太
郎
右
衛
門

通
勤
支
配

山
田
茂
助

朱
書
）

「
但
永
緒
山
田
元
方
勤
役
」

こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
祝
儀
と
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
祝
儀
は
三
年
に
一
度
、
本
家
六
家
の
手
代
に
対
し
て
大
元
方
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
銀
高
は
、

北
家

筆
頭
三
五
枚
（
銀
一
貫
五
〇
五
匁
）、
次
座
三
〇
枚29

）
（
銀
一
貫
二
九
〇
匁
）

六
角
家

筆
頭
三
〇
枚
（
銀
一
貫
二
九
〇
匁
）、
次
座
二
四
枚
（
一
貫
三
二
匁
）

新
町
家

筆
頭
二
七
枚30

）
（
銀
一
貫
二
〇
〇
匁
）、
次
座
（
二
一
・
六
枚
）
銀
一
貫
匁

竹
屋
町
家

筆
頭
二
五
枚31

）
（
銀
一
貫
一
〇
〇
匁
）、
次
座
（
二
〇
枚
）
銀

六
〇
匁

南
家

筆
頭
二
二
枚
半
（
銀
一
貫
）、
次
座
（
一

枚
）

〇
〇
匁

出
水
家

南
家
に
同
じ

台
所
名
前
役
以
外
の
平
手
代
は
一
律
金
百
疋
（＝

銀
一
五
匁
）

基
本
的
に
次
座
は
そ
の
家
の
筆
頭
か
ら
二
割
減
じ
た
額
で
あ
る
。
竹
屋
町
家
・
南
家
・
出
水
家
の
筆
頭
よ
り
も
北
家
の
次
座
の
方
の
祝
儀
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銀
高
が
高
い
な
ど
、
こ
こ
か
ら
も
各
「
家
」
の
序
列
が
垣
間
見
え
る
。
台
所
名
前
役
と
平
手
代
・
子
者
の
間
に
は
相
当
の
額
差
が
あ
る
。

祝
儀
は
半
季
毎
に
換
算
す
る
の
で
、
台
所
名
前
役
に
三
年
間
就
い
て
い
た
者
は
満
額
、
二
年
半
な
ら
満
額
の
六
分
の
五
、
二
年
な
ら
六
分

の
四
と
な
り
、
半
年
な
ら
満
額
の
六
分
の
一
で
あ
る
。
尚
、
死
去
し
た
場
合
、
在
任
期
間
が
半
年
の
者
に
は
支
給
が
無
い
。

ま
た
、
支
給
さ
れ
て
す
ぐ
手
代
が
祝
儀
を
受
け
取
る
訳
で
は
な
く
、
特
に
各
家
の
台
所
名
前
役
は
一
定
期
間
大
元
方
に
預
け
置
い
て
い
る32

）
。

翻
刻
し
た
寛
政
九
・
一
〇
・
一
一
年
度
分
は
、
寛
政
一
二
年
（
一

〇
〇
）
に
申
し
渡
さ
れ
、
そ
の
際
手
形
を
受
け
取
る
。
実
際
に
は
申
渡

し
の
三
年
後
の
享
和
三
年
（
一

〇
三
）
に
手
形
と
引
替
え
に
受
け
取
る
こ
と
に
な
る
が
、
住
込
み
の
者
は
宿
入
ま
で
預
け
置
き
、
家
持
ち

の
者
は
次
の
祝
儀
の
際
に
受
け
取
る
。
こ
の
祝
儀
は
退
職
銀
額
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
後
述
）。

こ
の
祝
儀
は
、
一

世
紀
後
半
か
ら
明
治
初
年
ま
で
銀
高
に
変
動
が
な
い
。
物
価
に
よ
る
変
動
が
な
い
上
、「
店
」
の
経
営
状
況
に
も
左

右
さ
れ
な
い
。
一
方
で
、
文
化
九
年
（
一

一
二
）
か
ら
文
政
九
年
（
一

二
六
）
ま
で
の
一
五
年
間
支
給
が
さ
れ
て
い
な
い
。「
文
化
六

巳
午
未
」
勘
定
年
割
の
奥
書
の
後
、
朱
筆
で
、「
右
文
化
巳
午
未
ノ
三
年
被
仰
渡
後
御
借
財
筋
ニ
付
而

ハ
御
台
所
ニ
も
子
細
有
之
ニ
付
右
御

祝
義
向
御
差
除
ニ
相
成
候
…
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
三
井
同
苗
が
借
財
を
し
て
い
る
件33

）
に
関
し
て
、「
家
」
の
家
計
を
預
か
る

台
所
名
前
役
に
も
落
ち
度
が
あ
る
、
と
い
う
判
断
を
大
元
方
が
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

同
苗
や
大
元
方
と
台
所
名
前
役
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
、
こ
の
様
に
三
井
同
苗
の
連
座
と
し
て
祝
儀
が
凍
結
さ
れ
て
い
る
事
実
は
重
要

で
あ
る
。

㈥

勤
務
年
数
と
退
職
銀
（
合
力
銀
）

原
則
と
し
て
、
平
手
代
に
な
っ
て
か
ら
何
年
勤
め
た
か
で
勤
務
年
数
を
確
定
す
る
。
勤
務
年
数
に
応
じ
て
退
職
銀
は
換
算
さ
れ
、
子
者
年

数
は
勤
務
年
数
と
し
て
換
算
さ
れ
な
い
。
し
か
し
実
際
は
子
者
年
数
も
勤
務
年
数
と
し
て
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
脇
野
専
右
衛
門
（
北
家
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手
代
）
を
見
る
と
、
退
職
銀
高
を
決
め
る
際
に
は
子
者
年
数
を
考
慮
に
入
れ
て
、
平
手
代
以
降
二
五
年
勤
務
で
一
〇
貫

〇
〇
匁
の
所
を
、

子
者
以
降
三
〇
年
勤
務
と
見
な
し
て
一
四
貫
目
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
伏
木
金
次
（
北
家
手
代
、
奉
公
人
番
号
24
）
は
原
則
通
り
の
換
算
の

よ
う
で
、
子
者
か
ら
一
六
年
勤
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
合
力
銀
は
一
貫
四
〇
〇
匁
と
他
の
一
六
年
勤
務
者
よ
り
少
な
い
。
子
者
年
数
を

換
算
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
長
期
雇
用
者
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
子
者
年
数
も
勤
務
年
数
に
換
算
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
惣
領
家
で
あ
る
北
家
の
合
力
銀
は
他
の
本
家
よ
り
二
割
増
、
連
家
は
六
掛
（
本
家
の
六
割
）
が
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の

合
力
銀
額
は
北
家
の
奉
公
人
が
他
よ
り
必
ず
し
も
割
増
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
連
家
に
関
し
て
は
本
家
の
六
、
七
割
の
額
で
あ
る
。

台
所
名
前
役
に
就
い
た
者
の
勤
務
年
数
と
宿
入
・
合
力
銀
（
退
職
銀
）
を
考
察
す
る
際
は
、
宿
入
を
し
た
上
で
そ
の
後
退
職
し
た
者
を
除

い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
給
金
（
祝
儀
）
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
三
年
に
一
度
の
祝
儀
分
の
有
無
が
退
職
銀
額
に
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
祝
儀
は
、
住
込
み
の
者
は
宿
入
ま
で
預
け
置
き
、
宿
持
ち
の
者
は
次
の
祝
儀
の
際
に
受
け
取
る
。
つ
ま
り
、
宿
入
合
力

銀
に
は
祝
儀
分
が
含
ま
れ
る
。
宿
入
を
せ
ず
に
退
職
す
る
者
も
、
退
職
の
際
に
そ
れ
ま
で
預
け
置
い
た
祝
儀
分
が
合
力
銀
に
加
算
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
宿
入
後
に
「
家
」
へ
戻
っ
て
き
た
手
代
は
、
大
抵
の
場
合
宿
持
ち
で
あ
り
、
祝
儀
は
定
期
的
に
受
け
取
る
た
め

退
職
銀
額
に
は
祝
儀
分
が
含
ま
れ
な
い
。
例
え
ば
、
辻
一
郎
次
（
北
家
手
代
、
奉
公
人
番
号
17
）
は
宿
入
時
五
年
勤
務
で
宿
入
合
力
銀
一
貫

〇
〇
匁
を
受
け
取
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
宿
入
後
暇
（
死
去
）
ま
で
の
一
〇
年
勤
務
で
香
典34

）
一
貫
二
九
〇
匁
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
よ
っ

て
、
第
２
表
、
お
よ
び
第
１
図
は
、
祝
儀
分
込
み
の
合
力
銀
額
の
み
を
記
し
て
い
る
。

平
手
代
と
台
所
名
前
役
で
は
祝
儀
に
相
当
の
差
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
合
力
銀
（
退
職
銀
）
に
も
相
当
の
差
が
あ
る
。
同
じ
勤
務
年
数
で
あ

っ
て
も
、
台
所
名
前
役
に
就
い
て
い
た
年
数
が
長
い
方
が
合
力
銀
額
は
高
く
な
る
。
ま
た
退
職
銀
額
は
、
奉
公
人
の
年
齢
と
と
も
に
若
干
上

が
る
。

奉
公
人
の
年
季
は
、
奉
公
人
と
主
人
双
方
に
不
都
合
が
な
い
限
り
終
身
雇
用
が
原
則
で
あ
る
。「
店
」
の
手
代
の
場
合
、
初
勤
に
あ
た
り
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提
出
し
た
奉
公
人
請
状
に
は
建
前
上
年
季
は
一
〇
年
と
記
載
さ
れ
る35

）
。「
家
」
の
奉
公
人
の
奉
公
人
請
状
も
同
様36

）
で
あ
る
。
年
季
は
決
ま
っ

て
は
い
な
い
が
、「
御
宅
々
台
所
勤
仕
手
代
年
数37

）
」
を
見
る
と
一
〇
年
ほ
ど
で
退
職
す
る
者
が
最
も
多
い
。

「
店
」
の
手
代
の
退
職
銀
モ
デ
ル38

）
と
「
家
」
の
手
代
の
退
職
銀
モ
デ
ル39

）
と
を
比

し
た
も
の
が
第
１
図
で
あ
る
。

大
凡
、
勤
務
年
数
が
一
五
年
ま
で
は
「
家
」
の
手
代
の
方
の
合
力
銀
が
多
く
、
一
五
年
以
降
は
逆
転
し
「
店
」
の
方
が
多
く
な
る
。
こ
れ

は
、「
家
」
に
は

中
年
者

で
勤
務
を
始
め
る
者
や
再
勤
者
が
多
く
、
少
な
い
勤
務
年
数
で
あ
っ
て
も
重
要
な
役
職
（
台
所
名
前
役
）
に

就
く
た
め
、
合
力
銀
が
「
店
」
よ
り
も
高
く
な
る
と
考
え
る
。

第
２
表
、
第
１
図
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
家
」
の
手
代
に
は
五
〇
年
に
渡
る
よ
う
な
長
期
勤
務
が
見
受
け
ら
れ
る
。「
店
」
の
手

代
で
あ
れ
ば
、
三
〇
年
も
勤
め
れ
ば
別
家
を
許
さ
れ
、
自
分
稼
業
を
し
つ
つ
「
店
」
に
重
役
手
代
と
し
て
出
勤
す
る
こ
と
に
な
る
が
、「
家
」

の
手
代
に
は
そ
れ
が
な
い
。
よ
っ
て
、
体
力
や
能
力
に
支
障
の
無
い
者

は
宿
持
ち
手
代
と
し
て
勤
務
を
継
続
す
る
。
そ
こ
ま
で
の
長
期
勤
務
者

は
す
で
に
宿
入
済
な
た
め
、
最
終
的
に
退
職
す
る
際
の
合
力
銀
額
は
少

な
い
が
、
一
生
の
内
で
受
け
取
っ
た
銀
高
は
「
店
」
の
手
代
に
何
ら
劣

ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か40

）
。

㈦

退
職
理
由

「
家
」
の
手
代
の
退
職
理
由
は
第
３
表
の
通
り
で
あ
る41

）
。
尚
、
参
考

に
あ
げ
て
い
る
の
は
「
店
」
の
手
代
で
あ
る
。

第２表 「家」の手代合力銀

(退職銀)モデル

合力銀
(匁)

平手代のみ
経験者

平＋
名前役

名前役のみ
経験者

なし 10年未満

1,300 10年

1,500 4.5～６年

1,800 ７年

2,000 15年 10年

2,150 ９年

3,000 20年

3,800 12年

4,000 15年

6,000 20年

7,500 23年

10,000 33年

10,800 25年

14,000 30年

21,500 35年

出所) 三井文庫所蔵史料続6595より作成。
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「
家
」
の
手
代
の
退
職
理
由
の
特
徴
は
、
京
本
店
・

京
両
替
店
と
比
べ
て
、
死
去
が
多
い
が
病
気
が
少
な
い

と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
の
様
に
勤
続
五
〇
年

な
ど
の
高
齢
の
手
代
が
多
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
た

と
え
死
因
は
病
死
で
も
、
も
は
や
寿
命
で
あ
る
と
言
っ

て
良
か
ろ
う
。
安
岡
氏
は
「
江
戸
後
期
の
三
井
京
両
替

店
に
お
け
る
奉
公
人
の
勤
続
事
情
を
特
徴
づ
け
る
の
は
、

病
気
・
病
死
に
よ
る
退
職
の
高
率
」
と
勤
続
の
短
期
化
、

そ
し
て
円
満
退
職
者
の
減
少
で
あ
る
と
し
て
い
る42

）
。
三

井
家
事
業
の
悪
化
と
物
価
高
騰
が
手
代
の
勤
務
・
生
活

水
準
に
影
響
を
与
え
、
そ
れ
故
に
病
人
・
死
病
者
が
多

く
出
た
と
し
て
い
る
。
一
方
「
家
」
の
手
代
は
、
同
苗

と
生
活
空
間
を
共
に
し
て
い
る
以
上
、「
店
」
に
比
べ
て
生
活
水
準
の
悪
化
が
少
な
く
、
結
果
と
し
て
病
気
退
職
者
も
少
な
く
、
短
期
退
職

者
も
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
円
満
退
職
者
は
明
和
か
ら
天
保
期
は
一
三
〇
名
中
二
九
名
、
江
戸
後
期
・
幕
末
で
は
四
一
名
中
一
二
名
で
あ
る
。
こ
の
内
、
特
に

江
戸
後
期
・
幕
末
で
は
「
親
元
相
続
ニ
付
」
と
い
う
理
由
が
大
半
を
占
め
る
。
恐
ら
く
明
和
〜
天
保
期
も
同
様
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
前
述

の
よ
う
に
、
京
都
の
商
人
・
職
人
の
子
弟
が
多
い
点
、「
店
」
と
「
家
」
で
は
階
層
に
大
差
が
な
い
点
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

勤務年数 (年)

0 40302010
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

銀
高

匁
）

第１図 退職銀モデル

「店」手代 退職銀モデル

「家」手代 退職銀モデル
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第３表 「家」手代退職理由

参考 参考

退職理由 明和～天保頃 京両替店
文化２～天保
11の退職者⑴

京本店
元禄９～享保
15子供の退職
者⑵

江戸後期・幕末

(合力銀願等
記載奉公人)⑶
のみ

京両替店
天保11～幕末
の退職者⑷

首尾能暇
(円満退職) 19(14.6％) 24(24％) 30(12.6％) 1(2.4％) 9(9％)

依願退職
(円満退職) 10(7.6％) (相続)

8(8％) 7(2.9％) 11⑸(26.8％) (相続)
10(10％)

死去 24(18.5％) 15(15％) 28(11.7％) 6(14.6％) 12(12％)

病気 7(5.3％) 32(32％) 19(7.9％) 6(14.6％) 29(29％)

暇⑹(解雇か) 31(23.8％) 8(8％) 77(32.2％) ― 8(8％)

退役 6(4.6％) ― ― ― ―

訳あって暇⑺ 3(2.3％) ― ― 3(7.3％) ―

不 1(0.7％) 3(3％) ― ― 3(3％)

不明 29(22.3％) 10(10％) 65(27.2％) 14(34.1％) 29(29％)

計 130名
(内重複２名⑻)

100名 239名
(内在職者13名) 41名 100名

出所)「御宅々台所手代勤仕年数控」(三井文庫所蔵史料 続6595)。

注) １.安岡『三近世商家の経営理念・制度・雇用』「第六章 京両替店の勤続事情」表６-３参照。

２.同，表６-６参照。

３.一紙の合力銀願等（付表３参照）の中から，江戸後期・幕末の「家」の手代の退職理由を抽出し

た。合力銀を受け取っているというのが前提であるため，勤務年数の短い者や，不 や解雇など不

名誉な退職理由の者の情報が一切ない。データとしては不十分だが，比 する上であえて掲載し

た。

４.安岡『三近世商家の経営理念・制度・雇用』「第六章 京両替店の勤続事情」表６-５参照。

５.11人中，３名は「依願暇」などの依願退職者，８名は「相続筋ニ付暇」など相続を理由にした退職

者である。

６.「御宅々台所手代勤仕年数控」は時代を経る (天保に近づく)と共に記載が粗くなる。よって「暇」

とだけ記載されている者であっても，解雇ではなく円満退職の可能性がある。また，勤務が長期で

あり，円満退職と思われる者であっても「暇」とのみ記載されている例がある。「暇」は解雇と同

義とは言い難く，定義については再考すべきであろう。

７.これは，「子細有之御暇」や，「家原宅改革ニ付無余儀暇」(三原佐兵衛，続2101-9)など。家原と

長井の二連家は，嘉永二年 (1849)の大元方財政改革の一旦として同苗組織から除き，宿持手代同

様とされた。三原の解雇はこの余波を受けたものと考えられる。

８.前田彦三郎(奉公人番号57)と広瀬直次郎(奉公人番号64)は最初の勤務時と再勤時両方の退職理由

が判明するため，重複している。よって正確には総人数は130名から２名を差し引いた128名であ

る。
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㈧

退
職
後
・
奉
公
の
メ
リ
ッ
ト

「
家
」
の
手
代
は
、
退
職
後
親
元
を
相
続
し
て
稼
業
を
継
ぐ
こ
と
は
あ
る
に
せ
よ
、「
店
」
の
よ
う
に
暖
簾
分
け
に
よ
る
自
分
稼
業
を
営
む

者
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
井
家
で
は
「
店
」
の
手
代
の
場
合
、
平
手
代
以
上
ま
で
勤
め
上
げ
て
円
満
退
職
し
た
者
に
は
越
後
屋
の

家
号
と
暖
簾
印
が
授
け
ら
れ
る43

）
。
暖
簾
印
と
は
、
三
井
越
後
屋
が
手
代
を
商
人
と
し
て
認
め
た
証
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
見
な
す
と
、

「
家
」
の
手
代
に
与
え
ら
れ
る
性
質
の
物
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
家
の
ひ
と
つ
出
水
家
の
史
料
中
、「
家
」
の
手
代
が
暖
簾
印
を
願
う
例
が

見
ら
れ
る44

）
。

乍
恐
願
書

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

小
石
川

〇
〇

一
）

一
、
私
義
、
今
般
宿
入
被
仰
附
其
上
結
構
御
合
力
銀
被
下
置
冥
加
至
極
難
有
仕
合
奉
存
候
、
就
右
何
卒
御
暖
簾
印
頂
戴
仕
度
奉
存
候
、
御
憐
愍
ヲ

以
御
聞
済
被
遊
被
下
候
様
偏
御
願
奉
申
上
候
、
此
段
宜
御
執
成
可
被
成
下
候
様
奉
願
上
候
、
以
上

嘉
永
七
寅
年

道
家
喜
太
郎
印

出
水
家
筆
頭
台
所
名
前
役
）

三
月

竹
屋
町
筆
頭
台
所
名
前
役
）

磯
部
利
右
衛
門
様

嘉
永
六
年
後
期
か
ら
出
水
家
次
席
台
所
名
前
）

岡
田
市
蔵
様

口
上

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

小
石
川

〇
〇

三
）

一
、
道
家
喜
太
郎
義
今
般
宿
入
申
附
候
ニ
付
、
暖
簾
印
之
儀
願
出
聞
済
遣
し
度
存
候
、
此
段
御
届
御
聞
済
被
下
候
様
願
上
候
、
已
上

嘉
永
七
寅
三
月

三
郎
助
在
府

助

印
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郎
右
衛
門
様

元
之
助
様

重
役
人
中

道
家
喜
太
郎
は
三
一
年
勤
務
し
た
時
点
で
宿
入
し
、
そ
の
際
暖
簾
印
を
願
っ
て
い
る
。
最
終
的
に
暖
簾
印
が
下
さ
れ
た
か
は
不
明
だ
が
、

「
家
」
の
手
代
と
三
井
家
と
の
密
接
な
繫
が
り
を
示
し
て
い
る
史
料
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
家
」
の
手
代
は
退
役
後
、「
宅
付
出
入
手
代
」「
出
入
者
」
な
ど
と
い
う
名
称
で
冠
婚
葬
祭
の
記
録
等
に
登
場
す
る
。
退
役
後
も
、
勤
め

て
い
た
「
家
」
で
人
手
が
必
要
な
際
は
手
伝
い
に
行
く
な
ど
、
三
井
家
と
密
接
な
繫
が
り
を
持
っ
て
い
た
（
後
述
）。

ま
た
、
京
両
替
店
の
手
代
の
名
簿45

）
な
ど
を
見
て
い
る
と
、
親
の
欄
に
各
家
の
台
所
名
前
役
の
名
が
見
ら
れ
る
。
親
の
三
井
家
と
の
繫
が
り

を
元
に
子
が
「
店
」
に
奉
公
す
る
な
ど
、「
家
」
へ
の
奉
公
は
「
店
」
へ
の
奉
公
と
同
じ
く
強
力
な
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

西
坂
「
大
店
の
奉
公
人
の
世
界
」
で
は
、
特
に
子
供
の
退
職
に
関
し
て
「
奉
公
の
目
的
が
、
商
売
の
見
習
い
と
、
三
井
越
後
屋
と
の

「
縁
」
の
形
成
（
更
新
）
と
い
う
点
に
お
か
れ
」
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
し
て
い
る
。「
家
」
に
奉
公
す
る
と
い
う
こ
と
は
、「
店
」
の

よ
う
に
直
接
商
売
の
見
習
い
に
は
な
ら
な
い
が
、
上
層
町
人
と
し
て
の
教
養
や
儀
式
・
礼
儀
作
法
の
習
得
と
、
三
井
家
と
の
強
力
な
「
縁
」

を
形
成
（
更
新
）
す
る
と
い
う
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
た
、
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

１
）
「
店
」
の
奉
公
人
で
「
台
所
」
と
は
、
台
所
で
賄
い
を
す
る
下
男
の
こ
と
を
指
す
。

２
）
『
三
井

郎
右
衛
門
高
棟
傳
』
二
一
〇
頁
参
照
。

３
）
「
御
宅
々
台
所
勤
仕
手
代
年

勘
定
年
割
控
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
六
五
九
五
）
よ
り
。
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４
）

付
表
１
参
照
。

５
）

尚
、
手
代
・
子
者
の
区
別
は
該
当
史
料
の
ほ
ぼ
中
間
を
と
っ
て
文
久
二
年
に
し
た
。
こ
れ
は
昇
格
に
伴
う
重
複
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。
文

久
二
年
の
「
宗
門
差
出
之
控
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

北
一
二
七
一

二
）
に
子
者
と
し
て
記
載
さ
れ
た
者
は
、
た
と
え
翌
年
に
手
代
に
昇
格

し
た
と
し
て
も
子
者
の
欄
に
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。

６
）
『
三
井

郎
右
衞
門
高
棟
傳
』
七
七
〜
一
〇
五
頁
。
本
書
に
よ
る
と
吉
岡
吉
太
郎
は
慶
応
元
年
一
三
歳
で
奉
公
を
開
始
し
た
と
あ
り
、
付
表

１
よ
り
一
年
早
い
。

７
）
「
親
元
相
続
」
と
は
、
稼
業
で
は
な
く
、
家
督
の
み
を
相
続
す
る
と
い
う
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
家
督
と
稼
業
の
相
続
は
切
り
離

し
て
は
考
え
ら
れ
ず
、
家
督
を
相
続
す
る
際
は
稼
業
も
相
続
す
る
た
め
に
、
三
井
家
奉
公
人
を
退
職
す
る
の
だ
と
考
え
る
。
ま
た
、
継
ぐ
べ
き

稼
業
が
農
業
（
家
が
農
家
）
の
場
合
も
想
定
さ
れ
る
が
、
農
家
の
家
督
・
稼
業
相
続
者
で
あ
る
長
男
が
京
都
の
商
家
ま
で
奉
公
に
出
る
と
は
考

え
に
く
い
（
奉
公
人
の
内
、
地
方
出
身
者
は
次
男
以
下
の
者
）。
よ
っ
て
「
親
元
相
続
」
に
よ
る
退
職
者
と
は
、
都
市
民
で
親
が
商
人
か
職
人

で
あ
る
と
考
え
る
。

８
）

奉
公
人
番
号
は
付
表
２

１
・
２
参
照
。

９
）

各
家
に
よ
り
人
数
は
異
な
り
、
台
所
役
筆
頭
一
人
次
座
一
人
の
計
二
人
の
家
や
、
筆
頭
一
人
の
み
の
家
も
あ
る
。

10
）

詳
細
は
不
明
。
住
み
込
み
で
は
な
く
、
通
い
の
形
で
勤
め
る
者
か
。

11
）

勿
論
、
初
回
の
勤
務
実
態
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
「
雇
勤
」「
再
勤
」
者
の
中
に
は
、
初
回
の
出
勤
時
子
者
か
ら
始
め
た
者
、
つ
ま
り

子

飼
い

が
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

12
）

唯
一
見
受
け
ら
れ
る
差
は
、
三
年
ご
と
の
祝
儀
で
あ
る
。「
三
年
勘
定
扣
」（「
御
宅
々
台
所
勤
仕
手
代

勘
定
年
割
之
控
」
三
井
文
庫
所
蔵

史
料

続
六
五
九
五
）
の
奥
書
（
本
文
に
翻
刻
）
に
、
再
雇
用
者
で
は
な
く
、「
中
年
ニ
相
勤
宛
名
勤
ニ
相
成
候
者
」
は
二
割
落
、
と
い
う
一

文
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
三
年
勘
定
扣
」
に
は
、

子
飼
い

か

中
年
者

か
の
区
別
が
書
い
て
い
な
い
の
で
、
実
際
に
祝
儀
を
二
割

減
じ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
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13
）

前
掲
「
三
年
勘
定
扣
」
の
奥
書
（
本
文
に
翻
刻
）
に
は
、
祝
儀
に
関
し
て
「
但
、
子
供
立
ゟ
無
滞
相
勤
候
者
右
之
通
一
旦
退
役
再
勤
之
者
ハ

時
宜
ニ
ゟ
右
之
通
も
致
遣
候
事
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
子
者
か
ら
継
続
し
て
勤
め
る
者
と
、
子
者
か
ら
勤
め
る
が
一
旦
退
職
し
た
再
勤
者
が

並
立
で
扱
わ
れ
て
い
る
。

14
）

奉
公
人
番
号
19
の
松
井
与
市
は
元
治
元
年
四
六
歳
ま
で
宗
門
人
別
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
翌
年
以
降
台
所
名
前
役
を
継
続
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
宗
門
人
別
帳
に
記
載
が
な
い
の
で
、
宿
持
ち
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
、
文
久
三
年
に
宿
入
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
奉
公
人
番
号
59
の
道
家
喜
太
郎
は
四
四
歳
で
宿
入
し
て
い
る
。

15
）

当
時
の
北
家
台
所
名
前
役
筆
頭
は
脇
野
専
右
衛
門
（
奉
公
人
番
号
２
）、
同
じ
く
次
座
は
西
田
善
七
（
奉
公
人
番
号
４
）
で
あ
る
。

16
）

柘
植
が
北
家
へ
の
異
動
し
た
の
と
同
じ
年
に
、
当
時
北
家
台
所
次
座
の
脇
野
専
右
衛
門
が
宿
入
り
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
影
響
を
柘
植
の
異

動
で
補
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

17
）

麻
田
左
右
衛
門
（
奉
公
人
番
号
18
・
35
）
の
奉
公
開
始
年
・
台
所
名
前
役
就
任
年
は
不
明
。「
御
宅
々
台
所
勤
仕
手
代
年
数

勘
定
年
割
之

控
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
六
五
九
五
）
後
半
の
「
勘
定
年
割
扣
」
を
見
る
と
、
少
な
く
と
も
嘉
永
四
年
段
階
で
六
角
家
の
次
席
台
所
名

前
に
就
任
し
て
い
る
。

18
）
「
御
宅
々
台
所
勤
仕
手
代
年
数

勘
定
年
割
之
控
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
六
五
九
五
後
半
）。

19
）
「
御
宅
々
台
所
勤
仕
手
代
年
数

勘
定
年
割
之
控
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
六
五
九
五
前
半
）。

20
）

こ
の
他
、
氏
名
が
同
じ
こ
と
か
ら
、
退
店
者
や
家
督
別
家
の
者
で
「
家
」
の
奉
公
人
と
な
っ
た
者
を
『
店
々
役
人
名
鑑
』（
三
井
家
編
纂
室

編
）
等
か
ら
数
名
確
認
で
き
る
。

21
）
「
奉
公
人
抱
帳
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
四
三
〇
〜
一
四
三
四
、
別
一
一

四
）。

22
）
「
奉
公
人
抱
帳
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
四
三
〇
）
か
ら
、
若
井
喜

郎
の
記
事
を
示
す
と
以
下
の
通
り
。

正
徳
四
年
午
ノ
年
ゟ
子
二
月
迄
宗
竺
様
ニ
勤

享
保
五
年
子
二
月
一
四
日
ゟ
本
店
勤
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一
、
若
井
喜

郎

一
六
才

よ
し
や
町
下
立
売
下
ル
町

（
別
筆
）

「
暇
遣
ス
」

親
し
な
の
や
長
兵
衛

代
々
西
本
願
寺
宗
小
川
椹
木
町
上
ル
町

正
覚
寺
旦
那

23
）

若
井
、
田
中
金
四
郎
（
享
保
五
年
目
見
）、
桜
嶋
彦
五
郎
（
享
保
五
年
本
店
勤
）、
西
田
吉
七
（
享
保
五
年
本
店
勤
）、
岡
嶋
新
吉
（
享
保
五

年
本
店
勤
）、
吉
田
浅
助
（
享
保
一
二
年
泊
）、
川
勝
甚
吉
（
享
保
一
四
年
本
店
勤
）、
佐
藤
喜
六
（
享
保
一
五
年
泊
）、
松
村
友
吉
（
元
文
四
年

出
勤
）、
桜
木
新
太
郎
（
元
文
四
年
泊
）、
浅
井
傳
吉
（
元
文
五
年
泊
）、
吉
田
吉
太
郎
（
明
和
元
年
泊
）、
苔
谷
金
七
（
安
永
九
年
泊
）
の
一
三

名
。

24
）
『
三
井

郎
右
衞
門
高
棟
傳
』
一
三
三
・
一
三
四
頁
。
麻
田
佐
右
衛
門
（
奉
公
人
番
号
18
）、
西
田
善
助
（
奉
公
人
番
号
20
）、
中
井
三
平
、

井
口
新
三
郎
（
奉
公
人
番
号
37
）、
西

乕
四
郎
（
奉
公
人
番
号
56
）
な
ど
。

25
）
「
御
宅
々
台
所
勤
仕
手
代
年
数

勘
定
年
割
之
控
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
六
五
九
五
）。

26
）

こ
の
後
、
祝
儀
の
支
給
が
一
五
年
間
、
一
時
的
に
止
め
ら
れ
て
い
る
。

27
）

こ
の
後
、
万
延
元
年
申
酉
戌
の
分
が
抜
け
落
ち
て
い
る
が
、
理
由
は
不
明
。

28
）

京
本
店
と
京
両
替
店
。

29
）

銀
三
五
枚
の
二
割
落
は
正
確
に
は
二

枚
で
あ
る
が
、
他
の
年
度
を
見
て
も
三
〇
枚
で
あ
る
。

30
）

銀
二
七
枚
は
正
確
に
は
銀
一
一
六
一
匁
で
あ
る
。
翻
刻
し
た
史
料
中
に
は
一
一
六
五
匁
と
の
記
載
が
あ
る
。

31
）

銀
二
五
枚
は
正
確
に
は
銀
一
〇
七
五
匁
で
あ
る
。

32
）
『
三
井
事
業
史
』
資
料
篇
二
、
一
〇
「
大
元
方
の
決
算
帳
簿
」
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
「
大
元
方
勘
定
目
録

慶
応
三
年
一
二
月
」
の
「
預
り

方
」
を
み
る
と
、
本
家
六
家
の
台
所
名
前
役
計
九
名
が
三
年
勘
定
祝
儀
を
全
額
預
け
て
い
る
。
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33
）
『
三
井
事
業
史
』
本
篇
第
一
巻
第
一
一
節
「
同
苗
借
財
と
文
政
一
件
」
参
照
。
文
化
・
文
政
期
は
同
苗
の
借
財
・
家
督
が
問
題
に
な
っ
た
時

期
で
あ
る
。

34
）

勤
務
中
の
手
代
が
死
去
し
た
際
、
退
職
銀
相
当
額
が
香
典
と
し
て
支
払
わ
れ
る
。

35
）

林
玲
子
『
江
戸
・
上
方
の
大
店
と
町
家
女
性
』
第
三
章

三
「
両
替
店
の
奉
公
人
」
参
照
。（
初
出
「
享
保

宝
暦
期
の
両
替
店
経
営
」
一

〜
三
、
日
本
経
済
史
研
究
所
編
『
三
井
両
替
店
』
三
井
銀
行
、
一
九

三
年
）。

36
）
「
手
代
奉
公
人
吉
次
郎
請
状
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

北
七
九

六
）。

37
）
「
御
宅
々
台
所
勤
仕
手
代
年
数

勘
定
年
割
之
控
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
六
五
九
五
前
半
）。

38
）

西
坂
「
越
後
屋
京
本
店
手
代
の
入
店
・
昇
進
・
退
職
に
つ
い
て
」
第
15

１
・
２
表
参
照
。
一

〇
〇
〜
一

三
九
年
入
店
の
子
供
を
対
象

に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
合
力
銀
と
望
姓
銀
が
混
在
し
て
い
る
。

39
）
「
店
」
の
手
代
に
合
わ
せ
た
た
め
、「
家
」
の
手
代
に
関
し
て
は
平
手
代
の
み
経
験
者
と
、
平
手
代
十
台
所
名
前
役
を
経
験
者
の
平
均
値
か
ら

グ
ラ
フ
を
制
作
し
た
。
よ
っ
て
子
者
は
含
ま
な
い
。「
店
」
の
手
代
で
、
平
手
代
を
経
ず
に
昇
級
す
る
者
が
い
な
い
た
め
、「
家
」
の
台
所
名
前

役
の
み
経
験
者
も
除
外
し
た
。

40
）
「
店
」
の
長
期
勤
務
の
手
代
（
重
役
手
代
）
に
は
、
三
井
家
か
ら
受
け
取
っ
た
銀
高
の
他
に
、
自
分
稼
業
が
あ
る
た
め
、
当
然
総
資
産
で
は

「
家
」
の
手
代
を
し
の
ぐ
と
考
え
ら
れ
る
。

41
）

北
家
の
み
で
は
事
例
が
少
な
い
た
め
、
史
料
記
載
の
「
家
」
の
手
代
全
て
を
あ
げ
て
い
る
。

42
）

あ
く
ま
で
、
四
年
以
内
の
短
期
退
職
者
に
お
け
る
病
気
・
病
死
の
高
率
を
指
し
て
い
る
。
合
計
人
数
だ
け
を
み
る
と
天
保
一
一
年
以
前
も
以

後
も
病
気
・
病
死
に
は
大
差
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。

43
）
『
三
井
事
業
史
』
本
篇
第
一
巻
二
五
九
頁
参
照
。

44
）
「

道
家
喜
太
郎
宿
入
関
係
史
料

」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

小
石
川

〇
〇

一
〜
三
）。
尚
、
小
石
川

〇
〇

二
は
小
石
川
家
当
主
か
ら

大
元
方
へ
宛
て
た
道
家
喜
太
郎
の
宿
入
合
力
銀
出
銀
願
書
で
あ
る
。
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45
）

安
岡
『
近
世
商
家
の
経
営
理
念
・
制
度
・
雇
用
』
第
六
章
「
京
両
替
店

の
勤
続
事
情
」
参
照
。

２

下

男

㈠

出
自
（
出
身
地
・
階
層
）

嘉
永
七
年
〜
明
治
四
年
（
一

五
四
〜
一

七
一
）
の
間
に
宗
門
人
別

帳
・
奉
公
人
名
録
に
記
載
さ
れ
た
北
家
の
「
家
」
の
下
男
の
生
国
は
第
４
表

の
通
り
で
あ
る
。

「
家
」
の
下
男
の
多
く
は
日
本
海
地
域
の
村
落
出
身
者
で
あ
る
。
し
か
し
四
分
の
一
ほ
ど
山
城
出
身
者
が
お
り
、
親
の
住
所
や
屋
号
か
ら
、

京
都
の
都
市
民
で
あ
る
と
言
え
る
。
京
都
の
都
市
日
雇
層
化
し
た
者
の
子
弟
か
、
小
規
模
の
商
人
・
職
人
の
子
弟
か
は
判
然
と
し
な
い
。

前
掲
西
坂
「
大
店
の
奉
公
人
の
世
界
」
に
よ
る
と
、「
店
」
の
下
男
に
関
し
て
は
、
大
部
分
が
日
本
海
地
域
の
国
々
の
、
村
落
出
身
者
で

あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

「
家
」
と
「
店
」
の
下
男
の
出
身
地
は
共
に
日
本
海
地
域
の
村
落
が
大
半
だ
が
、「
家
」
の
下
男
は
京
都
の
都
市
民
も
少
な
か
ら
ず
含
ま

れ
て
い
る
。

㈡

年
齢

付
表
１

４
を
見
る
と
、
北
家
の
住
込
み
の
下
男
の
年
齢
が
判
明
す
る
。
勤
務
開
始
年
齢
を
見
る
と
下
は
一
九
歳
、
上
は
五
九
歳
、
各
年

の
平
均
年
齢
も
二
五
・
七
歳
〜
三
三
・
三
歳
と
大
き
な
開
き
が
あ
る
。
ま
た
、
各
年
を
通
じ
て
「
店
」
の
下
男
よ
り
高
齢
で
あ
る
。

第４表 三井北家下男

生国(嘉永七年

～明治四年)

生国 人数 (内元治元年)

山城 11 (1)

加賀 5 (1)

近江 4

丹波 4 (1)

越中 3 (1)

但馬 3

越前 3

能登 2

阿波 2

丹後 1

淡路 1

美濃 1

計 41 (4)
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前
掲
西
坂
「
大
店
の
奉
公
人
の
世
界
」
に
よ
る
と
、「
店
」
の
下
男
の
勤
務
開
始
年
齢
は
一

歳
か
ら
三
六
歳
ま
で
、
平
均
し
て
二
四
・

五
歳
で
あ
り
、
店
表
（
手
代
）
に
比
べ
て
か
な
り
高
い
、
と
し
て
い
る
。

「
家
」
の
下
男
の
方
が
「
店
」
よ
り
も
年
齢
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。

㈢

勤
務
・
給
金

「
家
」
の
下
男
に
関
し
て
は
、
奉
公
人
請
状
と
幕
末
の
宗
門
人
別
帳
、
冠
婚
葬
祭
の
記
録
に
そ
の
名
前
が
若
干
残
る
の
み
で
あ
る
。
左
で

翻
刻
す
る
の
は
、
本
家
の
一
つ
新
町
家
所
蔵
の
下
男
の
奉
公
人
請
状１

）
で
あ
る
。

奉
公
人
請
状
之
事

一
、
此
惣
七
与

申
者
当
四
月
ゟ
九
月
迄
、
半
季
給
銀
六
拾
五
匁
之
割
ヲ
以
為
致
御
奉
公
候
所
実
正
也
、
此
者
出
生
者

東
中
筋
七
条
上
ル
町
越
中
屋

弥
助
悴
ニ
て
、
我
等
身
寄
慥
成
も
の
ニ
付
請
人
ニ
相
立
申
候
、
宗
旨
者

代
々
門
徒
宗
西
本
願
寺
末
堀
川
花
屋
町
下
ル
御
堂
前
明
覚
寺
旦
那
ニ
紛

無
御
座
候
、
則
寺
請
状
我
等
方
ニ
取
置
申
候

一
、
従
御
公
儀
様
被
為

仰
出
候
御
法
度
之
儀
者

不
申
及
御
家
風
急
度
為
相
背
申
間
敷
候
、
万
一
此
者
取
逃
欠
落
等
仕
候

又
者

如
何
様
之
悪
事

仕
出
し
候
共
、
我
等
罷
出
其

明
仕
、
其
許
様
江

少
し
茂
御
損
難
相
懸
申
間
敷
候
、
此
者
入
御
意
ニ
御
召
遣
被
下
候
内
者

幾
年
ニ
而
茂

此
証
文

表
ヲ
以
請
人
ニ
相
立
申
候
、
為
後
日
之
請
状
仍
而
如
件

嘉
永
四
年

西
中
筋
御
前
通
上
ル

亥
四
月

請
人

越
前
屋
伊
兵
衛
（
印
）

三
井
源
右
衛
門
殿

奉
公
人

惣
七

御
代

家
城
良
助
殿

当
拾

才
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鮒
子
田
甚
十
郎
殿

改
名
定
助

（
別
筆
）

「
子
九
月
出
替
リ
ニ
付
暇
遣
ス
」

（
後
略
）

こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
下
男
と
は
、
半
季
契
約
で
あ
り
、
給
銀
は
六
五
匁
で
あ
る
。
右
の
惣
七
（
定
助
）
は
亥
四
月
に
奉
公
を
始
め
翌
年

の
九
月
に
暇
を
遣
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
年
半
勤
め
た
こ
と
に
な
る
。
他
の
請
状
や
付
表
１

４
を
見
て
も
半
年
か
ら
二
年
で
辞
め

る
者
が
大
半
で
あ
る
。
下
男
の
入
れ
替
わ
り
は
激
し
い
。
奉
公
す
る
際
改
名
し
、「
〜
助
」
と
い
う
名
前
に
な
る
。
家
毎
に
採
用
し
、
請
状

は
各
家
の
主
人
（
同
苗
）
に
出
す
が
、
実
質
的
に
は
主
人
の
名
代
で
あ
る
台
所
名
前
役
に
よ
っ
て
統
轄
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

下
男
の
職
階
は
不
明
だ
が
、
管
理
者
と
し
て
「
男
頭
」
が
存
在
す
る
。「
親
方
」
と
も
い
う
。
し
か
し
、
職
階
は
存
在
し
な
い
可
能
性
が

高
い
。「
男
頭
」
と
い
う
名
称
は
「
店
」
と
共
通
で
あ
る
。
短
期
奉
公
が
大
半
で
あ
る
下
男
の
中
で
、
男
頭
は
数
年
に
わ
た
っ
て
勤
務
す
る

者
が
多
い
。
男
頭
を
円
満
退
職
し
た
者
は
「
親
方
出
入
」
と
呼
ば
れ
、
三
井
家
の
冠
婚
葬
祭
な
ど
を
手
伝
っ
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。
ま
た

下
男
を
円
満
退
職
し
た
者
は
「
下
出
入
方
」「
出
入
方
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る２

）
。

１
）
「（
奉
公
人
請
状
判
取
）」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
新
古
二
七
二
）。
こ
の
史
料
は
半
季
奉
公
人
請
状
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
り
、
下
男
と
下
女
の

奉
公
人
請
状
が
あ
る
。
尚
、「
奉
公
人
請
状
判
取
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

新
古
二
七
一
）
も
同
様
で
あ
る
。

２
）

こ
の
名
称
は
、
後
述
の
同
苗
出
生
や
冠
婚
葬
祭
の
史
料
に
拠
る
。
出
入
方
は
、
退
職
後
で
あ
っ
て
も
同
家
に
手
伝
い
に
行
け
る
者
、
つ
ま
り

京
都
近
郊
に
住
ん
で
い
る
者
に
限
ら
れ
る
。
下
男
は
地
方
出
身
者
が
多
い
た
め
、
円
満
退
職
者
全
員
が
出
入
方
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
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二

女
性
奉
公
人

女
性
奉
公
人
の
構
成
員
は
主
に
「
乳
母
」
と
「
茶
之
間
役
」「
茶
之
間
」
と
「
半
女
」
で
あ
る
。「
乳
母
」
と
「
茶
之
間
」
を
指
し
て
「
下

女
」
と
言
う
。「
半
女
」
を
指
し
て
「
台
所
下
女
」
と
呼
ぶ
場
合
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
他
、「
妾１

）
」
が
存
在
す
る
。

ま
た
、
近
世
後
期
に
は
特
に
「
茶
之
間
」
を
指
し
て
「
女
中
」「
召
使
」
と
呼
ぶ
例
が
見
ら
れ
る
。

１

下
女
（
茶
之
間
・
乳
母
）

㈠

出
自
（
出
身
地
・
階
層
）

嘉
永
七
年
〜
明
治
四
年
（
一

五
四
〜
一

七
一
）
の
間
に
宗
門
人
別
帳
・
奉
公
人
名
録
に
記
載
さ
れ
た
北
家
の
「
家
」
の
下
女
の
生
国

は
第
５
表
の
通
り
で
あ
る
。

下
女
の
多
く
は
山
城
出
身
で
あ
る
。
そ
の
中
で
親
の
住
所
に
つ
い
て
記
載
の
あ
る
者
だ
け
を
見
る
と
、
一
三
名
全
員
が
京
都
の
都
市
部
の
、

商
人
・
職
人
の
子
女
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
地
域
出
身
者
が
極
め
て
少
な
い
。

近
世
社
会
に
お
い
て
、
女
性
が
身
分
と
資
力
に
応
じ
て
奉
公
に
出
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
渡
世
の
為
に
奉
公
す
る
者
も
い
る

が
、
裕
福
な
階
層
で
は
礼
儀
作
法
や
家
事
の
見
習
い
の
為
に
奉
公
す
る２

）
。
そ
う
考
え
る
と
、
当
時
有
数
の
大
商
家
で
あ
っ
た
三
井
家
に
奉
公

で
き
る
女
性
は
お
の
ず
と
限
定
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
大
多
数
の
下
女
が
京
都
の
商
人
・
職
人
の
子
女
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

ま
た
下
女
の
内
、
身
分
・
資
力
の
高
い
山
城
出
身
・
京
都
の
商
家
の
子
女
の
比
率
は
奉
公
先
の
商
家
の
家
格
を
示
す
指
標
に
な
る
、
と
も

考
え
ら
れ
る
。

203

三井家の「家事奉公人」（安田）



杉
浦
家３

）
の
女
性
奉
公
人
の
大
半
の
出
身
地
も
京
都
と
次
い
で
近
江
で
あ
る
。
し
か
し
、

三
井
家
に
比
べ
近
江
（
中
で
も
高
島
郡
と
滋
賀
郡
）
出
身
の
割
合
が
高
い
。
江
州
高
島
郡

と
そ
の
周
辺
地
域
は
伝
統
的
に
杉
浦
家
の
女
性
奉
公
人
供
給
地
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
杉
浦

家
の
階
層
に
関
し
て
は
、
最
も
多
い
の
が
別
家
の
娘
・
後
家
・
縁
者
で
あ
り
、
次
い
で
商

家
の
娘
で
あ
る
。
三
井
家
で
は
別
家
の
娘
や
縁
者
の
雇
用
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
だ
が
、

付
表
１
に
は
親
の
屋
号
が
「
越
後
屋
」
で
あ
る
者
が
二
名
含
ま
れ
る４

）
。
こ
こ
か
ら
、
別
家

子
女
も
雇
用
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

㈡

年
齢
・
人
数

第
６
表
の
下
女
を
見
て
み
る
と
、
一
〇
代
二
名
、
二
〇
代
四
名
、
三
〇
代
五
名
、
四
〇
代
一
名
、
五
〇
代
一
名
、
計
一
三
名
で
あ
る
。
当

時
北
家
同
苗
の
子
女
は

（
一
四
歳
）、
喜
野
（
七
歳
）、
辰
之
助
（
高
保
・
五
歳
）、
貞
（
三
歳
）、
籌
（
二
歳
）
で
あ
り
、

を
除
い
た
四

名
に
乳
母
が
つ
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

下
女
の
勤
務
開
始
年
齢
に
つ
い
て
は
、
判
明
す
る
下
女
が
少
な
い
た
め
詳
し
く
は
検
討
が
で
き
な
い
。
付
表
１

３
に
記
載
さ
れ
て
い
る

下
女
だ
け
を
見
た
印
象
で
は
、
一
〇
〜
二
〇
代
と
四
〇
〜
五
〇
代
で
奉
公
を
始
め
る
者
が
多
い
一
方
、
三
〇
代
で
の
奉
公
開
始
は
少
な
い
。

尚
、
乳
母
は
二
〇
代
か
ら
三
〇
代
前
半
に
集
中
す
る
。
こ
れ
は
授
乳
・
育
児
と
い
う
職
務
と
の
関
わ
り
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

尚
、
杉
浦
家
の
場
合５

）
、
一
、
二
〇
代
の
下
女
が
大
多
数
を
占
め
、
三
〇
代
以
上
は
稀
で
あ
る
。
勤
務
開
始
年
齢
に
つ
い
て
は
、
一
〇
代
か

ら
二
〇
代
前
半
の
者
が
大
半
で
あ
る
。

三
井
家
の
下
女
の
数
に
規
定
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
同
苗
に
幼
い
子
供
が
多
い
時
期
は
乳
母
が
い
る
分
人
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た

第５表 三井北家下女生国

(嘉永７年～明治４年)

下女生国 人数 内，親の階層が分かる者

山城 40 京都商人・職人⑴：10名
京都都市民⑵：３名

近江 11 百姓：１名

丹波 4 百姓：１名

美濃 1

不明 1

計 57

注) １.屋号から商家と判断した。

２.屋号ではなく名字と居住地が判明。

居住地から京都の都市民と判断した。
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幕
末
は
節
約
の
た
め
に
下
女
の
数
を
減
ら
す
よ
う
に
し
て
い
る６

）
。
第
７
表
の
文
化
一
〇
年
当
時
北
家
同
苗
の
子
女
は
涌
（
九
歳
）、
長
四
郎

（
高
福
・
六
歳
）、
午
之
助
（
孝
令
・
四
歳
）、
十
一
郎
（
高
尚
・
三
歳
）、
有
（
三
歳
）、
頼
（
一
歳
）、
妙
（
一
歳
、
早
世
）
の
七
名
で
あ
り
、

乳
母
の
数
も
多
い
。
下
女
・
半
女
の
合
計
は
一
九
名
で
あ
る
。
一
方
第
６
表
の
嘉
永
七
年
も
子
供
の
多
い
時
期
だ
が
、
下
女
・
半
女
の
合
計

は
一
三
名
で
あ
る
。
付
表
１

３
を
見
る
と
、
幕
末
は
更
に
下
女
の
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る７

）
。「
家
」
の
奉
公
人
の
人
数
は
三
井
家
の
家

族
事
情
や
事
業
の
経
営
状
況
を
表
す
指
標
と
も
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

㈢

勤
務
・
昇
級

前
述
の
よ
う
に
、
下
女
は
大
き
く
分
け
て
茶
之
間
と
乳
母
か
ら
成
る
。

茶
之
間
の
ま
と
め
役
に
あ
た
る
の
が
茶
之
間
頭
で
あ
る
。
勤
務
年
数
が
長
く
、
家
事
の
習
熟
度
の
高
い
者
が
そ
の
任
に
あ
た
る
。
他
の
茶

之
間
に
は
特
に
職
階
は
な
い
。
あ
る
の
は
家
事
習
熟
度
の
目
安
と
な
る
「
黒
歯
」・「
白
歯
」
と
い
う
区
分
と
半
女
と
い
う
区
分
で
あ
る
。
黒

歯
は
お
歯
黒
を
し
て
い
る
者
、
つ
ま
り
既
婚
者
で
あ
り
、
白
歯
は
未
婚
の
者
で
あ
る
。

職
階
の
な
い
下
女
に
と
っ
て
の
昇
級
と
は
、
勤
務
年
数
や
家
事
の
習
熟

度
に
よ
る
下
女
内
部
の
序
列
の
変
化
で
あ
る
。
例
え
ば
同
じ
勤
務
年
数
の

黒
歯
と
白
歯
が
い
た
場
合
、
黒
歯
の
方
が
序
列
は
上
で
あ
る
。
こ
れ
は
白

歯
よ
り
黒
歯
の
方
が
家
事
習
熟
度
が
高
い
た
め
で
あ
る
（
白
歯
・
黒
歯
の

区
別
は
未
婚
・
既
婚
に
拠
る
区
分
で
あ
り
、
白
歯
の
序
列
が
上
が
り
黒
歯

に
な
る
わ
け
で
は
な
い
）。
序
列
が
上
が
る
と
は
、
た
と
え
ば
第
７
表
の

文
化
一
〇
年
二
月
の
茶
之
間
５
の﹅
へ﹅
と
み﹅
へ﹅
が
同
年
六
月
で
は
乳
母
よ
り

第６表 北家下女年齢構成

(嘉永７年)

名前 年齢 (歳) 判明する区分

まち 54 茶之間頭

せつ 41 茶之間

きく 29 乳母

やゑ 32 乳母

みね 23 乳母

しか 33

のふ 37

とも 16

きわ 33

あい 30

やを 17

きさ 24

すて 26

計 13名

出所)「宗門人別帳」(北1271-1)・

嘉永七年(1854)より作成。
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も
上
に
記
載
さ
れ
た
と
き
な
ど
か
ら
判
明
す
る
。

第
７
表
や
第
８
表
の
祝
儀
の
額
に
よ
る
区
分
は
、
そ
の
ま
ま
下
女
の
序
列
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る８

）
。
こ
こ
か
ら
、
下
女
の
序
列
は
茶

之
間
頭
を
筆
頭
に
、
黒
歯
、
勤
務
年
数
の
長
い
白
歯
、
乳
母
、
新
参
の
白
歯
と
な
り
、
最
後
に
半
女
が
続
く
。

乳
母
は
三
井
同
苗
の
子
供
そ
れ
ぞ
れ
に
付
け
ら
れ
る
。
乳
母
と
し
て
奉
公
を
開
始
し
た
後
、
茶
之
間
に
転
じ
る
者
も
見
受
け
ら
れ
る
。
そ

の
場
合
、
乳
母
と
し
て
の
み
奉
公
す
る
の
は
一
〇
年
ほ
ど
で
あ
る
。

㈣

給
金
（
銀
）

下
女
は
基
本
的
に
年
季
奉
公
人
で
あ
る
。
奉
公
人
請
状
に
年
季
と
給
銀
の
額
が
記
載
さ
れ
る
。
茶
之
間
役
の
場
合
、
半
季
契
約
で
あ
り
、

下
男
と
同
様
で
あ
る
。
新
町
家
の
下
女９

）
を
見
る
と
、
半
季
給
銀
六
五
匁
の
者
が
大
半
だ
が
、

〇
匁
の
者
も
存
在
す
る
。
こ
の
違
い
は
本
人

の
能
力
や
年
齢
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
、
六
五
匁
と
い
う
給
銀
は
大
多
数
の
下
男
と
同
じ
で
あ
る
。

㈤

勤
務
年
数
と
退
職
理
由

「
御
宅
々
台
所
勤
仕
手
代
年
数10

）
」
や
合
力
銀
願
（
付
表
３
）
か
ら
抽
出
で
き
る
北
家
を
含
む
本
家
六
軒
の
下
女
の
勤
務
年
数
と
退
職
理
由

を
示
し
た
の
が
第
９
表
と
第
10
表
で
あ
る11

）
。
長
期
勤
務
者
の
み
が
記
さ
れ
た
史
料
の
性
質
上
、
下
女
は
短
期
退
職
者
が
大
半
を
占
め
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
短
期
退
職
者
の
退
職
理
由
は
判
明
し
な
い
。

下
女
奉
公
は
茶
之
間
が
一
〇
〜
一
二
年
、
乳
母
が
七
年
を
区
切
り
に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
各
下
女
の
年
齢
が
判
明
し
な
い
が
、
結

婚
退
職
者
の
多
く
が
こ
れ
を
区
切
り
と
し
て
い
る
。
一
〇
代
で
奉
公
に
出
た
茶
之
間
が
結
婚
す
る
に
あ
た
り
、
三
〇
代
に
さ
し
か
か
る
あ
た

り
が
適
齢
期
リ
ミ
ッ
ト
だ
と
見
る
と
、
必
然
的
に
勤
務
年
数
は
一
〇
年
ほ
ど
に
な
る
。
そ
も
そ
も
半
季
の
年
季
契
約
が
更
新
さ
れ
続
け
て
い
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る
だ
け
あ
っ
て
、
円
満
退
職
の
比
率
が
非
常
に
高
い
。

三
井
家
で
は
大
半
が
短
期
で
退
職
す
る
と
は
い
え
、
限

ら
れ
た
時
代
の
史
料
か
ら
で
も
こ
れ
だ
け
の
数
の
長
期
奉

公
者
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
植
田
氏
が
明
治
五
年

〜
一
六
年
の
杉
浦
家
の
下
女
の
中
で
、
勤
続
年
数
が
判
明

す
る
三
六
名
を
検
討
し
た
結
果
、
全
員
が
一
〇
年
以
内
に

退
職
し
て
い
る
。
尚
、
杉
浦
家
の
下
女
の
退
職
銀
に
つ
い

て
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
長
期
勤
務
者
が
少
な
い
以

上
、
退
職
銀
規
定
は
存
在
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

第８表 北家下女区分

(文化14年)

名前 区分 (祝儀額による)

りく 茶之間１ 茶之間頭

なり 茶之間２⎫｜
｜
｜
｜
⎬
｜
｜
｜
｜
⎭

黒歯・乳母
含む

せう 茶之間２

みへ 茶之間３

なか 茶之間３

りへ 茶之間３

いく 茶之間３

きし 茶之間３

重 茶之間４ 白歯

ちか 茶之間４ 白歯

りか 茶之間４ 白歯

さと 茶之間４ 白歯

みき 茶之間４ 白歯

きさ 半女

くめ 半女

計 15名

出所)「文化十四年丑年三月御

結納御祝儀之扣」(北901-

3)より作成。

注) １．区分は第７表に同じ。

２．第７表から乳母の可能

性が高い。

第７表 北家下女区分 (文化10年)

名前 区分 (祝儀額による)

文化10年２月 文化10年６月19日

りく 茶之間１ 茶之間１ 茶之間頭

なり 茶之間２ 茶之間２⎫｜
｜
⎬
｜
｜
⎭

黒歯
含む

せう 茶之間３ 茶之間３

かね 茶之間４ 茶之間４

つさ 茶之間４

のへ (下記) 茶之間５

みへ (下記) 茶之間５

あき (乳母) 乳母

きふ (乳母) 乳母

ふさ (乳母) 乳母

ゑん (乳母) 乳母

くの (乳母) 乳母

りへ (乳母) 乳母

みき 乳母

しん 茶之間５ 茶之間６⎫

｜
｜
｜
⎬
｜
｜
｜

⎭

白歯か

まち 茶之間５ 茶之間６

なか 茶之間５ 茶之間６

すが 茶之間５ 茶之間６

のへ 茶之間５ (上記)

みへ 茶之間５ (上記)

きさ 半女１ 半女１

くめ 半女１ 半女２

計19名 計19名

出所)「文化十年癸酉二月御頼様御誕生入家御

初上巳御祝儀之控」(北909-1)「文化十年

癸酉六月十九日未上刻御烈様御安産御

妙様御出生初御祝儀一巻」(北909-2)よ

り作成。

注) 茶之間１～５・６という区分は，祝儀額に

応じて割り振ったものである。例えば文化

十年二月の場合，茶之間４とある「かね」

と「つさ」の祝儀は同額であり，一区分上

の茶之間３「せう」の祝儀額より少ない，

ということである。
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乳
母
の
退
職
理
由
に
、
結
婚
・
縁
談
が
多
い
点
は

注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
乳
母
と
は
、
授
乳
能
力
ま
た

は
子
育
て
経
験
を
買
わ
れ
て
採
用
さ
れ
て
い
る
は
ず

な
の
で
、
原
則
既
婚
者
（
少
な
く
と
も
出
産
経
験

者
）
で
あ
る
。
離
婚
な
ど
の
事
情
を
抱
え
、
生
活
の

た
め
に
乳
母
に
な
っ
た
者
が
多
い
、
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。

杉
浦
家
の
下
女
は
結
婚
退
職
が
最
も
多
く
、
他
の

主
な
退
職
理
由
は
本
人
や
本
人
の
家
族
の
病
気
な
ど

で
あ
る
。
乳
母
に
つ
い
て
は
七
名
の
検
討
に
と
ど
ま

る
た
め
比

は
難
し
い
が
、
結
婚
退
職
者
は
一
名
の

み
で
あ
る
。

㈥

退
職
銀
（
合
力
銀
）

合
力
銀
が
支
給
さ
れ
る
の
は
、
茶
之
間
で
あ
れ
ば
約
一
〇
年
以
上
勤
務
し
た
者
、
乳
母
で
あ
れ
ば
約
五
年
以
上
勤
務
し
た
者
で
あ
る
。
同

じ
勤
務
年
数
で
あ
っ
て
も
、
乳
母
は
茶
之
間
よ
り
合
力
銀
額
が
高
く
、
優
遇
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
総
領
家
で
あ
る
北
家
の

下
女
の
退
職
銀
額
は
他
の
本
家
に
比
べ
二
割
増
が
原
則
で
あ
る
。
実
際
茶
之
間
に
は
待
遇
差
が
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
乳
母
に
関
し
て

は
北
家
に
勤
め
た
者
の
銀
高
が
多
い
。
特
に
跡
継
ぎ
と
な
る
男
児
の
乳
母
は
優
遇
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
乳
母
の
合
力
銀
額
は
個
人
差
が

第９表 本家 (六軒)茶之間

勤務年数・退職理由

勤
務
年
数

年
）

結
婚
・
縁
談

首
尾
能
暇

暇
願

宿
元
相
続

老
年

病
気 暇 死

去
不
明

計

人
）

7

9.3

10

11

11.5

12

13

14

15

16

17

23

24

26

30

33

34

40

1注

2

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1 1

1

1

7

3

1

4

1

1

1

2

1

1

1

1

2

1

1

1

計 (人) 5 9 4 2 2 1 3 4 1 31

注) 乳母を10年務めた後、茶之間に転向した。
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大
き
い
。

合
力
銀
を
受
け
取
っ
て
い
る
の
は
、
長
期
勤
務
者
の
み
で
あ
る
。
大

多
数
の
短
期
退
職
者
に
つ
い
て
は
不
明12

）
で
あ
る
。

㈦

退
職
後
・
奉
公
の
メ
リ
ッ
ト

三
井
家
に
長
期
勤
務
し
、
円
満
に
退
職
し
た
者
は
、
茶
之
間
出
入
と

し
て
そ
の
後
も
三
井
家
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
同
苗
の
冠
婚
葬
祭
や

出
生
・
入
家
・
出
産
に
際
し
、
そ
の
都
度
連
絡
を
受
け
て
手
伝
っ
て
い

る
。
京
都
の
商
家
出
身
の
子
女
が
多
い
た
め
、
三
井
家
と
の
縁
は
実
家

や
婚
家
、
自
分
の
子
孫
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

富
裕
層
の
子
女
の
奉
公
の
目
的
が
、
行
儀
見
習
い
、
花
嫁
修
業
で
あ

る
な
ら
ば
、
メ
リ
ッ
ト
と
は
行
儀
作
法
を
習
得
し
、
よ
り
良
い
相
手
と
結
婚
す
る

こ
と
で
あ
る
。
三
井
家
に
奉
公
に
出
た
女
性
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
当
時
有
数
の
大

商
家
に
勤
め
た
と
い
う
こ
と
は
、
ス
テ
ー
タ
ス
に
も
な
り
、
縁
談
の
際
に
有
利
に

働
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
乳
母
は
授
乳
能
力
や
子
育
て
経
験
を
買
わ
れ
て

採
用
さ
れ
る
た
め
、
必
ず
し
も
富
裕
層
出
身
と
は
限
ら
ず
、
何
か
し
ら
の
事
情
を

抱
え
て
い
る
場
合
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
者
達
で
あ
っ
て
も
結
婚
退
職
者

が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
三
井
家
に
奉
公
し
て
い
た
と
い
う
事
実
が
良
縁
に
つ
な

第11表 本家 (六軒)下女

合力銀モデル

合力銀(匁) 茶之間 乳母

なし 10年未満 ５年未満

1,000 10～13年

1,500 14～17年 ５～９年

1,800 ５～９年

2,000 18～22年 10～12年

2,500 23～24年

3,500 26年

6,000 30年

7,000 34年

8,000 40年

出所)「御宅々台所勤仕手代年数」（三

井文庫所蔵史料 続6595）合力

銀願より作成。

第10表 本家 (六軒)乳母

勤務年数・退職理由

勤
務
年
数

年
）

結
婚
・
縁
談

首
尾
能
暇

暇
願

宿
元
相
続

老
年

病
気 暇 死

去
不
明

計

人
）

4.5

5

6

7

8

9

10

10.3

11

12

不明

1

1

4

1注

1

1

1

1

1

1

1

2

1

2

1

1

1 2

2

2

8

1

1

1

1

2

1

1

計(人) 8 4 5 2 2 1 22

注) 乳母を務めた後茶之間に転向し，その後縁談を理由

に退職した。
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が
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
退
職
後
に
結
婚
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
相
当
額
の
退
職
銀
で
当
面
生
活
を
し
て
い
く
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
ま
た
三
井
家
で
培
っ
た
行
儀
作
法
や
儀
式
へ
の
対
応
能
力
が
あ
り
、
再
雇
用
先
に
は
困
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

１
）

妾
を
同
苗
の
一
員
と
み
な
す
か
、
奉
公
人
と
み
な
す
か
、
定
義
は
難
し
い
が
、
本
稿
で
は
縁
切
証
文
中
の
「
妾
御
奉
公
」
と
い
う
文
言
か
ら
、

「
妾
」
は
奉
公
人
と
し
て
扱
う
。

２
）

清
水
美
知
子
『

女
中

イ
メ
ー
ジ
の
家
庭
文
化
史
』
第
一
章
第
一
節
「
奉
公
人
と
し
て
の
女
中
」
参
照
。

３
）

植
田
知
子
「
商
家
に
お
け
る
女
子
奉
公
人
と
「
奥
」
の
管
理
」（『
社
会
科
学
』
第
六
五
号

同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇
〇

年
）。

４
）

み
ね
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

北
七
六

四
・
慶
応
二
年

月
の
宗
門
人
別
以
降
名
前
が
記
載
・
一
七
歳
）
と
、
ふ
さ
（
同

北
七
六

五
・

慶
応
四
年
三
月
の
人
別
帳
以
降
名
前
が
記
載
・
一
七
歳
・
奉
公
開
始
は
慶
応
三
年
一
六
歳
）
の
二
名
で
あ
る
。

５
）

明
治
初
期
の
事
例
と
し
て
、
一
〇
代
を
中
心
に
二
〇
代
〜
四
〇
代
の
下
女
を
雇
入
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、
明
治
一
〇
年
四

月
時
点
修
学
院
別
荘
の
下
女
は
一
七
・
一

・
二
〇
・
二
四
歳
の
計
四
名
で
あ
る
。

６
）
『
三
井
事
業
史
』
資
料
篇
二
、「
一

幕
末
期
の
家
政
改
革
」
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
多
く
の
「
申
渡
書
」
の
中
に
、「
一
、
宅
々
勘
定
場

茶

之
間
召
仕
人
数
、
格
段
相
減
し
可
被
申
候
」
と
い
う
一
文
が
出
て
く
る
。

７
）
『
三
井

郎
右
衞
門
高
棟
傳
』
に
よ
る
と
、
三
井
北
家
で
は
文
久
二
年
の
年
末
か
ら
、
自
宅
を
政
事
総
裁
・
前
越
前
藩
主
松
平
慶
永
（
春
嶽
）

な
ど
に
貸
し
出
し
て
、
一
家
は
新
町
家
に
同
居
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
も
南
家
、
家
原
家
な
ど
を
転
々
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
居
候
の

状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
時
期
北
家
が
「
家
」
の
奉
公
人
を
そ
れ
ほ
ど
多
く
雇
わ
な
か
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。

８
）

祝
儀
の
額
が
多
い
ほ
ど
茶
之
間
の
順
位
が
高
く
な
る
、
と
い
う
の
が
基
本
で
あ
る
。
し
か
し
史
料
の
性
質
上
、
特
に
功
労
の
あ
っ
た
者
に
多

く
祝
儀
が
支
払
わ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
本
来
同
列
の
茶
之
間
で
あ
っ
て
も
功
労
に
よ
っ
て
額
に
差
が
生
ま
れ
、
一
見
細
か

い
序
列
が
在
る
よ
う
に
見
え
て
い
る
可
能
性
は
否
め
な
い
。
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９
）
「
奉
公
人
請
状
判
取
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

新
古
二
七
一
・
二
七
二
）
に
記
載
さ
れ
た
下
女
。

10
）
「
御
宅
々
台
所
勤
仕
手
代
年
数
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
六
五
九
五
）。

11
）

第
10
表
・
11
表
は
「
御
宅
々
台
所
勤
仕
手
代
年
数
」
記
載
の
下
女
の
事
例
が
少
な
い
の
で
、
付
表
３
合
力
銀
願
記
載
の
下
女
も
含
め
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
の
時
代
が
異
な
る
の
で
、
第
10
表
・
11
表
は
近
世
中
・
後
期
あ
わ
せ
た
下
女
を
抽
出
し
た
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、
時
代
の

推
移
と
勤
務
年
数
や
退
職
理
由
の
変
化
を
考
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

12
）

下
女
は
基
本
的
に
半
季
奉
公
な
の
で
、
短
期
退
職
者
に
合
力
銀
は
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

２

半

女

半
女
は
台
所
下
女
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
台
所
で
の
賄
い
専
門
の
奉
公
人
で
あ
る
。

「
店
」
で
は
、
手
代
な
ど
「
店
」
で
生
活
を
す
る
奉
公
人
の
賄
い
を
下
男
が
担
う
が
、「
家
」
で
こ
の
半
女
が
担
っ
て
い
た
。
男
性
・
女
性
家

事
奉
公
人
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
「
家
」
で
生
活
す
る
三
井
同
苗
の
食
事
も
、
半
女
が
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

３

妾

三
井
家
の
家
系
図
に
は
、
子
ど
も
の
名
前
の
そ
ば
に
「
別
腹
」
と
い
う
記
載
が
散
見
す
る
。
こ
の
、
別
腹
の
子
の
母
は
、
妾
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
妾
の
役
割
の
う
ち
史
料
上
判
明
す
る
の
は
、
三
井
同
苗
の
子
を
産
み
子
孫
を
絶
や
さ
な
い
こ
と
、
で
あ
る
。

㈠

「
別
腹
の
子
の
母
」
と
し
て
の
妾

別
腹
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
三
井
家
に
入
家
し
て
き
た
十
一
郎
（
高
尚
）
の
史
料１

）
を
見
て
み
よ
う
。
十
一
郎
は
文
化

年
（
一

一
一
）
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に
七
代
高
就
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
後
に

池
家
へ
養
子
に
出
さ
れ
た
者
で
あ
る
。

（
前
略
）

一
、
御
別
腹
お
な
り
義
無
障
相
肥
立
候
ニ
付
、
六
月
廿

日
夜
御
宅
へ
帰
り
申
候
様
被
仰
付
候

一
、
上
之
町
当
月
限
ニ
取
片
付
申
候
事

一
、
七
月
朔
日
窪
田
十
郎
兵
衛
へ
何
角
最
初
ゟ
町
向
差
合
候
義
有
之
、
先
月
限
取
片
付
候
ニ
付
是
迄
之
御
挨
拶
有
合
鰹
節
十
被
遣
候
事

一
、
上
之
町
ニ
出
入
親
方
分
越
後
屋
小
兵
衛
住
居
致
居
候
其
処
、
今
度
夜
明
御
別
腹
産
水
出
し
此
節
相
片
付

一
、
金
三
百
疋

き
し
へ

御
心
付

〆

一
、
銀
百
拾

匁

万
助
昼
夜
五
十
九
日
や
と
ひ
、
二
匁
ツ
ヽ

〆

一
、
金
弐
分

小
兵
衛
方
住
居
宿
料
、
五
六
月
分

〆

一
、
二
貫
文

同
人
方
暫
立
退
居
候
借
家
宿
料
、
二
ケ
月
半
分

〆

（
後
略
）

こ
こ
に
出
て
く
る
な﹅
り﹅
は
十
一
郎
の
産
み
の
親
で
あ
り
、
妾
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な﹅
り﹅
は
出
産
直
前
直
後
の
約
二
ヶ
月
を
出
入
親
方

分
（
元
男
頭
）
の
越
後
屋
小
兵
衛
の
家
で
過
ご
し
た
。
出
産
後
の
体
調
に
支
障
が
無
く
「
御
宅
へ
帰
り
申
候
様
被
仰
付
候
」
と
あ
る
が
、
こ

こ
で
言
う
「
御
家
」
が
三
井
の
「
家
」
な
の
か
小
兵
衛
宅
に
来
る
以
前
住
ん
で
い
た
な﹅
り﹅
の
家
（
妾
宅
か
）
か
は
不
明
で
あ
る２

）
。
出
産
費
用
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は
三
井
側
が
支
払
っ
て
い
る
。
な﹅
り﹅
の
身
の
回
り
の
世
話
人
と
し
て
万
助
を
雇
っ
て
お
り
、
産
婆
か
下
女
か
小
兵
衛
に
縁
の
あ
る
者
か
不
明

で
あ
る
き﹅
し﹅
へ
は
心
付
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
兵
衛
は
な﹅
り﹅
を
引
き
受
け
る
間
借
家
暮
ら
し
を
し
て
い
た
ら
し
く
、
そ
の
借
家
料
と
小

兵
衛
宅
で
の
な﹅
り﹅
の
住
居
料
を
支
払
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
「
別
腹
」
の
子
は
少
な
く
な
く
、
妾
は
一
族
の
繁
栄
・
継
承
の
一
翼
を
担
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

尤
も
、
三
井
同
苗
や
奉
公
人
に
と
っ
て
妾
の
存
在
が
必
ず
し
も
利
益
を
も
た
ら
す
と
は
限
ら
な
い
。
賀
川
隆
行
「
近
世
商
人
の
同
族
組

織
」
で
引
用
さ
れ
て
い
る
、
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）

月
の
「
乍
憚
口
上
書３

）
」
の
中
で
、「
店
」
の
重
役
が
若
年
の
同
苗
に
関
し
て
以
下

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
若
旦
那
様
方
御
身
持
御
不

の
儀
は
、
わ
け
て
書
取
り
申
す
に
及
ば
ず
存
じ
た
て
ま
つ
り
候
、
御
妾
宅
に
つ
い

て
の
遊
れ
方
、
そ
の
外
遊
所
等
の
御
遊
の
御
い
き
か
た
一
向
言
語
に
絶
え
申
し
候
…
」。
こ
れ
は
、
当
時
倹
約
の
態
度
が
み
え
な
い
中
で
賄

料
の
増
額
を
決
め
た
同
苗
、
特
に
若
年
の
同
苗
に
対
し
て
の
意
見
で
あ
る
。
こ
の
様
に
苦
言
を
呈
さ
れ
る
ほ
ど
、
同
苗
が
多
く
妾
を
囲
い
、

遊
所
に
通
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
妾
と
い
う
存
在
は
跡
継
ぎ
を
産
む
重
要
な
役
割
を
担
う
者
、
と
い
う
よ
り
は
、

浪
費
の
元
凶
の
一
つ
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

㈡

妾
の
縁
切
り

妾
奉
公
人
に
と
っ
て
退
職
と
は
、
縁
切
り
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
幕
末
の
三
井
北
家
の
台
所
役
に
宛
て
た
縁
切
証
文
と
手
切
金
受
取
証４

）
を

見
て
み
よ
う
と
思
う
。一

札

一
、
私
養
娘
て
る
と
申
者
先
年
よ
り
其
許
様
江

妾
御
奉
公
ニ
差
進
置
お
こ
と
殿
出
産
い
た
し
候
所
、
此
度
お
こ
と
殿
と
因
を

縁
）

切
右
て
る
御
暇
被
下

213

三井家の「家事奉公人」（安田）



私
方
江

引
取
候
ニ
付
、
為
手
切
料
金
五
拾
両
、
衣
類
料
金
弐
拾
五
両
御
恵
被
下
難
有
右
金
子
慥
ニ
奉
受
取
候
、
右
之
通
て
る
御
暇
之
上
手
切
料

迄
御
恵
被
下
以
上
者

以
後
其
許
様
江

一
切
立
入
等
不
仕
、
尤
お
こ
と
殿
外
方
江

御
差
遣
相
成
候
共
其
許
様
之
御
思
召
ニ
御
取
斗
可
被
成
下
候
、

其
節
彼
是
申
出
候
儀
者

決
而

仕
間
敷
、
私
儀
者

勿
論
て
る
身
分
如
何
成
行
候
共
御
無
心
抔
申
立
入
候
儀
者

而

仕
間
敷
候
、
万
一
心
得
違
仕
其

許
様
江
立
入
候

御
無
心
抔
申
出
候
ハ
ゝ
此
一
札
を
以
如
何
様
ニ
も
御
取
斗
可
被
下
候
、
為
後
日
一
札
依
而
如
件

慶
応
三
年
卯
十
月

川
端
二
条
下
ル
町

井
上
屋
忠
平
（
印
）

本
人

て
る
（
拇
印
）

北
家
台
所
名
前
役
）

浅
田
左
治
平
殿

北
家
台
所
名
前
役
）

西
田
善
助
殿

北
家
台
所
名
前
役
）

松
井
与
市
殿

京
本
店
重
役
手
代
）

中
西
宗
助
殿

京
本
店
重
役
手
代
）

赤
尾
六
郎
兵
衛
殿

添
付
証
文
）

「

覚

一
、
金
七
拾
五
両
也

右
之
通
慥
ニ
請
取
申
候
已
上

十
月
十
四
日

井
上
忠
平
（
印
）

て
る
（
拇
印
）

中
西
宗
助
様
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赤
尾
六
郎
兵
衛
様

」

て﹅
る﹅
は
、
慶
応
二
年
か
ら
三
年
一
〇
月
迄
、
最
も
長
く
て
も
一
年
十
ヶ
月
の
妾
奉
公
に
出
た
。
生
ま
れ
た
娘
こ﹅
と﹅
と
縁

５
）

を
切
り
、
ま
た
三

井
家
か
ら
手
切
金
と
し
て
総
額
金
七
五
両
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
銀
で
換
算
す
る
と
四
貫
五
〇
〇
匁
で
あ
る
。
こ
の
額
は
茶
之
間
が
お
よ
そ

二
七
、

年
勤
務
し
た
時
の
退
職
銀
高
に
相
当
す
る
。

妾
は
妾
奉
公
の
代
償
と
し
て
、
相
当
額
の
手
切
金
を
受
け
取
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
奉
公
を
や
め
る
時
、
生
ま
れ
た
子
ど
も
と
縁
を
切
り
、

奉
公
先
に
置
い
て
く
る
こ
と
、
以
後
三
井
家
と
も
縁
を
切
る
こ
と６

）
が
条
件
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

１
）
「
文
化

年
辛
未
六
月
吉
日
十
一
郎
様
御
誕
生
御
入
家
御
祝
儀
之
控
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

北
九
〇

一
）。

２
）

十
一
郎
入
家
の
史
料
に
は
、
家
内
の
祝
儀
の
欄
に
な﹅
り﹅
と
い
う
下
女
の
名
が
見
え
る
。
ま
た
、「
御
宅
々
台
所
勤
仕
手
代
年
数

勘
定
年
割

之
控
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
六
五
九
五
）
に
は
、
北
家
下
女
な﹅
り﹅
に
「
次
郎
右
衛
門
様
御
腹
ニ
有
之
御
建
当
時
カ
〆
マ
舟
ヽ

六
貫
三
百
匁
）

ノ
所
之
次

第
差
含
ヱ
〆
ヽ

七
貫
目
）

合
力
遣
ス
」
と
あ
る
。
次
郎
右
衛
門
と
は
の
ち
の
北
家
第

代
当
主
三
井
高
福
の
こ
と
で
あ
る
。

３
）

賀
川
隆
行
「
近
世
商
人
の
同
族
組
織
」『
日
本
の
社
会
史
』
第
六
巻
社
会
的
諸
集
団
（
岩
波
書
店
、
一
九

年
）
の
一
六

、
一
六
九
頁

に
翻
刻
。

４
）
「

妾
奉
公
御
暇
ニ
付
手
切
金
請
取
証
文

」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

北
七
九

一
二
）。

５
）

こ﹅
と﹅
の
父
親
は
小
野
田
（
小
川
）
家
六
代
孝
令
（
北
家
高
就
の
二
男
、
慶
応
二
年
二
月
没
）。
こ﹅
と﹅
は
父
孝
令
の
死
後
不

と
し
て
明
治
元

年
閏
四
月
に
三
井
家
か
ら
縁
を
切
ら
れ
て
い
る
（「
稿
本
三
井
家
史
料
」
小
野
田
第
六
代
小
野
田
孝
令
）。

６
）

借
用
証
文
な
ど
、
近
世
の
契
約
証
に
は
、
以
後
無
心
は
し
な
い
と
誓
っ
て
い
て
も
、
度
々
金
子
を
借
用
し
て
い
る
例
が
多
々
あ
る
。
よ
っ
て
、
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こ
の
一
文
に
関
し
て
は
定
型
文
で
あ
り
、
実
効
力
に
乏
し
い
と
見
た
方
が
良
い
。

三

三
井
家
に
と
っ
て
の
「
家
事
奉
公
人
」

こ
こ
で
は
、
家
事
奉
公
人
の
日
常
・
非
日
常
（
特
別
）
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
三
井
家
に
と
っ
て
の
家
事
奉
公
人
は
ど
の
よ

う
な
存
在
な
の
か
、
考
察
し
よ
う
と
思
う
。

１

日
常
の
役
割

㈠

手
代
・
子
者

「
家
」
の
手
代
の
日
常
の
役
割
を
う
か
が
う
事
の
で
き
る
史
料
は
少
な
い
。
そ
も
そ
も
日
常
を
記
す
こ
と
事
態
が
稀
で
あ
る
。
今
回
、
北

家
の
手
代
・
子
者
の
日
常
を
示
す
適
当
な
史
料
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
連
家
の
史
料
か
ら
日
常
の
役
割
を
あ
げ
る
。

左
は
長
井
家
手
代
井
上
利
右
衛
門
（
奉
公
人
番
号
67
）
が
大
元
方
に
宛
て
た
書
状１

）
で
あ
る
。
井
上
利
右
衛
門
は
元
々
「
店
」
の
手
代
で
あ

る
。
京
勘
定
場
に
勤
め
、
寛
政
五
年
に
支
配
格
を
退
役
し
た
者
で
あ
る
。
寛
政
十
一
年
か
ら
文
化

年
ま
で
連
家
の
長
井
家
の
台
所
名
前
役

を
勤
め
た
。

一
札

一
、
今
度
傳
蔵
様
御
宅
江
私
御
召
抱
被
遊
候
処
、
傳
蔵
様
御
幼
年
ニ
付
大
津
表
弥
太
郎
様
方
ニ
被
遊
御
座
候
間
、
壽
珉
様
斗
室
町
御
宅
ニ
被
遊
御
座
、

御
老
年
之
御
儀
ニ
御
座
候
得
者
昼
夜
共
相
詰
萬
端
実
意
を
以
大
切
ニ
相
勤
可
申
候
、
尤
私
用
ニ
而

遠
方
へ
罷
出
一
宿
仕
儀
ニ
候
ハ
ヽ
其
節
御
届
可
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申
上
候

一
、
御
一
家
様
方

御
町
用
向
無
滞
相
勤
、
式
日
其
外
御
名
代
相
勤
可
申
候

一
、
寺
社
方
御
附
届
御
祥
月
御
定
之
通
取
斗
可
申
候

一
、
御
年
回
御
法
事
之
儀
者
其
時
之
元
方
ヘ
御
伺
可
申
上
候

一
、
室
町
御
賄
料
其
外
被
仰
渡
之
通
元
方
ゟ
請
取
、
大
津
表
江
御
渡
可
申
分
無
滞
取
斗
可
申
候

一
、
御
宅
付
御
道
具
御
帳
面
之
通
御
預
リ
申
候
、
大
津
ゟ
御
入
用
申
参
リ
候
ハ
ヽ
其
時
々
帳
面
ニ
相
記
置
出
入
引
合
、
紛
失
不
仕
候
様
取
斗
可
申
候

一
、
昼
夜
共
火
之
元
入
念
、
別
而
夜
分
御
家
内
庭
廻
リ
地
境
迄
両
三
度
宛
相
廻
リ
〆
リ
旁
吟
味
可
申
事

一
、
御
台
所
向
諸
買
物
等
其
時
々
帳
面
ヘ
記
置
、
五
節
句
払
方
之
節
引
合
相
払
可
申
候

但
朝
夕
家
内
給
も
の
費
成
儀
無
之
様
気
ヲ
付
可
申
候

一
、
弥
太
郎
様
御
儀
大
津
表
江
御
引
越
御
隠
居
被
遊
候
御
仕
儀
付
、
元
方
ゟ
私
義
御
附
被
遊
候
付
、
諸
勘
定
ハ
勿
論
諸
事
潔
白
ニ
仕
、
聊
私
欲
虚
妄

仕
間
敷
候
、
仍
而
御
請
一
札
如
件

寛
政
十
二
年

申
七
月

井
上
利
右
衛
門
（
印
）

藤
田
助
右
衛
門
殿

上
嶋
七
郎
兵
衛
殿

木
村
忠
兵
衛
殿

永
緒
太
郎
右
衛
門
殿

申
渡
覚

一
、
其
元
儀
先
達
而

過
分
之
銀
高
致
他
借
取
斗
方
如
何
之
品
等
有
之
ニ
付
、
一
昨
年
隠
居
申
付
室
町
家
屋
敷
共
悴
勇
三
郎
江

相
譲
リ
妻
子
と
も
大
津

三井家の「家事奉公人」（安田）
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江

引
移
リ
相
慎
候
様
申
渡
シ
、
勇
三
郎
義
傳
蔵
と
相
改
候
ニ
付
、
其
砌
ゟ
室
町
ニ
可
差
置
儀
ニ
候
得
共
、
幼
年
之
儀
ニ
候
ヘ
者

十
才
ニ
相
成
候
迄

大
津
ニ
而

養
育
被
致
、
壽
珉
殿
室
町
ヘ
引
移
被
申
候
様
取
斗
申
付
置
候
処
、
傳
蔵
事
不
斗
去
春
致
死
去
候
付
名
跡
之
儀
早
速
取
扱
可
申
筈
ニ
候
処
、

伝
蔵
死
去
後
無
程
お
秀
義
不
快
ニ
付
為
養
生
お
益
共
暫
出
京
致
度
相
願
、
彼
是
以
名
跡
之
儀
是
迄
延
引
ニ
相
成
在
之
候
故
、
此
度
相
談
之
上
則
右

衛
門
次
男
貞
蔵
ヘ
傳
蔵
名
前
相
預
ケ
、
則
室
町
名
前
傳
蔵
ニ
切
替
候
筈
ニ
候
間
其
旨
相
心
得
可
被
申
候

（
中
略
）

右
之
通
改
申
渡
候
条
心
得
違
無
之
様
相
慎
可
被
申
候
、
尤
貞
蔵
義
傳
蔵
と
改
名
為
致
候
得
共
、
勢
州
ニ
差
置
候
事
ニ
候
得
者

追
而

室
町
名
跡
相
続

相
定
候
迄
者
諸
事
元
方
よ
り
差
図
可
申
付
候
間
、
其
旨
相
心
得
可
在
之
候
、
以
上

享
和
二
歳戌

六
月

次
郎
右
衛
門

在
江

三
郎
助
（
印
）

郎
右
衛
門
（
印
）

弥
太
郎
殿

右
被
仰
渡
候
趣
承
知
仕
、
依
之
御
請
印
形
仕
候
以
上

弥
太
郎
（
印
）

長
井
家
の
弥
太
郎
（
高
義
）
は
借
財
が
嵩
み
、
そ
れ
を
理
由
に
隠
居
を
命
じ
ら
れ
、
京
を
離
れ
大
津
に
移
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
家
督

と
傳
蔵
名
前
を
息
子
勇
三
郎
に
譲
る
が
、
勇
三
郎
が
幼
年
の
た
め
一
〇
歳
に
な
る
ま
で
大
津
で
育
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
傳
蔵
（
勇

三
郎
）
は
享
和
元
年
三
月
四
日
、
三
歳
に
て
死
去
し
て
し
ま
う
。

長
井
家
の
台
所
名
前
役
は
、
こ
の
弥
太
郎
の
隠
居
に
伴
い
大
津２

）
に
移
住
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
元
々
連
家
に
手
代
は
少
な
く
、
京
都
室
町
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の
長
井
家
の
家
屋
敷
の
管
理
者
が
急
遽
必
要
に
な
り
、
井
上
利
右
衛
門
が
採
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
井
上
は
元
々
「
家
」
の
業
務
に
携
わ
っ

た
経
験
が
な
い
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
大
元
方
か
ら
「
家
」
の
日
常
の
役
割
に
関
し
て
指
示
を
受
け
た
。
右
の
書
状
「
一
札
」
は
そ
の
指
示
に

対
す
る
井
上
の
返
書
・
誓
書
の
様
な
物
で
あ
る
。

こ
の
「
一
札
」
か
ら
読
み
取
れ
る
、
台
所
名
前
役
の
日
常
の
役
割
と
は
、
①
家
屋
敷
の
管
理
、
火
の
用
心
、
②
町
と
の
付
き
合
い
、
③
寺

社
と
の
付
き
合
い
、
④
「
家
」
の
家
計
（
賄
料
）
の
管
理
、
買
物
、
⑤
「
家
」
の
道
具
（
含
財
産
）
の
管
理
（
後
述
）、
で
あ
る
。

他
に
、
他
の
奉
公
人
の
退
職
銀
願
を
作
成
し
た
り３

）
、
半
季
奉
公
人
（
下
男
・
下
女
）
の
採
用
・
監
督４

）
や
、
主
人
（
三
井
同
苗
）
の
名
代
を

勤
め
て
い
る
。

前
述
の
よ
う
に
、「
家
」
と
「
店
」
の
子
者
・
子
供
に
は
出
自
な
ど
で
素
質
の
違
い
が
無
か
っ
た
と
考
え
る
。
よ
っ
て
役
割
と
は
言
い
難

い
が
、「
家
」
の
子
者
は
「
店
」
の
様
に
、
読
み
書
き
計
算
の
訓
練
が
日
常
の
一
部
と
言
え
よ
う
。

翻
刻
の
史
料
「
一
札
」
に
書
か
れ
た
日
常
の
役
割
は
、
主
人
（
同
苗
・
当
主
）
不
在
時
の
異
例
な
役
割
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

し
か
し
、
基
本
的
に
各
「
家
」
の
当
主
は
「
店
」
の
経
営
幹
部
で
も
あ
り
、「
家
」
に
常
時
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
前
述

の
「
一
札
」
の
内
容
は
ど
の
「
家
」
に
も
相
通
じ
る
台
所
名
前
役
の
日
常
の
役
割
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
限
ら
れ
た
史
料
か
ら
「
家
」
の
手
代
の
役
割
を
見
て
き
た
。
同
苗
を
含
め
「
家
」
運
営
の
た
め
の
金
銭
を
管
理
し
、
衣
食
住
の
う

ち
主
に
「
住
」
を
担
う
の
が
「
家
」
の
手
代
で
あ
る
。
ま
た
、
三
井
同
苗
の
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
見
よ
う
と
す
る
と
、
そ
こ
に
も
「
家
」

の
手
代
が
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
町
内
や
寺
社
、
奉
公
人
の
請
人
な
ど
と
実
際
に
関
わ
る
の
は
三
井
同
苗
で
は
な
く
、
そ
の

名
代
で
あ
る
台
所
名
前
役
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
町
人
と
し
て
の
三
井
同
苗
」
に
ま
で
台
所
名
前
役
が
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
つ
ま
り
彼
ら
が
三
井
家
の
「
家
」
の
顔
の
一
部
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
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㈡

下
男

下
男
の
日
常
の
役
割
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。「
店
」
の
下
男
の
場
合
は
台
所
で
の
賄
い
や
商
品
の
荷
ほ
ど
き
な
ど
、
肉
体
労
働

で
あ
る５

）
。「
家
」
の
下
男
は
、
平
均
年
齢
が
「
店
」
よ
り
高
く
、
高
齢
の
者
も
い
る
点
や
、「
家
」
に
は
賄
い
専
門
の
半
女
（
後
述
）
が
い
る

点
か
ら
推
察
す
る
に
、
家
屋
敷
の
管
理
な
ど
手
代
の
補
佐
を
し
た
り
、
小
間
使
い
の
よ
う
な
役
割
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

㈢

茶
之
間
・
半
女

近
世
の
三
井
家
に
奉
公
し
た
女
性
は
、
渡
世
の
為
に
奉
公
し
た
者
も
い
る
だ
ろ
う
が
、
大
半
の
裕
福
な
階
層
で
は
礼
儀
作
法
や
家
事
の
見

習
い
を
目
的
と
し
て
い
た６

）
。
な
ら
ば
当
然
、
茶
之
間
の
日
常
の
役
割
は
、
さ
ほ
ど
肉
体
労
働
を
伴
わ
な
い
「
家
事
」・
同
苗
の
生
活
の
サ
ポ

ー
ト
で
あ
る
。
ま
た
、
半
女
は
台
所
で
の
賄
い
（
料
理
）
を
担
っ
て
い
る
。

近
世
の
三
井
家
に
奉
公
し
た
女
性
の
、
日
常
生
活
を
記
し
た
適
当
な
史
料
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
参
考
と
し
て
『
三
井

郎
右
衞

門
高
棟
傳
』
の
中
か
ら
、「
補

高
棟
の
趣
味
と
思
い
出
」
第
二
節
第
七
項
「
今
井
町
邸
に
つ
い
て
」
に
記
さ
れ
た
女
性
奉
公
人
を
取
り
上

げ
た
い
。
三
井
北
家
十
代
当
主
の
高
棟
の
娘
禮
子
が
、
明
治
中
後
期
の
自
身
の
生
活
を
振
り
返
っ
て
記
し
た
回
想
録
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

明
治
中
後
期
で
は
使
用
人
（
奉
公
人
・
女
中
）
の
女
性
の
こ
と
を
「
お
次
」
と
呼
び
、
男
性
の
使
用
人
を
「
表
の
人
」
と
呼
ん
で
い
る
。

女
中
の
筆
頭
は
女
中
頭
で
あ
る
。
女
中
頭
に
は
一
人
部
屋
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
他
の
者
は
共
同
部
屋
で
あ
っ
た
。

昼
間
、
お
次
達
は
「
お
茶
の
間７

）
」
で
着
物
の
仕
立
て
を
し
て
お
り
、
夜
は
自
分
の
着
物
を
縫
っ
て
い
た
。
同
苗
が
何
か
用
事
の
あ
る
時
は

ベ
ル
を
鳴
ら
し
、「
若
手
（
白
歯
）」
が
用
事
を
伺
い
に
行
っ
た
。
ま
た
、
同
苗
が
食
堂
で
食
事
を
す
る
時
、
行
儀
見
習
い
の
若
手
（
白
歯
）

が
給
仕
を
し
て
い
た
。
お
次
の
食
堂
は
別
に
あ
り
、
台
所
に
は
半
女
が
働
い
て
い
た
。
半
女
は
禮
子
の
両
親
（
同
苗
）
に
目
通
り
の
で
き
な

い
身
分
で
あ
っ
た
。
同
苗
各
人
に
お
付
き
の
女
中
が
い
た
。
子
供
達
は
一
人
一
部
屋
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
夜
は
娘
達
の
そ
れ
ぞ
れ
の
お
付
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き
が
側
で
寝
て
い
た
。
娘
が
幼
い
頃
は
乳
母
が
お
付
き
の
女
中
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

女
中
の
日
常
の
役
割
と
は
、
着
物
の
仕
立
て
・
縫
物
と
同
苗
の
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。
近
世
の
下
女
も
似
た
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
衣
食
住
の
う
ち
「
衣
」
を
主
に
担
う
の
が
茶
之
間
、「
食
」
を
主
に
担
う
の
が
半
女
で
あ
る
。

㈣

乳
母

そ
の
名
の
と
お
り
、
乳
母
は
同
苗
の
子
女
の
養
育
が
日
常
の
役
割
で
あ
る
。
乳
母
と
し
て
採
用
さ
れ
、
授
乳
期
間
が
終
わ
っ
た
後
も
茶
之

間
と
し
て
奉
公
を
続
け
る
者
も
い
る
。

１
）
「
井
上
利
右
衛
門
室
町
御
宅
へ
出
勤
之
一
札
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
二
六
二
二

二
）。

２
）

松
本
常
七
（
奉
公
人
番
号
65
）・
西
村
定
七
（
奉
公
人
番
号
66
）
は
共
に
寛
政
一
二
年

月
よ
り
伏
見
へ
移
動
し
て
い
る
。
文
書
中
弥
太
郎

は
大
津
で
隠
居
な
の
で
場
所
に
記
載
が
違
う
も
の
の
、
松
本
・
西
村
両
名
は
少
な
く
と
も
京
を
離
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

３
）

付
表
３
に
載
る
、
合
力
銀
願
の
差
出
元
は
、
各
「
家
」
の
当
主
（
同
苗
）
で
あ
る
。
し
か
し
同
苗
が
不
在
等
の
場
合
、
台
所
名
前
役
の
名
前

で
出
さ
れ
て
い
る
。

４
）

半
季
奉
公
人
の
請
状
の
宛
名
と
し
て
、
三
井
同
苗
の
名
を
書
い
た
横
に
、
名
代
と
し
て
台
所
名
前
役
筆
頭
・
次
座
の
名
が
書
か
れ
る
。
実
質

的
に
半
季
奉
公
人
の
採
用
は
台
所
名
前
役
が
行
っ
て
い
た
と
み
て
差
し
支
え
無
い
と
思
わ
れ
る
。

５
）

西
坂
「
大
店
の
奉
公
人
の
世
界
」
一
四
二
頁
。
ま
た
、
藤
田
「
京
都
商
人
大
黒
屋
杉
浦
家
の
奉
公
人
制
度
」
の
中
で
、
杉
浦
大
黒
屋
の
下
男

の
役
割
に
関
し
て
、
荷
物
の
整
理
、
蔵
仕
事
、
な
ど
と
述
べ
て
い
る
。

６
）

清
水
美
知
子
『

女
中

イ
メ
ー
ジ
の
家
庭
文
化
史
』
第
一
章
第
一
節
「
奉
公
人
と
し
て
の
女
中
」
参
照
。

７
）

こ
の
「
お
茶
の
間
」
と
は
お
次
の
仕
事
部
屋
と
言
え
よ
う
。
同
苗
の
居
間
は
別
の
場
所
に
あ
る
。
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２

非
日
常
の
役
割

家
事
奉
公
人
に
は
日
常
の
役
割
以
外
に
、
重
要
な
特
別
の
役
割
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
奉
行
所
に
お
け
る
吟
味
や
同
苗
の
冠
婚
葬
祭
な
ど
の

有
事
へ
の
対
応
で
あ
る
。
主
に
扱
う
史
料
は
北
家
同
苗
の
出
生
と
婚
姻
、
葬
儀
に
つ
い
て
の
記
録
で
あ
る
。

㈠

「
家
」
の
奉
公
人
に
関
す
る
裁
許

文
化

年
「
油
小
路
定
五
郎
一
件１

）
」
に
よ
る
と
、
一
一
月
一
一
日
、
柘
植
定
五
郎
（
北
家
手
代
）
は
私
用
で
外
出
し
、
帰
宅
途
中
四
人
組

の
盗
人
に
襲
わ
れ
て
羽
織
・
帯
・
紙
入
・
煙
管
と
所
持
金
を
盗
ま
れ
、
疵
ま
で
負
っ
て
し
ま
っ
た
。
盗
ま
れ
た
紙
入
の
中
に
三
井

郎
右
衛

門
（
北
家
六
代
高
祐
）
の
名
代
手
札
が
含
ま
れ
て
お
り
、
無
沙
汰
に
す
る
わ
け
に
も
い
か
ず２

）
、
脇
野
専
右
衛
門
（
北
家
台
所
名
前
役
筆
頭
）

が

郎
右
衛
門
に
こ
の
件
を
報
告
し
て
い
る
。
盗
人
が
捕
ま
っ
た
事
を
聞
い
た

郎
右
衛
門
は
西
町
奉
行
所
同
心
の
渡
辺
庄
左
衛
門
宅
を
訪

れ
、
盗
人
に
余
罪
が
無
い
な
ら
ば
こ
の
件
を
裁
許
か
ら
除
く
よ
う
に
願
出
て
い
る
。
裁
許
に
関
し
て
は
、
な
る
べ
く
内
済
で
済
ま
し
、
た
と

え
被
害
者
で
あ
っ
て
も
三
井
の
名
が
裁
許
の
場
に
出
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
後
柘
植
は
出
入
手
代
の
越
後
屋
小
兵
衛
宅
で
療
養
し
て
い
た
。
裁
許
の
際
は
町
方
か
ら
付
添
人
を
付
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

柘
植
に
は

郎
右
衛
門
の
名
代
の
仁
兵
衛
（
富
田
、
お
そ
ら
く
「
家
」
の
手
代
）
が
付
添
う
こ
と
が
許
さ
れ
る３

）
。
三
井
家
が
町
方
に
迷
惑
が

か
か
ら
な
い
よ
う
に
手
を
打
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
西
町
奉
行
所
か
ら
一
一
月
二

日
夜
に
呼
び
出
し
状
が
届
く
。
一
一
月
二
九
日
、
裁
許

の
場
で
柘
植
の
盗
ま
れ
た
品
物
の
確
認
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
後
、

郎
右
衛
門
と
仁
兵
衛
が
渡
辺
の
元
へ
挨
拶
に
行
っ
て
い
る
。

そ
の
後
数
度
奉
行
所
か
ら
呼
び
出
し
が
あ
り
、
裁
許
が
終
了
し
た
後
、
一
二
月
二
九
日
仁
兵
衛
は
裁
許
に
関
わ
っ
た
役
人
達
へ
金
子
を
持

参
し
て
い
る
（
渡
辺
へ
は
金
二
千
疋
）。
尚
、
一
二
月
一
六
日
付
三
井

郎
右
衛
門
の
名
前
で
、
盗
人
四
名
の
助
命
願
書
を
提
出
し
て
い
る
。
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ま
た
、
天
保
六
年
「
南
御
宅
彦
蔵
一
件４

）
」
で
は
、
南
家
の
手
代
彦
蔵
が
「
家
」
の
金
を
盗
ん
で
い
る
。
彦
蔵
は
南
家
台
所
名
前
役
筆
頭
の

竹
岡
小
兵
衛
宅
へ
自
首
し
に
行
き
、
そ
の
後
竹
岡
が
彦
蔵
の
弁
護
人
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

文
化
十
四
年
「
新
町
御
宅
ニ
相
勤
御
暇
出
候

岩
井
他
三
郎
一
件５

）
」
で
は
、
新
町
家
の
手
代
で
あ
っ
た
岩
井
他
三
郎
が
新
町
家
の
土
蔵
に

収
め
ら
れ
て
い
た
書
画
や
茶
碗
を
盗
み
出
し
て
質
に
入
れ
た
り
、
稼
業
（
道
具
類
商
売
）
で
売
り
に
出
し
て
し
ま
っ
た
。
岩
井
の
扱
っ
て
い

る
品
物
は
怪
し
い
と
気
づ
い
た
者
に
よ
っ
て
事
件
が
発
覚
し
た
。
こ
の
件
に
関
し
て
も
、
西
同
心
目
付
の
渡
辺
庄
左
衛
門
宅
に
勝
助
（
お
そ

ら
く
「
家
」
の
手
代
）
が
参
り
、
内
分
（
内
済
）
で
済
ま
せ
る
よ
う
に
願
出
て
い
る
。
し
か
し
奥
（「
家
」
か
）
で
話
合
っ
た
結
果
、「
御

宅
々
近
年
も
右
之
筋
有
之
内
分
ニ
而

御
済
セ
被
遊
候
所
、
其
儀
を
他
三
郎
存
知
居
今
度
之
次
第
故
、
今
度
内
分
ニ
而

御
済
セ
被
遊
候
時
者

今

後
又
々
右
之
筋
出
来
可
申
候
…
」
と
い
う
理
由
で
「
表
向
ニ
而

御
吟
味
御
頼
被
遊
候
…
」
と
な
っ
た
。
し
か
も
「
家
」
の
紛
失
物
を
調
べ
た

結
果
、
岩
井
の
関
与
し
て
い
な
い
品
物
の
紛
失
ま
で
発
覚
し
て
い
る
。

こ
の
一
件
で
も
助
命
願
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
時
期
が
一
一
・
一
二
月
で
あ
り
、（
牢
の
）
寒
さ
を
気
に
し
て
年
内
に
落
着
で
き

る
よ
う
に
と
頼
ん
で
い
る
。
岩
井
は
い
た
っ
て
ま
じ
め
に
奉
公
し
て
い
た
者
で
あ
り
、
金
に
困
っ
て
い
た
が
故
の
出
来
心
で
あ
ろ
う
、
と
い

う
の
が
主
人
の
見
解
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
裁
許
な
ど
日
常
と
は
言
え
な
い
特
別
の
役
割
に
関
し
て
、「
家
」
の
台
所
名
前
役
が
中
心
に
動
い
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
体
面
・
信
用
が
商
家
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
た
め
、
三
井
の
名
が
表
に
出
る
こ
と
を
極
力
避
け
よ
う
と
努
め
、
裁
許
後
は
役
人
へ

の
礼
を
欠
か
さ
ず
、
犯
人
の
助
命
に
も
働
き
か
け
て
い
る
。

㈡

出
生
・
出
産
・
入
家

同
苗
に
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
時
、
家
事
奉
公
人
の
中
で
も
女
性
奉
公
人
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
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ま
ず
は
享
和
二
年
（
一

〇
二
）
に
北
家
六
代
高
祐
の
次
女
と
し
て
生
ま
れ
た
つ﹅
う﹅
（
津
鵜
・
津
宇
）
の
出
生
の
史
料６

）
を
見
て
み
よ
う
。

大
き
く
分
け
て
、
つ﹅
う﹅
の
入
家
と
お
宮
参
り
に
つ
い
て
、
同
苗
へ
の
報
告
及
び
関
係
者
か
ら
の
祝
儀
リ
ス
ト
と
、
世
話
を
か
け
た
奉
公
人
た

ち
へ
の
祝
儀
リ
ス
ト
か
ら
成
る
（
関
係
者
か
ら
の
祝
儀
リ
ス
ト
は
省
略
）。

九
月
廿

日

一
、
御
津
宇
様
御
入
家
御
弘
御
祝
儀
之
事

一
、
御
上
御
祝
被
遊
候
事

家
内

焼
物
ニ
而
祝
候
事

但
御
出
入
方
之
分
者
御
時
節
柄
之
儀
ニ
御
座
候
得
ハ
御
招
被
遊
候
事
御
止
メ
、
尤
上
物
も
無
用
ニ
致
、
御
祝
儀
御
目
録
御
肴
代
被
下
候
事

一
、
祇
園
社
御
代
参
之
事

御
初
穂
銀
弐
匁

一
、
九
月
廿

日
御
入
家
御
弘
メ
御
同
苗
様
方

店
々
元
方
ゟ
廻
文
出
候
事

廻
文
之
写

郎
右
衛
門
様
御
息
女
御
津
宇
様
御
儀
、
来
ル
廿

日
就
吉
辰
御
本
宅
ヘ
御
入
家
被
遊
候
御
積
リ
ニ
御
座
候

一
、
就
右
御
同
苗
様
奥
様
方
ゟ
御
祝
物
之
儀
者
前
々
年
御
改
被
遊
候
通
リ
御
座
候
、
御
歓
之
儀
者
来
十
月
朔
日
被
遊
御
請
度
御
旨
ニ
御
座
候

但
奥
様
方
御
歓
ニ
御
出
被
遊
候
儀
ニ
及
不
申
候
、
御
祝
使
被
進
候
ハ
ヽ
右
同
様
と
御
心
得
被
遊
候

一
、
店
々

当
役
人
隠
居
家
督
之
銘
々
よ
り
御
祝
物
之
儀
者
無
用
、
御
歓
之
儀
者
来
ル
十
月
朔
日
参
上
御
祝
詞
可
被
申
上
候

右
之
通
御
申
上
可
被
成
候
以
上

九
月
廿
六
日

元
方
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御
宅
々

本
店

両
替
店

連
店
へ
も
御
申
達
シ
可
被
成
候

御
祝
儀
被
下
物

御
肴
代

御
出
入
手
代

一
、
金
三
百
疋

柴
垣
権
兵
衛

上
ケ
物
な
し

竹
内
仁
兵
衛
（
以
下
一
二
名
省
略
）

〆
茶
之
間
出
入

一
、
御
肴
代
銀
五
両

伏
木
と
し
（
以
下
五
名
省
略
）

上
ケ
物
な
し

〆

一
、
御
祝
儀
金
弐
百
疋
宛

山
口
幸
兵
衛

台
所
名
前
役
）

上
ケ
物
鰹
節
一
連

脇
野
専
右
衛
門

同
）

〆

奥
山
丈
右
衛
門

同
）

〆

一
、
同

金
百
疋
宛

田
中
藤
七

平
手
代
）

上
ケ
物
な
し

西
田
善
七

同
）

〆

柘
植
定
五
郎

同
）

〆

一
、
同

銀
三
両
宛

西
村
嘉
兵
衛

同
）

上
ケ
物
な
し

音
井
七
兵
衛

同
）

〆

〆

225

三井家の「家事奉公人」（安田）



子
供

一
、
同

銀
壱
両
宛

熊
次
郎

与
吉

津
吉

〆

一
、
同

金
百
疋
宛

り
く
茶
之
間
頭
）

上
ケ
物
な
し

み
や
七
代
高
就
の
乳
母
、
当
時
茶
之
間
）

〆

一
、
同

銀
三
両

や
そ

〆

幼
様
御
入
之
節
御
迎
ニ
参
リ
候
ニ
付
別
ニ
銀
壱
両

一
、
同

銀
弐
両
宛

し
ん

な
り

は
く

〆

一
、
同

南
鐐
一
片
宛

り
か

い
わ

〆

一
、
同

銀
壱
両

み
よ

〆

一
、
同

銀
三
匁

く
め

〆

一
、
同

南
鐐
壱
片

部
屋
男

新
兵
衛

〆

一
、
同

銀
壱
両

定
助

〆
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一
、
同

銀
三
匁
宛

十
助
（
以
下
五
名
省
略
）

出
入
親
方

一
、
同

銀
三
匁
宛

与
兵
衛
（
以
下
三
名
省
略
）

〆

酒
料

同
男
分

一
、
同

鳥
目
三
貫
文

藤
兵
衛
（
以
下
十
一
名
省
略
）

〆

一
、
鳥
目
弐
百
文
宛

番
人
両
人
江

〆

〆

御
紋
附

一
、
黒
加
賀
御
小
袖

寺
井
庄
右
衛
門

金
弐
千
疋

幼
様
御
出
生
迄
引
請
万
端
御
世
話
致
候
ニ
付
、
御
挨
拶
旁
御
祝
儀

一
、

丈
嶋
壱
反

同

妻

小
紋

一
、
両
面
は
お
り

同

五
兵
衛

一
、
金
百
疋

同

喜
三
郎

一
、
銀
弐
両

下
女

〆（
中
略
、
出
産
に
関
わ
っ
た
医
師
、
町
内
等
へ
の
祝
儀
）

十
月
十
日

天
社
日

一
、
御
津
宇
様
御
儀
今
日
就
吉
辰
御
宮
参
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但
万
端
御
手
軽
ク
被
遊
候
ニ
付
姉
小
路
高
松
明
神
社
江
御
参
詣
被
遊
候
事

台
所
名
前
役
）

御
供

脇
野
専
右
衛
門

七
代
高
就
の
乳
母
、
当
時
茶
之
間
）

み
や

（
後
略
）

つ﹅
う﹅
は
本
妻
の
子
で
は
な
く
別
腹
（
妾
の
子
）
で
あ
る
た
め
、
生
ま
れ
て
か
ら
幾
日
が
経
っ
て
い
る
か
は
不
明
だ
が
、
九
月
二
十

日
に

三
井
の
「
家
」
に
入
家
し
た
。
翻
刻
の
史
料
で
は
下
女
の
ひ﹅
さ﹅
が
「
幼
様
御
入
之
節
御
迎
ニ
参
リ
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
妾
は
「
家
」
以

外
の
場
所
で
出
産
し
て
い
る
。
妾
の
名
や
そ
の
後
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
寺
井
庄
右
衛
門
一
家
が
妾
の
出
産
の
世
話
を
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
寺
井
宅
で
つ﹅
う﹅
が
生
ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
一
つ
書
き
二
つ
目
を
見
る
と
、
祝
儀
は
内
々
で
済
ま
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
元

方
か
ら
の
廻
文
に
よ
る
と
、
一
〇
月
一
日
に
関
係
各
位
の
御
歓
（
お
祝
い
）
を
受
け
た
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
「
但
奥
様
方
御
歓
ニ
御
出

被
遊
候
儀
ニ
及
不
申
候
」
と
同
苗
の
女
性
の
訪
問
を
断
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
別
腹
で
あ
る
と
い
う
事
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

つ﹅
う﹅
の
お
宮
参
り
の
際
、
台
所
名
前
役
の
脇
野
と
下
女
み﹅
や﹅
が
付
き
添
っ
て
い
る
。
み﹅
や﹅
は
七
代
高
就
の
乳
母
と
し
て
天
明
七
年
か
ら
雇

わ
れ
、
当
時
は
茶
之
間
へ
転
向
し
て
お
り
、
こ
の
翌
年
享
和
三
年
願
に
よ
り
首
尾
能
暇
と
な
っ
て
い
る
。
暇
後
は
出
入
下
女
と
し
て
度
々
史

料
に
登
場
し
て
い
る
。

次
に
、
文
化
二
年
（
一

〇
五
）
に
北
家
七
代
高
就
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
た
涌
の
出
生
の
史
料７

）
を
見
て
み
よ
う
。

一
、
文
化
二
乙
丑
年
四
月
四
日
昼
過
ゟ
御
産
前
御
催
有
之
、
早
速
加
川
御
氏
へ
使
ヲ
以
申
遣
候
処
、

ツ
時
頃
御
出
御
様
子
御
覧
之
上
弥
御
産
ニ
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相
定
、
と
り
わ
け
田
中
安
芸８

）
呼
遣
し
候
、
高
階
主
斗
老
様

ツ
半
時
御
見
舞
、
無
程
安
芸
見
得
申
候
事

一
、
四
日
七
ツ
時
御
安
産
御
女
子
様
御
出
生
、
御
二
方
様
共
御
機
嫌
能
被
遊
御
座
候
事

一
、
艮
斎
新
町
様
へ
為
御
知
申
上
候
事

一
、
御
宅
々
へ
廻
文
左
之
通

廻
文

御
列
様
御
儀
今
日
七
ツ
時
御
安
産
御
女
子
御
出
生
有
之
候
、
此
段
御
心
得
迄
早
々
得
御
意
候
様
被
仰
付
如
斯
御
座
候
、
以
上

四
月
四
日

油
小
路

幸
兵
衛

専
右
衛
門

丈
右
衛
門

六
角

新
町

竹
屋
町

南

出
水

小
川

家
原

室
町

樵
木
町

右
御
台
所
中

本
店

両
替
店

連
店
へ
も
御
申
達
可
被
下
候

元
方

一
、
御
出
入
方
へ
為
知
廻
文
左
之
通

廻
文

229

三井家の「家事奉公人」（安田）



御
列
様
御
儀
昨
四
日
七
ツ
時
御
安
産
、
御
女
子
様
御
出
生
ニ
被
遊
候
、
右
為
御
知
如
斯
御
座
候
以
上

四
月
五
日

台
所
三
人

安
藤
忠
兵
衛
様

出
入
手
代
）

細
田
平
兵
衛
様

同
上
）

（
以
下

名
省
略
）

〆
尚
々
御
歓
之
義
者
御
七
夜
迄
之
内
御
勝
手
御
出
可
被
成
候
、
以
上

口
上

若
奥
様
御
儀
昨
四
日
七
ツ
時
御
安
産
、
御
女
子
様
御
出
生
被
遊
候
此
段
御
し
ら
せ
申
入
候
以
上

四
月
五
日

り
く
茶
之
間
頭
）

お
み
や
殿

お
と
し
殿

お
み
か
殿

お
そ
の
殿

お
の
ふ
殿

〆
尚
々
御
歓
之
儀
者
御
七
夜
迄
之
内
ニ
御
勝
手
ニ
御
出
被
成
候

一
、
元
方
ゟ
之
廻
文
之
写
左
之
通

廻
文

御
列
様
御
儀
御
安
産
御
座
候
所
御
女
子
様
御
出
生
、
御
両
方
様
共
益
御
機
嫌
克
御
肥
立
被
遊
候
、
来
ル
十
日
御
七
夜
御
祝
儀
御
内
祝
御
整
被
遊

候
御
積
り
御
座
候

一
、
御
同
苗
様
方
奥
様
方
ゟ
御
祝
物
之
儀
者

前
々
未
ノ
年
御
改
被
遊
候
通
ニ
御
座
候
、
御
歓
之
儀
者

来
ル
十
日
十
一
日
両
日
之
内
御
勝
手
次
第
ニ

御
請
被
遊
度
御
旨
ニ
御
座
候

一
、
店
々

当
役
隠
居
家
督
之
銘
々
ゟ
御
祝
物
者
無
用
、
御
歓
之
儀
者
来
ル
十
日
十
一
日
両
日
之
内
ニ
参
上
御
祝
詞
可
被
申
上
候
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右
之
通
御
申
上
可
被
成
候
、
以
上

四
月
七
日

元
方

六
角

新
町

竹
屋
町

南

出
水

小
川

家
原

室
町

樵
木
町

右
御
台
所
中

本
店

両
替
店

連
店
へ
も
御
達
し
可
被
成
候

（
中
略
、
元
方
か
ら
各
家
へ
「
涌わく
」
と
い
う
名
前
を
披
露
）

（
五
月
一
一
日
宮
参
り
、
後
に
列
の
実
家
新
町
家
へ
寄
る
、
以
下
そ
の
際
の
心
付
）

御
夜
伽
申
上
候
御
心
付

一
、
金
五
百
疋

若
奥
様
御
乳
母

そ
の
列
の
元
乳
母
）

〆

廿
五
日
分

一
、
同
弐
百
疋

若
旦
那
様
御
乳
母

み
や
高
就
の
元
乳
母
）

是
者

御
産
前
ゟ
御
雇
ニ
テ
上
り
居
申
候
御
心
付
者

追
而

被
下
候
、
此
度
者

御
七
夜
御
宮
参
り
之
御
祝
儀
斗
被
下

候
事

〆
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一
、
同
百
疋

の
ふ

五
日
分

〆

一
、
同
百
疋

新
町
茶
之
間

ま
さ

四
日
分

〆

一
、
同
百
疋

り
さ

四
日
分

〆

以
上

家
内
銘
々
へ
祝
儀

一
、
金
三
百
疋
ツ
ヽ

山
口
幸
兵
衛

台
所
名
前
役
）

脇
野
専
右
衛
門

台
所
名
前
役
）

奥
山
丈
右
衛
門

台
所
名
前
役
）

〆

一
、
金
弐
百
疋
ツ
ヽ

西
田
善
七

平
手
代
）

柘
植
定
五
郎

平
手
代
）

西
村
嘉
兵
衛

平
手
代
）

乙
井
七
兵
衛

平
手
代
）

〆

一
、
銀
壱
両
ツ
ヽ

子
供

熊
次
郎
（
以
下
三
名
省
略
）

〆

一
、
金
五
百
疋

茶
之
間

別
段
金
百
疋

り
く

〆
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一
、
同
三
百
疋

十

一
、
金
百
疋
ツ
ヽ

な
り

そ
い

せ
よ

〆

一
、
同
弐
百
疋
ツ
ヽ

若
奥
様
付

ゑ
ん

ゆ
き

〆

一
、
南
鐐
三
片

い
わ

別
段
南
鐐
壱
片

〆

一
、
同
三
片

か
ね

〆

一
、
銀
壱
両

き
さ是

者
御
産
後
ニ
出
勤
致
し
ゆ
へ

〆

一
、
同
壱
両

半
女

く
め

別
段
南
鐐
壱
片

御
産
ニ
付
て
事
多
有
之
如
此

〆

一
、
南
鐐
壱
片

部
屋

久
助
男
頭
）

〆

一
、
銀
壱
両
ツ
ヽ

嘉
助
（
以
下
四
名
省
略
）

〆

一
、
同
弐
匁

権
助

〆
御
産
後
ニ
出
勤
致
候

以
上
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一
、
同
壱
両

出
入
小
兵
衛
妻

き
し

是
者
御
乳
母
之
儀
ニ
付
彼
是
心
配
致
候
、
仍
而
如
此
被
下
候
、
尤
御
雇
入
外
御
心
付
也

〆（
後
略
）

こ
こ
で
は
「
入
家
」
と
い
う
単
語
は
出
て
こ
な
い
。
列
が
本
妻
で
あ
り
、
涌
が
「
家
」
で
生
ま
れ
た
た
め
で
あ
る
。
先
ほ
ど
の
つ﹅
う﹅
の
出

生
の
時
は
同
苗
の
女
性
の
訪
問
を
断
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
文
言
は
見
あ
た
ら
な
い
。
涌
が
本
妻
の
子
で
あ
る
が
故
と
考
え

ら
れ
る
。

つ﹅
う﹅
の
時
に
比
べ
て
奉
公
人
へ
の
祝
儀
は
増
え
て
い
る９

）
。
女
性
奉
公
人
の
祝
儀
額
は
格
段
に
増
え
て
お
り
、
特
に
茶
之
間
頭
り﹅
く﹅
の
祝
儀

額
は
台
所
名
前
役
よ
り
も
多
い
。
出
産
の
場
が
「
家
」
で
あ
っ
た
た
め
、
下
女
達
が
大
い
に
活
躍
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
は
、
同
苗
の
出
生
・
出
産
と
い
っ
た
特
別
な
行
事
・
儀
式
に
際
し
、「
家
」
内
部
の
情
報
伝
達
経
路
が
判
明
す
る
。

涌
出
生
の
四
日
、
ま
ず
同
苗
の
「
家
」
や
「
店
」
に
は
、
台
所
名
前
役
の
連
名
で
元
方
へ
連
絡
が
行
く
。
こ
れ
を
受
け
て
元
方
か
ら
各

「
家
」
の
台
所
名
前
役
と
「
店
」
に
七
日
付
で
廻
文
が
出
さ
れ
る
。
尚
、
列
の
生
家
新
町
家
へ
は
こ
れ
と
は
別
に
北
家
の
台
所
名
前
役
か
ら

連
絡
を
し
て
い
る
。
涌
出
生
の
翌
日
に
台
所
名
前
役
か
ら
北
家
の
元
手
代
で
あ
る
出
入
手
代
の
元
に
連
絡
が
行
き
、「
御
歓
之
義
者

御
七
夜

迄
之
内
御
勝
手
御
参
可
被
成
」
と
伝
え
ら
れ
る
。
元
下
女
（
元
乳
母
・
元
茶
之
間
）
へ
も
同
様
の
連
絡
が
行
く
が
、
差
出
し
は
茶
之
間
頭
か

ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
当
主
で
あ
る
三
井
同
苗
の
名
が
全
く
出
て
こ
な
い
。「
家
」
の
奉
公
人
が
全
て
取
り
仕
切
っ
て
お
り
、
一
連
の
儀
式
が
「
家
」

の
奉
公
人
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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ま
た
、
四
日
に
生
ま
れ
た
涌
に
対
す
る
同
苗
の
「
家
」
や
「
店
」
の
者
の
「
御
歓
」
が
一
〇
日
と
一
一
日
な
の
に
対
し
、「
家
」
の
元
奉

公
人
達
は
「
御
七
夜
之
内
」
と
先
で
あ
り
、「
家
」
の
奉
公
人
と
の
親
密
さ
が
際
だ
っ
て
い
る
。

「
文
化
五
年
戌
辰
九
月
長
四
郎
様
御
出
生
御
祝
儀
之
留10

）
」
で
は
、
茶
之
間
出
入
と
同
格
の
扱
い
で
、
台
所
名
前
役
で
あ
る
山
口
幸
兵
衛
の

妻
み﹅
さ﹅
と
脇
野
専
右
衛
門
の
妻
り﹅
さ﹅
に
祝
儀
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
に
、
台
所
名
前
役
の
妻
が
「
家
」
に
手
伝
い
に
来
て
い
る
例
が

見
ら
れ
る11

）
。
こ
れ
は
後
述
の
同
苗
婚
儀
で
も
同
様
で
あ
る
。
台
所
名
前
役
は
家
族
ぐ
る
み
で
三
井
家
と
親
密
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

㈢

婚
姻

同
苗
女
子
の
結
婚
（
嫁
に
出
す
）
か
、
同
苗
男
子
の
結
婚
（
嫁
を
迎
え
る
）
か
で
、「
家
」
の
奉
公
人
の
役
割
は
丁
度
逆
に
な
る
。

ま
ず
、
同
苗
女
子
の
結
婚
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
こ
の
場
合
、
他
家
か
ら
結
婚
を
申
し
込
ま
れ
て
、
そ
れ
を
承
諾
す
る
こ
と
に
な
る
。

嫁
入
り
先
が
三
井
同
苗
か
、
全
く
の
他
家
か
に
よ
っ
て
、
こ
の
申
し
込
み
段
階
か
ら
結
納
ま
で
の
同
苗
・
台
所
名
前
役
の
応
対
が
変
化
す
る
。

つ﹅
う﹅
（
六
代
高
祐
次
女
）
は
文
化
一
四
年
（
一

一
七
）
に
竹
屋
町
家
に
嫁
入12

）
り
し
た
。
ま
ず
、
つ﹅
う﹅
を
妻
に
申
し
請
け
た
い
と
い
う
旨

が
竹
屋
町
家
側
よ
り
「
二
月
廿
四
日
元
〆
を
以
右
之
趣
被
仰
進
候
所
御
承
知
被
遊
御
大
慶
之
御
旨
御
返
答
被
仰
進
候
、
依
之
三
月
六
日
就
吉

辰
御
結
納
被
遊
御
到
来
候
事
」
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
で
て
く
る
「
元
〆
」
が
「
店
」
の
元
〆
を
指
す
の
か
、「
元
方
」
の
書
き
損
じ
な
の
か

よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
三
井
家
内
部
の
み
で
話
が
進
ん
で
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

酉
（
六
代
高
祐
養
女
）
は
享
和
元
年
（
一

〇
一
）
に
那
波
九
郎
左
衛
門
に
嫁
入13

）
り
し
た
。
ま
ず
、
仲
人
と
な
る
中
山
玄
柳
が
来
家
し
、

口
上
を
述
べ
た
。
そ
の
内
容
は
、
那
波
家
の
手
代
が
中
山
の
元
を
訪
れ
、
北
家
の
息
女
（
酉
）
を
妻
に
申
し
請
け
た
い
の
で
、
仲
を
取
り
持

っ
て
も
ら
え
な
い
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
中
山
の
応
対
を
し
た
の
は
山
口
幸
兵
衛
（
北
家
台
所
名
前
役
筆
頭
、
奉
公
人
番
号
１
）
で
あ

る
。
七
月
二
日
に
、
元
方
寄
合
が
開
か
れ
、
那
波
家
の
申
し
出
を
受
け
る
こ
と
を
決
め
た14

）
。
七
月

日
、
山
口
幸
兵
衛
が
中
山
玄
柳
の
元
を

235

三井家の「家事奉公人」（安田）



訪
れ
、
同
苗
相
談
の
結
果
那
波
家
の
申
し
出
を
承
知
す
る
旨
を
伝
え
た
。
中
山
は
す
ぐ
に
那
波
家
の
手
代
に
報
告
へ
行
き
、
翌
日
北
家
へ
入

来
し
縁
談
が
ま
と
ま
る
。
九
月
四
日
、
山
中
が
入
来
、
結
納
が
九
月
一
四
日
に
決
定
さ
れ
た
。
し
か
し
当
時
三
井
家
は
喪
中
で
あ
り
一
四
日

で
は
不
具
合
が
生
じ
た
た
め
、
結
納
は
一
九
日
に
変
更
さ
れ
た
。

涌
（
七
代
高
就
長
女
）
は
文
政
五
年
に
柏
原
孫
左
衛
門
に
嫁
入15

）
り
し
た
。
柏
原
家
側
か
ら
、
三
井
家
と
縁
の
あ
る
那
波
家
に
手
代
が
遣
わ

さ
れ
、
涌
を
嫁
に
も
ら
い
た
い
の
で
仲
を
取
り
持
つ
よ
う
頼
ん
だ
。
那
波
家
か
ら
三
井
北
家
に
手
代
が
遣
わ
さ
れ
て
前
述
の
内
容
が
伝
え
ら

れ
た
。
当
時
北
家
当
主
で
あ
る
高
就
は
不
在
で
あ
り
、
応
対
し
た
の
は
台
所
名
前
役
で
あ
る
。
二
月
一
六
日
に
結
納
が
行
わ
れ
た
。

以
上
三
例
の
結
納
ま
で
を
見
る
と
、
嫁
入
り
先
が
三
井
同
苗
以
外
の
場
合
、
台
所
名
前
役
が
「
家
」
の
公
式
な
窓
口
と
し
て
応
対
に
あ
た

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
結
納
前
に
、
三
井
家
関
係
各
位
に
婚
約
が
発
表
さ
れ
る
。
情
報
伝
達
経
路
は
同
苗
の
出
生
等
の
時
と
同
じ
で
、

台
所
名
前
役
↓
元
方
↓
各
家
の
台
所
名
前
役
と
「
店
」、
台
所
名
前
役
↓
出
入
手
代
、
茶
之
間
頭
↓
元
下
女
、
で
あ
る
。
婚
礼
の
日
の
発
表

も
同
様
で
あ
る
。

そ
の
後
は
三
例
と
も
同
じ
で
あ
る
。
結
納
の
品
が
婚
家
側
の
使
者
（
手
代
、
同
苗
の
場
合
台
所
名
前
役
）
と
お
供
（
下
男
）
に
よ
っ
て
運

ば
れ
、
使
者
の
口
上
を
受
け
る
。「
家
」
で
は
使
者
を
も
て
な
し
、
翌
日
婚
家
へ
台
所
名
前
役
が
結
納
の
挨
拶
へ
行
く
。

結
納
後
の
婚
礼
に
つ
い
て
は
、
婚
礼
の
日
ま
で
の
日
数
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
が
、
酉
を
例
に
あ
げ
る
。

一
二
月
二
一
日
夜
に
酉
の
花
嫁
道
具
を
運
び
入
れ
た
。
使
者
は
麻
上
下
を
着
た
脇
野
専
右
衛
門
（
北
家
台
所
名
前
役
次
座
）
で
あ
り
、
荷

物
持
ち
（
下
男
）
を
含
め
計
一
六
人
の
行
列
で
あ
る
。
那
波
家
で
は
脇
野
の
口
上
を
受
け
た
の
ち
、
こ
れ
ら
を
も
て
な
し
た
。
史
料
に
は
こ

の
際
の
那
波
家
の
献
立
ま
で
詳
細
に
記
録
し
て
あ
る
。

翌
二
二
日
婚
礼
当
日
、
家
内
で
の
お
祝
い
の
後
、
酉
か
ら
九
郎
左
衛
門
始
め
那
波
家
の
家
族
、
そ
の
「
家
」
の
奉
公
人
へ
土
産
と
祝
儀
を

送
り
、
こ
の
使
者
は
山
口
幸
兵
衛
で
あ
っ
た
。
尚
、
茶
之
間
頭
の
り﹅
く﹅
は
介
添
の
役
を
担
い
、
酉
よ
り
先
に
那
波
家
に
行
き
昨
夜
運
ん
だ
花
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嫁
道
具
の
整
理
を
し
て
い
る
。
そ
の
後
酉
が
那
波
家
へ
行
く
に
際
し
、
お
供
を
し
た
の
が
奥
山
丈
右
衛
門
（
北
家
台
所
名
前
役
次
座
、
奉
公

人
番
号
10
）
と
御
付
人
の﹅
ふ﹅
・
み﹅
つ﹅
、
駕
籠
を
担
ぐ
者
二
名
と
下
男
一
名
で
あ
っ
た
。

翌
々
日
、
九
郎
左
衛
門
の
聟
入
と
続
く
。
麻
上
下
を
着
た
台
所
名
前
役
三
名
が
表
玄
関
ま
で
出
迎
え
、
聟
入
の
儀
式
を
行
っ
た
。
史
料
に

は
「
家
」
の
手
代
の
名
前
の
上
に
熨
斗
・
盃
・
加
・
引
出
物
・
干
鯛
・
配
膳
方
・
家
具
方
な
ど
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
儀
式
の
配

置
・
配
役
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
後
九
郎
左
衛
門
は
奥
へ
案
内
さ
れ
、
先
ほ
ど
と
同
様
の
儀
式
を
行
っ
た
。
今
度
の
配
置
・
配
膳
は
「
家
」

の
下
女
（
お
そ
ら
く
黒
歯
）
と
台
所
名
前
役
の
妻
と
い
う
、
女
性
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
聟
入
の
際
、
九
郎
左
衛
門
か
ら
「
家
」
の
奉
公
人

達
へ
土
産
・
祝
儀
が
出
さ
れ
て
い
る
。

結
納
後
、
婚
礼
の
儀
式
に
関
し
て
も
、
台
所
名
前
役
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
那
波
九
郎
左
衛
門
が
北
家
に
聟
入
に

来
た
際
、
実
際
に
儀
式
の
場
で
進
行
を
す
る
の
は
「
家
」
の
奉
公
人
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
で
は
「
家
」
内
部
で
、
表
は
男
性
奉
公
人
が
担
い
、

奥
は
女
性
奉
公
人
が
担
う
と
い
う
、
性
別
に
よ
る
職
務
・
空
間
の
区
分
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
同
苗
男
子
の
結
婚
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
近
世
中
後
期
の
北
家
の
男
子
、
五
代
高
清
・
六
代
高
祐
・
七
代
高
就
・

代
高
福
・

九
代
高
朗
は
全
員
、
継
室
も
含
め
て
三
井
同
苗
か
ら
妻
を
迎
え
て
い
る
。
よ
っ
て
先
ほ
ど
の
つ﹅
う﹅
と
同
じ
く
、
三
井
内
部
で
結
婚
の
話
が
進

ん
で
い
る
。

基
本
的
な
婚
礼
の
儀
式
は
先
ほ
ど
の
酉
の
時
と
立
場
を
入
れ
替
え
た
も
の
で
あ
る
。

代
高
福
は
天
保
一
五
年
、
新
町
家
の
養
女
津
尾
を
継
室
に
迎
え
た16

）
。
守
川
嘉
四
郎
（
北
家
台
所
名
前
役
筆
頭
、
奉
公
人
番
号
16
）
が
新

町
家
へ
赴
き
、
翌
日
家
城
良
助
（
新
町
家
台
所
名
前
筆
頭
、
奉
公
人
番
号
43
）
が
結
納
の
挨
拶
に
来
た
。
婚
礼
の
前
日
、
家
城
を
使
者
と
し

て
津
尾
の
花
嫁
道
具
が
届
き
、
北
家
で
は
使
者
達
を
も
て
な
し
た
。
婚
礼
当
日
、
津
尾
か
ら
北
家
の
家
族
、
奉
公
人
、
手
伝
い
来
て
い
る
台
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所
名
前
役
の
妻
、
出
入
手
代
、
茶
之
間
出
入
へ
土
産
・
祝
儀
が
贈
ら
れ
た
。

九
代
高
朗
は
安
政
六
年
（
一

五
九
）、
六
角
家
の
喜

を
妻
に
迎
え
た17

）
。
婚
礼
本
体
の
儀
式
の
場
が
三
井
家
内
部
に
な
り
、
麻
田
左
兵

衛
（
北
家
台
所
名
前
役
筆
頭
）
が
使
者
と
し
て
六
角
家
へ
赴
き
、
口
上
を
述
べ
た
。
結
納
が
無
事
済
む
と
家
内
で
祝
い
、「
家
」
の
奉
公
人

に
祝
儀
が
出
さ
れ
て
い
る
。

「
家
」
の
儀
式
の
場
を
整
え
、「
家
」
に
新
し
く
女
性
を
迎
え
い
れ
る
た
め
に
、
特
に
女
性
奉
公
人
が
多
く
関
わ
っ
て
い
る
。
婚
礼
の
儀
式

の
場
は
「
奥
座
敷
」
と
記
さ
れ
、
儀
式
の
配
置
・
配
膳
の
役
は
下
女
達
が
担
っ
て
い
る
。
一
連
の
婚
礼
儀
式
で
の
役
割
が
増
え
る
分
、
出
さ

れ
る
祝
儀
額
は
多
く
な
っ
て
い
る
。

㈣

葬
儀

透
玄
院
（
北
家
五
代
高
清
）
の
葬
儀
の
記
録18

）
（
享
和
二
年
）
を
見
る
と
、
葬
儀
を
北
家
の
手
代
と
出
入
手
代
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
本

家
・
連
家
の
手
代
、
更
に
他
の
本
家
・
連
家
の
出
入
手
代
が
協
力
し
て
運
営
し
て
い
る
。
同
苗
の
死
去
、
喪
の
期
間
・
内
容
、
葬
儀
日
程
な

ど
の
情
報
伝
達
経
路
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
今
回
唯
一
、
三
井

郎
右
衛
門
（
北
家
六
代
高
祐
）
の
名
前
で
、
菩
提
寺
真
如
堂
へ
高
清
の

訃
報
を
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
真
如
堂
側
と
や
り
と
り
を
し
て
い
る
の
は
台
所
名
前
役
で
あ
る
。

服
忌
に
関
し
て
、
元
方
か
ら
左
の
様
な
指
示
が
出
て
い
る19

）
。

廻
文

（
中
略
）

一
、
店
々
惣
手
代
月
代
之
儀
者
二
七
日
遠
慮
可
被
致
候

但
別
宅
之
妻
髪
結
申
義
も
同
前
ニ
相
心
得
可
被
申
候
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一
、
当
役

ニ
隠
居
家
督
之
銘
々
慎
中
編
笠
着
可
被
申
候
、
尤
編
笠
銘
々
用
意
可
被
申
候

一
、
御
宅
々
手
代
月
代
左
之
通

四
条
油
小
路
家
内
之
者
月
忌
迄
、
尤
下
男
者
勝
手
ニ
よ
り
見
苦
敷
無
之
様
可
致
候

新
町
竹
屋
町20

）
御
宅
手
代
者

三
七
日
ま
て

右
之
外
御
宅
々
手
代
二
七
日
迄
、
尤
下
男
者

勝
手
ニ
よ
り
見
苦
敷
無
之
様
可
致
候

（
後
略
）

「
店
」
の
手
代
よ
り
北
家
（
油
小
路
）
と
北
家
別
邸
（
四
条
）
の
「
家
」
の
手
代
の
方
が
喪
の
期
間
が
長
い
。「
家
」
の
手
代
と
同
苗
の
密

接
さ
が
こ
こ
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
下
男
は
喪
に
服
さ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
下
男
は
「
家
」
に
と
っ
て
あ
く
ま
で
補
助
的

な
存
在
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
三
井
家
の
儀
式
の
中
で
最
も
規
模
が
大
き
い
も
の
は
葬
儀
で
あ
る
。
そ
し
て
最
も
準
備
期
間
が
な
い
の
も
葬
儀
で
あ
る
。
右
の
葬

儀
で
は
比

的
内
輪
の
み
で
の
出
棺
の
日
に
三
百
人
分
の
料
理
の
支
度
を
し
て
い
る
。
つ
ま
り
葬
儀
関
係
者
が
少
な
く
と
も
三
百
人
は
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
大
半
は
参
列
者
で
あ
る
が
、
儀
式
の
規
模
が
大
き
け
れ
ば
当
然
儀
式
を
進
行
す
る
側
の
人
数
も
多
い
。
準
備
期

間
が
数
日
で
、
儀
式
へ
の
参
加
者
も
儀
式
の
進
行
者
も
多
い
と
な
る
と
、
儀
式
の
統
括
責
任
者
で
あ
る
台
所
名
前
役
筆
頭
の
力
量
が
ま
さ
に

問
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

１
）
「
油
小
路
定
五
郎
一
件
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
一
三
九
九

二
）。

２
）

つ
ま
り
、
被
害
者
が
三
井
の
人
間
で
あ
る
と
特
定
さ
れ
、
も
し
犯
人
が
捕
ま
っ
た
際
に
当
主
で
あ
る

郎
右
衛
門
が
奉
行
所
に
呼
び
出
さ
れ

る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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３
）

史
料
を
読
む
限
り
、
町
方
の
付
添
人
だ
け
で
な
く
、
本
来
雇
い
主
で
あ
る

郎
右
衛
門
も
裁
許
の
場
へ
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し

郎
右
衛
門
本
人
に
関
す
る
裁
許
で
は
無
く
、
家
の
格
を
考
慮
に
入
れ
、
名
代
の
み
付
き
添
う
こ
と
が
許
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と

の
よ
う
で
あ
る
。

４
）
「
南
御
定
彦
蔵
一
件
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
一
四
三
五

三
）。

５
）
「
新
町
御
宅
ニ
相
勤
御
暇
出
候
岩
井
他
三
郎
一
件
書
留
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
一
四
二
四

一
）。

６
）
「
享
和
二
年
戌
九
月
廿

日
御
津
宇
様
御
入
家
御
弘
御
祝
儀
扣
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

北
九
〇
一

二
）。

７
）
「
文
化
二
年
乙
丑
四
月
四
日
ヨ
リ
御
列
様
御
安
産
御
涌
様
御
出
生
御
祝
儀
一
巻
扣
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

北
九
〇
二

二
）。

８
）

産
婆
と
思
わ
れ
る
。

９
）

つ﹅
う﹅
の
様
に
女
児
で
は
な
く
、
別
腹
の
男
児
で
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。
入
家
す
る
子
の
性
別
で
は
な
く
、「
家
」
で
生
ま
れ
た
か
否
か

（
本
妻
の
子
か
妾
の
子
か
）
で
貢
献
度
合
が
変
わ
る
た
め
、
祝
儀
額
が
変
わ
っ
て
い
る
。

10
）

三
井
文
庫
所
蔵
史
料

北
九
〇
五

一
。
長
四
郎
は
七
代
高
就
の
長
男
で
あ
り
、
後
北
家
の

代
目
を
継
い
だ
高
福
の
幼
名
で
あ
る
。

11
）

茶
之
間
頭
り﹅
く﹅
か
ら
茶
之
間
出
入
に
宛
て
た
廻
文
に
記
載
さ
れ
た
名
は
「
と
し
・
み
や
・
そ
の
・
そ
い
・
ゑ
ん
」
の
五
名
だ
が
、
祝
儀
の
欄

に
は
こ
の
五
名
以
外
に
や﹅
そ﹅
・
へ﹅
ん﹅
の
二
名
が
含
ま
れ
る
。
祝
儀
を
受
け
た
者
は
必
ず
し
も
廻
文
に
名
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
う
考
え
る

と
、
み﹅
さ﹅
・
り﹅
さ﹅
両
名
が
元
茶
之
間
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
み﹅
さ﹅
・
り﹅
さ﹅
両
名
が
「
家
」
の
奉
公
人
内
部
で
結
婚
し
て
い
た
場
合
が
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
同
苗
出
生
の
際
に
手
伝
っ
た
理
由
が
「
台
所
名
前
役
の
妻
の
た
め
」
だ
け
で
な
く
、「
茶
之
間
出
入
の
た

め
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
は
い
え
、
元
茶
之
間
で
、
な
お
か
つ
台
所
名
前
役
の
妻
で
あ
れ
ば
、
信
用
・
信
頼
の
度
合
い
は
更
に
増
す
は
ず

で
あ
る
。
台
所
名
前
役
が
家
族
ぐ
る
み
で
三
井
家
と
親
密
な
関
係
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

12
）
「
文
化
十
四
丑
年
三
月
御
結
納
御
祝
儀
之
控
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

北
九
〇
一

三
）、「
文
化
十
四
丑
年
三
月
御
津
宇
様
御
祝
儀
一
巻
之

控
」（
同

北
九
〇
一

四
）。

13
）
「
享
和
元
辛
酉
於
酉
婚
礼
一
巻
控
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

北

九
六

二
）、「
御
酉
様
御
婚
礼
御
祝
儀
之
控
」（
同

北

九
六

三
）。
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14
）

尚
、
後
述
の
涌
の
場
合
、
元
方
寄
合
に
つ
い
て
の
記
載
は
無
い
。
酉
の
場
合
が
丁
度
喪
中
と
い
う
特
殊
な
状
態
に
あ
っ
た
た
め
、
縁
談
を
受

け
る
か
喪
が
明
け
る
ま
で
保
留
す
る
か
相
談
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

15
）
「
文
政
五
年
壬
午
年
二
月
御
涌
様
江
柏
原
孫
左
衛
門
様
よ
り
御
結
納
御
祝
儀
之
控
」、
同
婚
礼
祝
儀
関
係
史
料
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

北
九

一
三

一
〜
四
）。

16
）
「
天
保
十
五
辰
年
七
月
御
津
尾
様
御
入
家
御
婚
礼
祝
儀
之
控
」（
同
右

北
九
二
六

一
）。

17
）
「
安
政
六
年
未
四
月
次
郎
右
衛
門
様
御
喜

様
御
婚
礼
一
巻
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

北
九
二

一
）。

18
）
「
享
和
二
年
壬
戌
三
月
透
玄
院
御
葬
式
控

御
法
事
附
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

北
九
四
七
）、「
享
和
二
年
壬
戌
三
月
透
玄
院
様
御
中
陰
之

控
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

北
九
四

）
な
ど
。

19
）

前
掲
（
18
）
に
同
じ
。

20
）

こ
の
二
家
の
喪
の
期
間
が
長
い
の
は
、
今
回
の
葬
儀
に
特
に
協
力
を
し
て
い
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

３

家
事
奉
公
人
の
位
置
づ
け

前
述
の
よ
う
に
、
裁
判
な
ど
の
突
然
起
こ
る
事
態
や
三
井
同
苗
の
出
生
、
冠
婚
葬
祭
で
は
、
同
苗
は
儀
式
の
主
体
や
参
加
者
で
は
あ
る
が
、

進
行
役
は
「
家
」
の
奉
公
人
で
あ
る
。
男
性
・
女
性
家
事
奉
公
人
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
分
担
し
、
協
力
し
て
儀
式
を
進
行
し
て
い
る
。
ど
ち

ら
か
が
欠
け
て
も
儀
式
は
成
り
立
た
な
い
。「
家
」
の
奉
公
人
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
性
別
に
よ
っ
て
片
方
だ
け
を
見
る
の
で
は
な

く
、
男
女
両
方
の
奉
公
人
に
目
を
向
け
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
言
え
よ
う
。

滞
り
な
く
行
事
・
儀
式
を
進
行
し
、
緊
急
の
際
に
最
善
の
判
断
を
下
す
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
は
、
実
務
経
験
で
あ
る
。
し
か
し
冠
婚
葬

祭
な
ど
の
儀
式
は
毎
年
定
期
的
に
行
わ
れ
ず
、
経
験
を
積
む
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
う
い
っ
た
簡
単
に
は
得
難
い
経
験
と
能
力
に
は
価

値
が
あ
る
。
そ
れ
故
三
井
家
で
は
、
実
務
経
験
の
あ
る
高
齢
の
奉
公
人
の
立
場
が
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
再
勤
者
や

中
年
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者

が
多
い
の
は
、
奉
公
人
側
の
都
合
で
奉
公
や
退
職
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
で
は
な
い
か
。
再
勤
者
や

中
年
者

の
昇
級
に
格

差
が
な
い
の
は
、
継
続
勤
務
者
と
儀
式
経
験
や
能
力
に
差
が
な
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
勤
務
開
始
と
同
時
に
台
所
名
前
役
を
勤
め
ら
れ
る

者
が
い
た
の
も
、
儀
式
の
経
験
と
進
行
能
力
を
三
井
家
側
が
認
め
て
い
た
証
拠
と
言
え
よ
う
。

「
家
」
の
奉
公
人
の
特
徴
の
最
た
る
も
の
は
、
こ
の
よ
う
な
儀
式
の
進
行
能
力
に
あ
る
。
年
を
取
れ
ば
そ
の
分
、
犯
罪
や
裁
許
な
ど
の
不

測
の
事
態
や
冠
婚
葬
祭
の
儀
式
を
経
験
し
て
い
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。
故
に
、
高
齢
で
あ
る
こ
と
に
価
値
が
生
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
経
験

の
乏
し
い
者
を
「
家
」
内
部
で
昇
進
さ
せ
る
よ
り
も
、
他
の
「
家
」
で
特
別
の
役
割
の
実
務
経
験
者
を
異
動
さ
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

女
性
の
家
事
奉
公
人
に
関
し
て
も
、
高
齢
で
あ
る
こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
年
齢
が
高
く
ベ
テ
ラ
ン
の
下
女
が
多
い
と
い
う
こ
と

は
、「
家
」
で
の
家
事
の
安
定
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
同
時
に
、
若
手
（
白
歯
）
の
行
儀
作
法
や
家
事
見
習
い
の
模
範
・
指
導
者
の
質
の
高

さ
を
も
意
味
す
る
。「
三
井
家
な
ら
ば
娘
を
し
っ
か
り
し
つ
け
て
も
ら
え
る
」
と
い
う
外
部
の
評
価
は
、
そ
の
ま
ま
三
井
家
の
家
格
に
も
反

映
す
る
。
高
齢
の
下
女
は
三
井
家
の
内
に
も
外
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

４

家
事
奉
公
人
採
用
の
権
限

安
岡
氏
は
「
家
事
奉
公
人
の
退
職
手
当１

）
」
の
中
で
、
幕
末
と
明
治
初
期
の
大
元
方
と
「
家
」
の
奉
公
人
を
比
べ
て
、「
各
家
の
使
用
人
に

対
す
る
退
職
銀
の
支
払
状
況
か
ら
見
た
幕
末
に
お
け
る
大
元
方
の
三
井
各
家
に
対
す
る
統
制
よ
り
も
、
明
治
七
年
の
方
が
統
制
が
強
化
さ
れ

て
い
る
よ
う
だ
」
と
言
っ
て
い
る
。
で
は
、
実
際
江
戸
期
の
「
家
」
の
権
限
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
家
事
奉
公
人
の
採
用
・
人
事
と
三
年
祝

儀
の
点
か
ら
見
て
み
た
い
。

ま
ず
、
手
代
・
子
者
の
採
用
に
関
し
て
、
基
本
的
に
「
家
」
内
部
で
完
結
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
家
」
の
奉
公
人
の
奉
公
人
請
状

は
「
家
」
に
対
し
て
提
出
す
る
。
新
町
家
の
半
季
奉
公
人
請
状
を
み
て
も
、
宛
先
は
「
家
」
の
主
人
で
あ
り
、
そ
の
名
代
で
あ
る
台
所
名
前
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役
で
あ
る
。
手
代
・
下
男
・
下
女
の
採
用
権
は
「
家
」
側
に
あ
る２

）
。

合
力
銀
願
は
「
家
」
の
主
人
・
名
代
の
台
所
名
前
役
か
ら
大
元
方
に
宛
て
て
提
出
す
る
。
三
年
祝
儀
に
関
し
て
は
、
大
元
方
・
京
本
店
・

京
両
替
店
の
経
営
幹
部
立
会
い
の
上
で
支
給
・
凍
結
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
合
力
銀
・
祝
儀
な
ど
家
産
に
も
関
わ
る
役
料
に
関

し
て
は
大
元
方
に
決
定
権
が
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
同
苗
借
財
の
際
、
同
苗
の
中
に
は
隠
居
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
者
が
い
る
の
に
対
し
、

台
所
名
前
役
の
連
座
は
祝
儀
凍
結
で
あ
り
、
罷
免
で
は
な
い
。
後
任
の
台
所
名
前
役
指
名
に
関
し
て
も
「
家
」
側
で
決
定
し
、
大
元
方
へ
は

事
後
報
告
の
形
を
と
っ
て
い
る３

）
。
こ
こ
か
ら
、「
家
」
の
手
代
の
人
事
権
は
「
家
」
側
に
あ
る
、
と
言
え
よ
う
。
一
方
、
明
治
七
年
の

「
宅
々
台
所
役
人
改
正
規
則４

）
」
に
よ
る
と
、
台
所
名
前
役
の
任
命
権
が
大
元
方
に
移
行
し
て
い
る
。

「
家
」
内
で
の
手
代
の
役
割
や
、「
家
」
の
賄
料
の
や
り
く
り
な
ど
に
関
し
て５

）
、
逐
一
大
元
方
か
ら
指
示
が
出
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

そ
も
そ
も
「
家
」
の
雑
務
を
任
せ
る
た
め
に
「
家
」
の
手
代
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

江
戸
期
の
「
家
」
の
奉
公
人
に
関
す
る
事
項
で
は
、
後
の
明
治
期
と
比
べ
て
「
家
」
の
主
人
と
そ
の
名
代
で
あ
る
各
家
の
台
所
名
前
役
の

権
限
が
大
き
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

１
）
『
近
世
商
家
の
経
営
理
念
・
制
度
・
雇
用
』
第
六
章
。

２
）

明
治
七
年
の
「
宅
々
台
所
役
人
改
正
規
則
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
北
六
二

五
）
に
よ
る
と
、「
手
代
子
供
下
女
下
男
ニ
至
る
迄
、
召
抱
候

節
者

身
元
と
く
と
相
糺
シ
、
目
見
得
為
致
候
上
取
極
メ
可
申
候
事
」
と
あ
る
。
採
用
権
は
江
戸
期
も
明
治
初
期
も
同
様
に
「
家
」
に
あ
っ
た
。

尚
、「
宅
々
台
所
役
人
改
正
規
則
」
は
北
家
以
外
に
、
新
町
家
（
新

〇

二
）
や
出
水
家
（
小
石
川
六
九

三
）
に
も
同
文
の
文
書
が
残
っ

て
い
る
。

３
）
「
書
付
（
本
條
伊
兵
衛
合
力
銀
願
）」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
二
一
〇
三

二
九
）
に
よ
る
と
、
本
條
の
台
所
名
前
跡
役
は
脇
野
藤
七
に
す

る
旨
記
載
し
て
い
る
。
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４
）
『
近
世
商
家
の
経
営
理
念
・
制
度
・
雇
用
』
第
六
章
「
家
事
奉
公
人
の
退
職
手
当
」
に
翻
刻
掲
載
。

５
）

大
元
方
か
ら
指
示
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
最
終
的
な
決
算
報
告
程
度
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
七
年
の
「
宅
々
台
所
役
人
改
正
規
則
」（
三
井

文
庫
所
蔵
史
料
北
六
二

五
）
に
は
、
賄
料
に
不
足
が
出
て
も
大
元
方
は
出
金
し
な
い
の
で
失
費
の
な
い
よ
う
に
節
約
せ
よ
、
宅
々
台
所
入
払

の
勘
定
目
録
は
春
季
（
一
月
三
〇
日
限
）
と
秋
季
（
七
月
三
〇
日
限
）
大
元
方
へ
差
し
出
す
よ
う
に
、
と
の
記
載
が
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
限
ら
れ
た
史
料
か
ら
で
は
あ
る
が
、
三
井
家
を
中
心
に
「
家
」
の
奉
公
人
に
つ
い
て
検
討
し
た１

）
。

男
性
奉
公
人
に
つ
い
て
は
、「
店
」
と
比
べ
出
自
や
能
力
で
何
ら
劣
ら
ず
、
そ
の
特
徴
は
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
儀
式
・
儀
礼
の
知
識
と
経
験
、

進
行
能
力
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
格
式
の
高
い
儀
式
・
儀
礼
は
三
井
家
が
平
民
貴
族
と
言
わ
れ
る
、
い
わ
ば
「
証
」
と
も
な

り
、
そ
の
部
分
を
担
っ
て
い
る
の
が
「
家
」
の
奉
公
人
で
あ
る
。
退
職
金
の
名
称
が
合
力
銀２

）
で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
安
岡
氏３

）
の
よ
う
に

「
店
」
よ
り
劣
る
、
平
手
代
な
み
の
処
遇
と
み
な
す
べ
き
で
は
な
い
。

「
家
」
の
奉
公
人
は
、
信
頼
の
厚
い
者
な
ら
ば
奉
公
人
側
の
都
合
に
合
わ
せ
て
雇
用
さ
れ
る
。「
店
」
の
奉
公
人
で
は
、
子
供
か
ら
の
継
続

勤
務
者
し
か
出
世
が
望
め
な
い
。
し
か
し
「
家
」
の
奉
公
人
で
は
、
再
雇
用
者
が
多
く
、
途
中
退
役
・
再
雇
用
な
ど
に
よ
る
昇
級
の
差
が
な

い
。
病
気
に
罹
る
者
も
比

的
少
な
く
、
働
き
や
す
い
環
境
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

女
性
奉
公
人
、
特
に
筆
頭
の
茶
之
間
頭
に
つ
い
て
は
、
三
井
家
内
部
で
の
地
位
が
高
い
。
公
の
書
類
（
宗
門
人
別
帳
）
で
は
下
男
に
相
当

す
る
下
女
と
記
載
さ
れ
る
が
、
内
部
で
は
台
所
名
前
役
に
相
当
す
る
。
宗
門
人
別
帳
で
も
、
そ
の
他
ど
の
史
料
で
も
、
序
列
で
は
下
男
よ
り

下
女
が
上
で
あ
る
。

手
代
、
下
女
共
に
京
都
の
商
家
出
身
者
が
多
い
。
彼
ら
が
奉
公
の
後
に
得
た
も
の
は
、
渡
世
の
た
め
の
金
だ
け
で
な
く
、
上
層
町
人
の
行
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儀
作
法
や
儀
式
進
行
、
そ
し
て
何
よ
り
も
三
井
家
と
の
縁
、
深
い
繫
が
り
で
あ
る
。

本
稿
の
冒
頭
で
、「
家
」
の
奉
公
人
と
は
、「
店
」
の
経
営
に
関
し
て
目
に
見
え
る
影
響
は
わ
か
ら
な
い
に
せ
よ
、
商
家
に
与
え
て
い
る
影

響
は
大
き
い
の
で
は
な
い
か
、
と
述
べ
た
。
今
回
の
三
井
家
の
検
討
で
は
、「
家
」
の
男
性
・
女
性
奉
公
人
が
協
力
し
な
が
ら
様
々
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
を
通
じ
て
「
店
」
と
「
家
」
に
与
え
る
影
響
力
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

そ
し
て
ま
た
、「
家
」
の
奉
公
人
が
現
代
の
三
井
家
研
究
に
与
え
る
影
響
も
大
き
い
。
な
ぜ
な
ら
、
本
稿
で
検
討
し
た
史
料
は
ほ
ぼ
す
べ

て
、「
家
」
の
奉
公
人
の
視
点
に
よ
る
記
録
で
あ
り
、
彼
ら
の
手
に
よ
っ
て
記
録
・
保
管
が
な
さ
れ
、
現
代
に
伝
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
家
」
の
奉
公
人
が
三
井
家
の
外
部
、
町
や
寺
社
な
ど
に
与
え
る
影
響
力
に
つ
い
て
は
、
日
常
の
役
割
と
し
て
の
若
干
の
記
載
と
、
裁
許

や
葬
儀
の
際
に
実
際
に
先
方
と
連
絡
を
取
っ
て
い
る
例
な
ど
、
そ
の
一
端
を
垣
間
見
た
だ
け
で
、
本
稿
で
は
あ
ま
り
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

１
）

吉
田
伸
之
「
巨
大
城
下
町

江
戸
」（『
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
15
巻
、
近
世
５
（
一
九
九
五
年
））
に
よ
る
と
、
三
井
越
後
屋
は
近
世
の

（
但
し
江
戸
限
定
）
商
家
の
中
で
「
超
大
店
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
吉
田
氏
は
嘉
永
七
年
の
御
用
金
額
が
一
〇
〇
〇
両
以
上
を
仮
に
「
超
大

店
」
と
し
て
い
る
。
本
稿
の
考
察
を
ふ
ま
え
、「
超
大
店
」
の
条
件
に
、「
店
」
と
「
家
」
が
家
計
を
別
と
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
「『
家
』
専

門
の
男
性
奉
公
人
を
有
す
る
」
を
加
え
た
い
。

２
）
「
店
」
の
重
役
に
支
払
わ
れ
る
退
職
銀
の
名
称
は
「
望
姓
銀
」
で
あ
る
。

３
）

安
岡
重
明
『
近
世
商
家
の
経
営
理
念
・
制
度
・
雇
用
２
』
第

章
「
家
事
奉
公
人
の
退
職
手
当
」。
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252

e f g h i j k l m n
備 考

年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢

― ― ― ― ― ― 34

― ― ― ― ― ― 33

― ― ― ― ― ― 27

― ― ― ― ― ― 24？ 28 29

― ― ― ― ― ― ― ― 28

― ― ― ― ― ― ― ― 52

― ― ― ― ― ― ― ― 29

5 5 5 6 6 5

36.4 33.2 33.2 31.3 33.3 32.2

場合は「－」で表し，不明の場合は空欄としている。尚，はじめ子者の欄に記載されていた者が数年後手代として記載されている可

［明治３(1870)年10月］，n「奉公人名録」(北76-11)［明治４(1871)年９月］

(北76-6)［慶応４(1868)年８月］，i「戸籍下書」(北76-7)［明治１(1868)年11月］，j「戸籍下書」(北1271-4)［明治１(1868)年12月］，

人別帳」(北76-1)［文久３(1863)年８月］，d「宗門人別」(北76-2)［元治１(1864)年８月］，e「人別帳」(北76-3)［慶応２(1866)年



253

史料名 a b c d

名前 出身地 親 (兄・親類) 雇入年，年齢 子飼い╱中年 年齢 年齢 年齢 年齢

藤助 山城 赤尾屋藤蔵(兄) ― ― ― ―

嘉助 丹波 丸屋忠蔵 ― ― ― ―

久助 山城 萬屋惣四郎 ― ― ― ―

(中山)吉平 加賀 百姓長兵衛 明治２(1869)年９月，27歳 ― ― ― ―

(久保田)専助 山城 久保田助右衛門 明治３(1870)年３月，28歳 ― ― ― ―

(服部)儀兵衛 山城 服部善兵衛 明治３(1870)年９月，52歳 ― ― ― ―

(矢嶋)作助 美濃 矢嶋権平 明治３(1870)年９月，29歳 ― ― ― ―

人数 6 7 9 4

平均年齢 32.1 31.5 25.7 27

出所) a「宗門人別帳」(北1271-1)［嘉永７＝安政１(1854)年閏７月］，b「宗門差出之控」(北1271-2)［文久２(1862)年］，c「宗門

４月19日］，f「宗門人別」(北76-4)［慶応２(1866)年８月］，g「人別帳」(北76-5)［慶応４(1868)年３月］，h「宗門人別帳」

k「戸籍下書」(北76-8)［明治３(1870)年１月］，l「表人別帳」(北76-9)［明治３(1870)年１月］，m「奉公人名録」(北76-10)

注) 付表は記載の宗門人別帳などから北家の家事奉公人を抽出したものである。数値は年齢を表す。不在(奉公前・退職後)が確実な

能性がある。確実な場合は括弧で示してあるが，改名などで判別がつかない場合は史料記載のとおりに抽出した。



250

e f g h i j k l m n
備 考

年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢

― ― 28 28

― ― ― 28 28

― ― ― 35

― ― ― ― 18 18

― ― ― ― 19 19 21 21

― ― ― ― 24 24 26 26

(岡本)ふしと同一人物か

― ― ― ― ― 18

― ― ― ― ― 17

― ― ― ― ― ― ― 43

― ― ― ― ― ― ― 41

― ― ― ― ― ― ― 21

― ― ― ― ― ― ― 18

10 6 7 7 6 7 6

25.3 28.3 28.5 25.5 25.1 25.4 28.3

e f g h i j k l m n
備 考

年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 亥九月(1863)暇

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 暇

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 暇

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 子(1864)暇

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 亥九月(1863)暇

31 33 33 33

48

22

50

― 24か28

― 45

59 61 61 61 61 63

― 23

― ― 24 24 24 24

― ― 26 26

― ― 22 22 22 24 24

― ― ― ― 24 24 明治２(1869)年暇

― ― ― ― ― 24 当巳三月(1869)宿入

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― 21 付箋あり

― ― ― ― ― ― 22



251

史料名 a b c d

名前 出身地 親 (兄・親類) 雇入年，年齢 子飼い╱中年 年齢 年齢 年齢 年齢

きさ 山城 美濃屋清七 ― ― ― ―

よね 山城 大文字屋武兵衛 ― ― ― ―

ふし 山城 ― ― ― ―

ゑみ 山城 美濃屋藤郎 明治１(1868)年９月，18歳 ― ― ― ―

(上田)きさ 近江 百姓庄次郎 明治１(1868)年９月，19歳 ― ― ― ―

(岡本)ふし 丹波 庄屋儀兵衛 明治１(1868)年９月，24歳 ― ― ― ―

ふし 丹波 明治２(1869)年３月，25歳

みね 山城 明治２(1869)年３月，13歳

よね 山城 俵屋彦四郎 (慶応４(1868)年３月，16歳？) ― ― ― ―

はる 山城 大阪屋佐兵衛 ― ― ― ―

(山中)いま 山城 山中亀太郎叔母 明治３(1870)年９月，43歳 ― ― ― ―

(増田)かつ 山城 増田新作 明治３(1870)年９月，41歳 ― ― ― ―

(矢西)やす 近江 矢西甚兵衛 明治３(1870)年３月，21歳 ― ― ― ―

(勝山)みと 山城 勝山市郎兵衛 明治２(1869)年９月，17歳 ― ― ― ―

14 12 14 10

平均年齢 30.3 24.8 25.7 26.4

付表１－４ 三井北家の家事奉公人 (下男)

史料名 a b c d

名前 出身地 親 (兄・親類) 雇入年，年齢 子飼い╱中年 年齢 年齢 年齢 年齢

喜助 加賀 38

六助 近江 39

儀助 山城 37

定平 丹波 33

弥助 加賀 24

定助 丹波 22

儀兵衛 山城 ― 45

幸助 丹波 ― 30 31 32

又助 越中 ― 40

半助 但馬 ― 28 29 ―

喜助 越中 ― 24 25 26

岩助 丹後 ― ― 19 ―

七助 加賀 ― ― 21 ―

六助 能登 ― ― 28 ―

万助 但馬 ― ― 31 ―

吉助 加賀 百姓弥左衛門 元治１(1864)年３月，29歳 ― ― 28？ 29

定助 山城 ― ― 20？ 21

定助 近江 ― 30

市助 但馬 ― 24

庄兵衛 越前 百姓伝助 ― ― ― ―

六助 阿波 坂野郡江戸屋亀次郎 ― ― ― ―

市助 山城 萬屋久兵衛 ― ― ― ―

定助 近江 ― ― ― ―

庄兵衛 越前 ― ― ― ―

市助 山城 平野屋利七 元治１(1864)年９月，57歳 ― ― ―

六助 阿波 ― ― ― ―

専助 山城 山形屋竹次郎 慶応３(1867)年１月，23歳 ― ― ― ―

嘉助 能登 百姓佐助 ― ― ― ―

六平 越前 百姓多右衛門 慶応３(1867)年８月，21歳 ― ― ― ―

万助 淡路 松屋吉蔵 明治１(1868)年９月，24歳 ― ― ― ―

吉平 越中 ― ― ― ―

又助 近江 明治２(1869)年３月，？ ― ― ― ―

六助 伊予 小幡屋利兵衛 明治２(1869)年３月，20歳 ― ― ― ―

仙助 山城 河内屋伊三吉 ― ― ― ―
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e f g h i j k l m n
備 考

年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢

― ― ― ― 12 12 14

― ― ― ― ― 14 14

― ― ― ― ― 13 14 14 15

― ― ― ― ― 13 14 14 15

12 下男か手代か不明，年齢読めず

7 6 7 8 4 7 4

14 14.8 14.4 13.1 14.5 14.5 15.5

e f g h i j k l m n
備 考

年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 当春(1854年)暇

31 33

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 子三月(1864)暇

23

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 子三月(1864)暇

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 亥九月(1863)暇

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 亥九月(1863)暇

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 暇

― 45 47 47 47 47 49

― 24

― 25

― 16

― 18

― 17 19 19

― 30

― 24

― ― 17 17 17 17 19

― ― 26 26 26 26 28
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史料名 a b c d

名前 出身地 親 (兄・親類) 雇入年，年齢 子飼い╱中年 年齢 年齢 年齢 年齢

半三郎 山城 山城屋半七 子飼い ― ― ― ―

(河瀬)友次郎 山城 越前屋勘兵衛 明治２(1869)年８月，13歳 子飼い ― ― ― ―

(吉岡)定吉 山城 越後屋太助・吉兵衛 明治２(1869)年６月，13歳 子飼い ― ― ― ―

(辻)仙吉 山城 田原や新右衛門 明治２(1869)年９月，13歳 子飼い ― ― ― ―

(守川)初太郎 山城 明治３(1870)年９月，12歳 子飼い

人数 6 5 6 4(5)

平均年齢 13.8 13.4 14.1 14.7

付表１－３ 三井北家の家事奉公人 (下女)

史料名 a b c d

名前 出身地 親 (兄・親類) 雇入年，年齢 子飼い╱中年 年齢 年齢 年齢 年齢

まち 山城 54 ― ―

せつ 丹波 41

きし 東江州 29

やゑ 西江州 32

みね 城州浜 23

しか 山城 33

のふ 山城 37

とも 山城 16

きわ 山城 33

あい 山城 30

やを 山城 17

きさ 西江州 24

すて 丹波 26

この 山城 35

みな 山城 山城屋平七 ― 27 28 29

その 山城 ― 29 30 31

あさ 山城 ― 17 18 19

やす 山城 ― 30

みか 近江 ― 26 27 ―

かう 山城 ― 18 19 20

たけ 山城 ― 19 20 21

さと 山城 ― 27

よね 山城 ― 18 19 20

まつ 山城 ― ― 50 51

いと 山城 ― ― 23 24

みと ― ― 31 ―

まさ 近江 ― ― 18 ―

むめ 山城 ― 17

たき 近江 ― ― 20 ―

きさ 山城 ― 23 24 25

よし 美濃 ― ― 34 ―

よし 近江 ― 37(27)

よし 近江 ― ― ― 24

なを 山城 越前屋次兵衛 慶応２(1866)年１月，45歳 ― ― ― ―

ひさ 山城 ― ― ― ―

すゑ 山城 ― ― ― ―

はる 山城 ― ― ― ―

もと 山城 ― ― ― ―

みね 山城 越後屋甚三郎 ― ― ― ―

きさ 山城 ― ― ― ―

よし 近江 ― ― ― ―

ふさ 山城 越後屋六兵衛 慶応３(1867)年３月，16歳 ― ― ― ―

ふみ 山城 菱屋卯左衛門 慶応３(1867)年９月，25歳 ― ― ― ―
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e f g h i j k l m n
備 考

年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢

32 34 34 34 36 36 37

後手代為七か
(旦那寺・年齢が一致)

手代善太郎改か

31

― ― ― ― ― ― ― ― ― 子二月(1864)暇

27 27 子者浅次改か

22 23？ 24 23？ 25 ― ― 明治３(1870)年２月暇

20 22 22 22 ― ― ― ― 当巳春(1869)年暇

20

19

17 17 17

？ ？ 27 27 27 28 28

― ― 38 38

8(9) 8 6 7 5 4 3

23.5 26.8 27 22.4

e f g h i j k l m n
備 考

年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 年齢

後手代与三郎か
(旦那寺・年齢が一致)

手代本城定治郎と同一人物か
(旦那寺・年齢一致，
雇入年不一致)

17(手代)17(手代) 慶応２(1866)年４月19付で手代

― ― ― ― ― ― ― ― ― 子４月(1864)暇

15

？ 16 18 18 18(手代) 19(手代)19(手代)21(手代) 明治１年12月段階で手代

― 15

― 14

？ 14 16 16 16(手代) 18(手代)18(手代)19(手代) 明治１年12月段階で手代

？ 14 16 16 16 16 18 18

― 10 12 12 12 12

― ― 15？ 14 14 16 16 17

― ― 12 12 12 14 14 15

― ― ― 13 13 13
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付表１－１ 三井北家の家事奉公人 (手代)

史料名 a b c d

名前 出身地 親 (兄・親類) 雇入年，年齢 子飼い╱中年 年齢 年齢 年齢 年齢

勝三郎 山城 31

直十郎 山城 33

勝次郎 山城 36

次三郎 山城 31

与市 山城 中年 ― 44 45 46

(三木)安三郎 山城 芳屋栄兵衛・与兵衛 弘化３(1846)年４月，12歳 子飼い 20 28 29 30

善太郎 近江 18

為七 近江 26 27 28

由五郎 山城 19 27 28

平七 山城 16

忠次郎 山城 18

藤三郎 山城 子飼い 15(子者) 23 24 ―

与三郎 近江 高嶋郡大塚屋伊兵衛 (子飼い) 23 24 25

新三郎 山城 近江屋新三郎・くに 安政３(1856)年１月，12歳 子飼い ― 18 19 20

嘉三郎 山城 越後屋清右衛門 安政４(1857)年３月，11歳 子飼い ― 16 17 18

弥三郎 山城 (中年) ― 16 17 18

吉次郎 山城 ― ― 20 21

伊三吉 山城 ― 15 16 17

善次郎 山城 千切屋善左衛門 文久３(1863)年７月，12歳 子飼い ― ―

(本城)定治郎 山城 大桝屋伊兵衛 安政３(1856)年５月，15歳 (子飼い) ？ ？

小三郎 山城 中年 ― ― ― ―

人数 10 10 11(12) 9(10)

平均年齢 24.6 23.6 24.1 24.7

付表１－２ 三井北家の家事奉公人 (子者)

史料名 a b c d

名前 出身地 親 (兄・親類) 雇入年，年齢 子飼い╱中年 年齢 年齢 年齢 年齢

栄次郎 山城 子飼い 17

浅次 西江州 子飼い 15

定次郎 山城 子飼い 13

幸次 山城 子飼い 13

仙次郎 山城 子飼い 13

菊次 若狭 子飼い 12

為三郎 山城 柏屋宗右衛門 子飼い ― 13 14 15

喜三郎 山城 子飼い ― 15 16 ―

幾三郎 山城 子飼い ― 13 14

芳三郎 山城 子飼い ― 13

弥一郎 山城 子飼い ― 13 14 15

六三郎 山城 子飼い ― ― 15 16

金次郎 山城 子飼い ― ― 12 13

(山本)兼次郎 山城 百姓勘助 慶応１(1865)年１月，14歳 子飼い ― ― ― ―

重之助 山城 子飼い ― ― ― ―

源三郎 山城 子飼い ― ― ― ―

(斉藤)卯三郎 山城 越後屋宇兵衛・いく 元治１(1864)年６月，12歳 子飼い ― ― ― ？

(吉岡)吉太郎 山城 越後屋太助・吉兵衛 慶応２(1866)年２月，14歳 子飼い ― ― ― ―

清太郎 山城 指物屋儀兵衛 子飼い ― ― ― ―

(日下部)甚吉 丹波 百姓七助・岡部斉助 慶応３(1867)年４月，13歳 子飼い ― ― ― ―

(森)稲治郎 山城 越後屋嘉右衛門・たか 慶応３(1867)年６月，11歳 子飼い ― ― ― ―

勇吉 山城 笹屋押兵衛 子飼い ― ― ― ―
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安
政
６

万
延
１

文
久
１

文
久
２

文
久
３

元
治
１

慶
応
１

慶
応
２

慶
応
３

明
治
１

明
治
２

明
治
３

明
治
４

明
治
５

明
治
６

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ …

△ △ ○ ○ 宿 ○ ○ ○ ○ ○ …

○？ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ …

△ △ △ △ 暇

△ △ △ △ △ △ △ △ 暇

△ △ △ △ △ △ △ △ 暇
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奉
公
人
番
号

奉公人氏名
天
保
13

天
保
14

弘
化
１

弘
化
２

弘
化
３

弘
化
４

嘉
永
１

嘉
永
２

嘉
永
３

嘉
永
４

嘉
永
５

嘉
永
６

安
政
１

安
政
２

安
政
３

安
政
４

安
政
５

1 山口

2 脇野

3 田中

4 西田 (死)

5 中村

6 西村

7 柘植

8 乙井

9 竹内

10 奥山

11 与九郎

12 弥七

13 川嶋

14 松岡

15 中村

16 松岡 ○ ○ ○ (暇)

17 辻 … ○ ○ ○ ○ ○ 宿 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 死

18 麻田 六角

19 松井 … △ △ △ △ △ △ △ △

20 西田 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○

21 白井 △ △ △ 暇

22 中河

23 西田 … △ △ △ △ △ △ △ △ △ 死

24 伏木 △ △ △ △ △ △ △ 暇(死)

25 梶尾

26 田中 … △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

27 与三郎 … △ △ △ △ △ △ △ △

28 為三郎 … △ △

29 りく

30 のぶ

31 みや

32 なり
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文
政
４

文
政
５

文
政
６

文
政
７

文
政
８

文
政
９

文
政
10

文
政
11

文
政
12

天
保
１

天
保
２

天
保
３

天
保
４

天
保
５

天
保
６

天
保
７

天
保
８

天
保
９

天
保
10

天
保
11

天
保
12

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 暇

再 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 暇

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ？ ？ 暇 (死？)

○ ○ …

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ 死

… ○ ○

… △ △ △ △ △ △ △

… △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

… △ △ △ △ △ △ △ △

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 暇
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奉
公
人
番
号

奉公人氏名
文
化
１

文
化
２

文
化
３

文
化
４

文
化
５

文
化
６

文
化
７

文
化
８

文
化
９

文
化
10

文
化
11

文
化
12

文
化
13

文
化
14

文
政
１

文
政
２

文
政
３

1 山口 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 死

2 脇野 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 田中

4 西田 △ △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 暇

5 中村

6 西村 △ △ △ △ △ △ 暇

7 柘植 △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 乙井 △ △ △ △ △ △ △ △ 死

9 竹内

10 奥山 ○ ○ ○ ○ 暇

11 与九郎

12 弥七 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 死

13 川嶋

14 松岡 出 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

15 中村

16 松岡

17 辻

18 麻田

19 松井

20 西田

21 白井

22 中河

23 西田

24 伏木

25 梶尾

26 田中

27 与三郎

28 為三郎

29 りく

30 のぶ

31 みや

32 なり △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
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天
明
３

天
明
４

天
明
５

天
明
６

天
明
７

天
明
８

寛
政
１

寛
政
２

寛
政
３

寛
政
４

寛
政
５

寛
政
６

寛
政
７

寛
政
８

寛
政
９

寛
政
10

寛
政
11

寛
政
12

享
和
１

享
和
２

享
和
３

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ？ ？ ？ ？ ？ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

△ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

出 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 暇

出 △ 平 △ △ 元 △ △ △ △ △ △ △

出 △ △ △ △ 元 △ △ △ 暇

出 △ △ △ △ △

竹屋町 出 △ △ △

出 △ △

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 暇

出 ○ ○

出

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

木 △ △ △ △ △ △ 北 △ △ △ 暇

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ 暇

△ △ △ △
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奉
公
人
番
号

奉公人氏名
明
和
３

明
和
４

明
和
５

明
和
６

明
和
７

明
和
８

安
永
１

安
永
２

安
永
３

安
永
４

安
永
５

安
永
６

安
永
７

安
永
８

安
永
９

天
明
１

天
明
２

1 山口 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ ○

2 脇野 出 △ △ △ △ △ △ 元 △ △ △

3 田中

4 西田

5 中村

6 西村

7 柘植

8 乙井

9 竹内

10 奥山

11 与九郎

12 弥七

13 川嶋

14 松岡

15 中村

16 松岡

17 辻

18 麻田

19 松井

20 西田

21 白井

22 中河

23 西田

24 伏木

25 梶尾

26 田中

27 与三郎

28 為三郎

29 りく △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

30 のぶ

31 みや

32 なり
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死：死亡，△：平手代・子者，○：台所名前，…：始終不明，家名 (北，六角など)：移動前後の家

ら抽出した奉公人のうち，北家の奉公人と本文中で触れた他家の奉公人を抜粋して載せたものである。

退職銀 (合力銀)，
原則連家は６掛

備考
(退職理由，異動など) 関連文書

宝
暦
12

宝
暦
13

明
和
１

明
和
２

宿入後23年(香典)4,300匁，
惣領家２割増 死去 出 △ △ 元

宿入時30年14,000匁 暇，勤務年齢９歳～か

2,400匁 首尾能暇，後，新町家へ異動(？)，No.40

前半25年10,000匁 願ニ付暇，勤務年齢13歳～か

金25両＝銀1,500匁 暇相願首尾能暇

2,000匁 首尾能暇

21,500匁 竹屋町家より異動，暇，後死去，No.47

香典20枚＝1,200匁 死去

2,500匁 首尾能暇

3,000匁(出勤前ゟ雇有之) 首尾能暇

香典2,400匁 死去

(香典)9,750匁 死去

暇

宿入時5年1,800匁，宿入後
10年・香典1,290匁 死 続2101-04，

続2103-13

六角家より異動，No.35

宿入時13年3,000匁 続2103-27

宿入時25年10,720匁 続2099-01

2,560匁 暇 続1947-11

1,870匁 続1948-13

(香典)1,400匁 病・死 続2103-28，
続1955-11

(香典)1,400匁 病後死 続2101-03

1,300匁 親類相続 続2102-15

2,250匁 無拠相続筋ニ付 続2103-05

2,150匁 親元相続 続2103-18-1

1,400匁 親類相続 続2103-18-2

6,000匁

1,000匁 首尾能暇

乳母2,400匁・下女900匁
(２割増) 縁談

援有之7,000匁
(本来６貫300匁) 病気ニ付暇願，次郎右衛門（高福）生母
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付表２－１ 北家の主な奉公人

奉
公
人
番
号

奉公人氏名
(括弧内は改名)

名
前
役
経
験

子飼い╱
中年 勤務年齢・年数

1 北家 山口幸兵衛 ○ 子 49年(内５年不明)

2 北家 脇野専右衛門 ○ 子 13～69歳，56年

3 北家(→新町家) 田中藤七 中 15年

4 北家 西田善七・善助 ○ 子 15～39・51～63歳，25・12年

5 北家 中村九郎九 子 10年

6 北家 西村嘉兵衛 中 13年

7 竹屋町家→北家 柘植定五郎
(山口・弥三兵衛・幸兵衛) ○ 中 35年(内２年不明)

8 北家 乙井七兵衛 中 12年

9 北家 竹内要蔵 16年

10 北家 奥山丈右衛門 ○ (中) 出勤・台所名前，７年半

11 北家 与九郎

12 北家 弥七 15年

13 北家 川嶋源太郎 ○ (中) 39歳～

14 北家 松岡嘉四郎 ○ 子 11～40歳，29年

15 北家 中村伝三郎

16 北家 松岡嘉四郎改守川 ○

17 北家 辻一郎次・一郎治 ○

18 六角家→北家 麻田左右衛門
(左兵衛・左二平) ○ 中

19 北家 松井与市 ○

20 北家 西田善助 ○

21 北家 白井栄三郎 ？ 16年

22 北家 中河伊兵衛 ？ 12年

23 北家 西田忠治郎 ○ 10年

24 北家 伏木金次 ○ 子 ８～23歳，16年

25 北家 梶尾吉治郎 ○ 11年

26 北家 田中由五郎 ○ 15.5年

27 北家 与三郎 ○ 凡17年

28 北家 為三郎 ○ 凡10年

29 北家 りく 下女 下女，30年

30 北家
(木屋町宅→北宅) のぶ 下女 下女，12年(木屋町宅・北宅)

31 北家 みや 乳母 三三郎乳母10年・下女７年

32 北家 なり 下女 下女，34年

出所) 三井文庫所蔵史料 続6595・各合力銀願（付表３参照）より抜粋

注) 1.便宜上，付表２－１・２記載の奉公人に通し番号を付け，「奉公人番号」とした。

2.(中)は状況から中年と判断，宿：宿入，雇：雇勤，再：再勤，退：退職，暇：暇をもらう，

3.付表２－１・２は，三井文庫所蔵史料の内，続6595および合力銀願(文書番号は記載のとおり)か
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安
政
６

万
延
１

文
久
１

文
久
２

文
久
３

元
治
１

慶
応
１

慶
応
２

慶
応
３

明
治
１

明
治
２

明
治
３

明
治
４

明
治
５

明
治
６

北家

… ○ …

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 宿 …

○ ？ ？ 死

○ …(？)
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奉
公
人
番
号

奉公人氏名
天
保
13

天
保
14

弘
化
１

弘
化
２

弘
化
３

弘
化
４

嘉
永
１

嘉
永
２

嘉
永
３

嘉
永
４

嘉
永
５

嘉
永
６

安
政
１

安
政
２

安
政
３

安
政
４

安
政
５

33 麻田

34 乙井

35 麻田 … △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 五十川

37 井口

38 鮒子田

39 松井

40 田中

41 岩井

42 並川

43 家城 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 高橋 … ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 奥野 … ○ ○ ○ ○ ○

46 井上

47 柘植

48 磯部 ○ 退

49 鮒子田 … ○ ○

50 磯部 … ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 死

51 柴垣

52 深井

53 竹岡 ？ ？ ？ ？ ○

54 磯部

55 脇坂 … △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退

56 西村 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

57 前田 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 死

58 片山

59 道家 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 宿 ○ ○ ○ ○

60 岡田 … ○ ○ ○ ○ ○ ○

61 小西

62 下村

63 清水

64 広瀬

65 松本

66 西村

67 井上
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文
政
４

文
政
５

文
政
６

文
政
７

文
政
８

文
政
９

文
政
10

文
政
11

文
政
12

天
保
１

天
保
２

天
保
３

天
保
４

天
保
５

天
保
６

天
保
７

天
保
８

天
保
９

天
保
10

天
保
11

天
保
12

… ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 死

出○ 死

△ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南家 出 ○ ○ ○ ○ ○ ○

△ △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ？

出 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退

… △ △

△ △ △ △ △ △ ○暇 再 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

出 △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ 暇

出 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○

○ …

○ ○ ○ ○ 暇

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 死
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奉
公
人
番
号

奉公人氏名
文
化
１

文
化
２

文
化
３

文
化
４

文
化
５

文
化
６

文
化
７

文
化
８

文
化
９

文
化
10

文
化
11

文
化
12

文
化
13

文
化
14

文
政
１

文
政
２

文
政
３

33 麻田 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ？ 死

34 乙井 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 死

35 麻田

36 五十川

37 井口

38 鮒子田 ○ 暇

39 松井

40 田中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 岩井 △ △ △ 元 …

42 並川

43 家城

44 高橋

45 奥野

46 井上 ○ ○ 暇

47 柘植

48 磯部

49 鮒子田

50 磯部

51 柴垣 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 暇

52 深井 出 …(暇)

53 竹岡 出 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

54 磯部

55 脇坂

56 西村

57 前田 出 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

58 片山

59 道家

60 岡田

61 小西

62 下村 ○ 暇

63 清水 … ○ ○ ○ ○ ○ 暇

64 広瀬 暇 出 ○ ○

65 松本

66 西村 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○

67 井上 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 暇
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天
明
３

天
明
４

天
明
５

天
明
６

天
明
７

天
明
８

寛
政
１

寛
政
２

寛
政
３

寛
政
４

寛
政
５

寛
政
６

寛
政
７

寛
政
８

寛
政
９

寛
政
10

寛
政
11

寛
政
12

享
和
１

享
和
２

享
和
３

△ △ △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 暇･雇 △ △ △ △ 再 ○ ○ ○ ○

△ △ △ △ 暇 雇･再 △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○

雇 △ △ △ △ 出 ○ ○ ○ 暇

出

出 △ △ △ △ △

勤･出 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

出 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 暇･北家へ

出･暇

元 ○ ○ 暇

… ○

出 ○ ○ ○ ○ ○

出 △ 伏 暇

出 伏 △ △ △

元 ○ ○ ○ ○
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奉
公
人
番
号

奉公人氏名
明
和
３

明
和
４

明
和
５

明
和
６

明
和
７

明
和
８

安
永
１

安
永
２

安
永
３

安
永
４

安
永
５

安
永
６

安
永
７

安
永
８

安
永
９

天
明
１

天
明
２

33 麻田 △ △ △ △ 元 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

34 乙井 出 △ △ 元 △ △ △ △ △ △ △ △

35 麻田

36 五十川

37 井口

38 鮒子田 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

39 松井

40 田中

41 岩井

42 並川

43 家城

44 高橋

45 奥野

46 井上

47 柘植

48 磯部

49 鮒子田

50 磯部

51 柴垣

52 深井

53 竹岡

54 磯部

55 脇坂

56 西村

57 前田

58 片山

59 道家

60 岡田

61 小西

62 下村

63 清水

64 広瀬

65 松本

66 西村

67 井上
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退職銀(合力銀)，
原則連家は６掛

備考
(退職理由，異動など) 関連文書

宝
暦
12

宝
暦
13

明
和
１

明
和
２

宿入後22年(香典)4,300匁 死去 出
寛政12年９月(宿入？)銀
200枚＝8,600匁，香典20？ 死去

1,075匁 工面合ニ付暇後北家へ異動，No.18 続2102-10，
続1956-12

宿入時６年1,500匁，
暇1,500匁 病気ニ付依願暇 出 △

2,000匁 首尾能暇

(香典)7,500匁 北家より異動(？)，死去，No.3

暇，後犯罪(裁許録より)

死去

宿入時24年10,600匁 続2101-06

860匁 暇願 続1955-31，
続2103-06-1

500匁 暇願 続1955-30，
続2103-06-2

(香典)4,300匁 出水家より異動，香典は後家ふさ
へ，通勤，暇後死去

1,300匁 暇後北家へ異動，No.7

南家より，退役，No.50，54

(香典)銀25枚＝1,075匁 病死，No.48，54 続2103-22

2,000匁 仍願首尾能暇

暇

2,150匁 退役，後竹屋町家へ移動，No.48，50

1,000匁 病気ニ付暇願 続2103-17，
続1953-20

宿入時30年12,600匁 名前役11年 続2103-30
前半21年3,000匁，宿入後
５年香典(額不明)

暇，(再勤後死去)，台所役半年分
は退職銀に反映なしか，法名道入 続2099-07

暇
宿入時31年12,600匁，宿入
後９年(香典)750匁 前半名前役14年，死 続2102-02，続1951-06，

続2103-26，続2102-18-2

金500疋＝75匁 元方ゟ御附，依願首尾能暇

病気ニ付首尾能暇

1,215匁 暇

金15両＝900匁・1,200匁 依願首尾能暇・(再勤後は無拠暇)

暇

(香典)8,000匁 伏見からの帰京年不明，死去

1,500匁 元方ゟ御附，暇
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付表２－２ 北家以外の主要な奉公人

奉
公
人
番
号

奉公人氏名
(括弧内は改名)

名
前
役
経
験

子飼い╱
中年 勤務年齢・年数

33 六角家 麻田左右衛門 ○ 子 50年

34 六角家 乙井庄七 ○ 子 寛政６年２月暇・８月雇勤，
24・17年

35 六角家→北家 麻田左右衛門 ○ 10年

36 六角家 五十川太郎兵衛 ○

37 六角家 井口新三郎 ○

38 新町家 鮒子田甚十郎 ○ 24・11年，

39 新町家 松井六右衛門 ○ 中 70～80歳，10年

40 (北家→)新町家 田中藤七 ○ 中 23年

41 新町家 岩井他三郎 子

42 新町家 並川源兵衛 (中) １年

43 新町家 家城良助 ○ (中)

44 新町家 高橋市三郎 ○ ８年

45 新町家 奥野兵助 ○ ５年

46 出水家→竹屋町家 井上勘助 ○ (中) 寛政12年10月出水勤・11月
出勤台所通勤，16年

47 竹屋町家→北家 柘植定五郎 12年

48 南家→竹屋町家 磯部清右衛門(利右衛門) ○ (中) ９・10年

49 竹屋町家 鮒子田甚七 ○

50 竹屋町家 磯部利右衛門 ○ 10年

51 南家 柴垣権兵衛 ○ (中) ８年

52 南家 深井助三郎 中

53 南家 竹岡小兵衛 ○

54 南家→竹屋町家 磯部利右衛門(清右衛門) ○ (中) ９年

55 南家 脇坂十右衛門 ○ 10年

56 南家 西村乕四郎 ○

57 出水家 前田彦三郎 ○ 21・20年，文政10年５月台
所10月暇

58 出水家 片山宇七 ○ 10年

59 出水家 道家喜太郎 ○ 子 12～44歳・44～53歳，32・
９年

60 出水家 岡田市蔵 ○

61 元方→小川家 小西平七 ○ 中 ３年

62 小川家 下村半右衛門(作兵衛) ○ (中) ３年

63 小川家 清水庄六 ○ (中) ６年

64 家原家 広瀬直次郎 ○ 中 中年，７・7.5年，寛政10
年４月出勤11月台所，

65 長井家 松本常七 ○ (中) ４年，寛政12年１月台所８
月伏見表へ付添

66 長井家 西村定七 ○ 30年

67 元方→長井家 井上利右衛門(伊右衛門) ○ 中 12年

出所) 付表２－１に同じ。

注) 同上。元は元方。伏は伏見。
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勤務年月 勤務年数 退職理由 備 考 史料番号

天保14(1843)年１月～嘉永２(1849)年 ７年 暇 続2101-19

弘化４(1847)年～安政４(1857)年 10年余 宿元相続 続2102-05

安政４(1857)年～明治２(1869)年 12年 宿元相続 続2102-19

嘉永２(1849)年４月～安政６(1859)年 10年４ヶ月 幸縁有之 続2102-08

弘化３(1846)年～安政２(1855)年 10年 幸縁ニ付 続1952-22関連 続2102-14

― ― ― 続1952-22

勤務年月 勤務年数 退職理由 備 考 史料番号

弘化１(1844)年～嘉永１(1848)年10月 (５年) 宿入(死？) 目録には差出人が則兵衛高満，
弘化１(1844)年に宿入合力銀差遣済

続2099-07

― ― ― 続1955-47

嘉永４(1851)年～文久１(1861)年 11年 親許相続筋ニ付首
尾能暇

続2102-15

文政７(1824)年～嘉永７(1854)年 31年 宿入申渡 12歳から出勤，合力銀勘定は13歳か
ら，通達名前14年，30年以上勤務合
力銀は14貫

続2102-02

― ― ― 続1951-06

安政１(1854)年春～文久２(1862)年12月 ９年 死去 続2102-18-2関連，続2102-02参照
(宿入)

続2102-26

９年？ 死去 続2102-02参照，宿入後9年勤務 続2102-18-2

― ― ― 続1946-27

― ― ― 続1947-24

酉(嘉永２・1849)年～嘉永７(1854)年 ６年 縁談ニ付暇 続1951-05関連 続2102-12

― ― ― 続1951-05

嘉永３(1850)年～安政３(1856)年 ７年 縁談ニ付暇 続1951-39関連 続2102-03

― ― ― 続1951-39

弘化４(1847)年～安政５(1858)年 12年 暇願 続1955-46関連 続2102-08

― ― ― 続1955-46

安政３(1856)年～文久２(1862)年 ７年 縁談ニ付首尾能暇 続1959-17関連 続2102-20

― ― ― 続1959-17

天保９(1838)年～弘化５(1848)年 11年 暇願 続2099-17

嘉永５(1852)年～安政３(1856)年 ５年 縁談ニ付暇 続2102-04

安政３(1856)年～慶応２(1866)年 11年 老年ニ付暇願 続2102-16

嘉永６(1853)年～慶応２(1866)年 14年 死去 続2102-17

安政４(1857)年～慶応４(1868)年 10年 縁談ニ付 続2102-25
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名 前 役 目 出金・銀種類 銀高 (貫,匁)
(実際)

銀高 (貫,匁)
(御建・御定) 出願年月日

花 南家淑乳母 合力銀 1,500 嘉永２年５月

あさ 南茶之間
(南家茶之間？)

合力銀 900 1,000匁，９掛 安政４年４月

ゆか 茶之間 合力銀 900 1,000匁，９掛 明治２年３月

とく 寿之助乳母 合力銀 1,800 2,000匁，９掛 安政６年８月

ふみ 南茶之間
(南家茶之間？)

合力銀 869 安政２年５月

ふみ 茶之間 合力銀 860 安政２年５月

出水家 (小石川)

名 前 役 目 出金・銀種類 銀高 (貫,匁)
(実際)

銀高 (貫,匁)
(御建・御定) 出願年月日

前田彦三郎
(法名道入)

香典 ？ 嘉永１年10月

志村安次郎 台所 合力銀 1,800 安政５年12月

藤木源次郎 台所？ 合力銀 1,170 1,300匁，９掛 文久１年10年

道家喜太郎 (出水家)台所向 合力銀 12,600 14,000匁，９掛 嘉永７年３月

喜太郎 合力銀 12,600 嘉永７年４月

道家喜太郎 台所向 合力銀
(香典)

750 文久３年11月

道家喜太郎 (出水家台所) 香典 750 (文久３年11月)

みつ 茶之間 合力銀 1,000 天保15年12月

さつ 茶之間 合力銀 1,500 弘化２年６月

きく 照乳母 合力銀 1,350 嘉永７年１月

きく 乳母 合力銀 1,350 嘉永７年２月

ふし 乳母 合力銀 1,350 1,500匁，９掛 安政３年４月

ふし 乳母 合力銀 1,350 安政３年５月

きぬ 出水家茶之間 合力銀 900 (1,000匁)，９掛 安政５年８月

きぬ 茶之間 合力銀 900 安政５年９月

たき 乳母 合力銀 1,350 1,500匁，９掛 文久２年１月

たき 乳母 合力銀 1,350 文久２年２月

いそ 茶之間 合力銀 1,000 弘化５年２月

いさ 貞次郎乳母 合力銀 1,350 1,500匁，９掛 安政３年７月

きせ 出水家茶之間 合力銀 900 1,000匁，９掛 慶応２年９月

まつ 出水家茶之間 合力銀
(香典)

1,350 1,500匁，９掛 慶応２年６月

せつ 出水家茶之間 合力銀 900 1,000匁，９掛 慶応４年４月
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勤務年月 勤務年数 退職理由 備 考 史料番号

嘉永４(1851)年～安政５(1858)年 ８年 暇願 続2102-06-1

― ― ― 続1955-31

嘉永７(1854)年～安政５(1858)年 ５年 暇願 続2102-06-2

― ― ― 続1955-30

安政５(1858)年～慶応１(1865)年 ８年 死去 続2102-18-1

― ― ― 続1946-20

― ― ― 続1946-21

― ― ― 続1949-25

天保９(1838)年～嘉永１(1848)年８月 11年半 願之通首尾能暇 続2099-24

弘化３(1846)年５月～嘉永７(1854)年11月 ８年 首尾能暇 続1951-17関連 続2102-21

― ― ― 続1951-17

嘉永３(1850)年４月～安政６(1859)年７月 ９年４ヶ月 死去 続1956-30関連，
10年以上勤務合力銀は１貫

続2102-09

― ― ― 続1956-30

安政３(1856)年３月～文久１(1861)年９月 ６年 首尾能暇 続1958-13関連 続2102-11

― ― ― 続1958-13

勤務年月 勤務年数 退職理由 備 考 史料番号

天保８(1837)年11月～嘉永１(1848)年 12年 病気ニ付暇 続2099-13

嘉永２(1849)年７月～安政５(1858)年12月 10年 病死 南家より 続2102-22

天保13(1842)年３月～嘉永２(1849)年 ８年 宿元商事筋
(相続？)

続2101-07

申(万延１，1860)年８月～
辰(明治１，1868)年

９年 老衰ニ付首尾能暇 続2101-07参照，再勤，
台所名前跡役脇野藤七

続2102-29

弘化３(1846)年～嘉永６(1853)年 ７年 縁談ニ付暇 続2102-01

嘉永３(1850)年～安政３(1856)年 ７年 親元相続 続1951-37関連 続2099-02

― ― ― 続1951-37

勤務年月 勤務年数 退職理由 備 考 史料番号

― ― ― 続1949-23

天保10(1839)年６月～嘉永２(1849)年 10年 病気ニ付暇 続2101-08

弘化４(1847)年～安政３(1856)年 10年 病気ニ付暇願 続1953-20関連 続2102-17

― ― ― 続1953-20

天保11(1840)年～安政２(1855)年 16年 相続筋ニ付暇 内名前役三年 続2102-16

天保11(1840)年～明治２(1869)年 30年 宿入申付 内十一年名前役 続2102-30

― ― ― 続1946-23

― ― ― 続1947-21

― ― ― 続1949-20

文政11(1828)年１月～嘉永６(1853)年 26年 老年ニ付暇願 続2102-23

弘化３(1846)年～安政５(1858)年 12年余 幸縁有之暇願 続1955-13関連 続2102-11

― ― ― 続1955-13

天保14(1843)年～安政５(1858)再勤 16年(15年？) 幸縁有之暇願 続1955-14関連，文 政10(1827)年
～天保14(1843)年の17年(16年？)勤
務・その合力銀請取済，その後再勤，
15年以上勤務合力銀は１貫500匁

続2102-06

― ― ― 続1955-14
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名 前 役 目 出金・銀種類 銀高 (貫,匁)
(実際)

銀高 (貫,匁)
(御建・御定) 出願年月日

高橋市三郎 新町家台所 合力銀 (銀860匁＝)銀20枚 安政５年７月

高橋市三郎 合力銀 860 安政５年８月

奥野兵助 新町家台所 合力銀 500 安政５年７月

奥野兵助 合力銀 500 安政５年８月

高谷吉兵衛 新町家台所名前役 合力銀(香典) 700 慶応１年12月

やち ― 合力銀 300 天保15年10月

もと ― 合力銀 1,600 天保15年11月

みよ 乳母 合力銀 1,500 弘化３年12月

かの 召使？ 合力銀 1,000 嘉永１年８月

なか 繁之助乳母 合力銀 1,350 (1,500)，９掛 嘉永７年11月

なか 合力銀 1,350 嘉永７年11月

みの 茶之間 合力銀(香典) 900 1,000匁，９掛 安政６年８月14日

みの 茶之間 合力銀 900 安政６年10月28日

しを 晴乳母 合力銀 1,200 1,500匁，８掛 文久１年９月

しを 乳母 合力銀 1,200 文久１年９月28日

竹屋町家 (室町)

名 前 役 目 出金・銀種類 銀高 (貫,匁)
(実際)

銀高 (貫,匁)
(御建・御定) 出願年月日

山本市三郎 台所若き者 合力銀 1,300 嘉永１年６月

磯部利右衛門 竹屋町家台所 合力銀
(香典)

1,075＝銀25枚 安政６年２月

本條伊兵衛 竹屋町家台所役 合力銀 嘉永２年７月

本條伊兵衛 竹屋町家台所名前 合力銀 1,350＝銀30枚？ 1,500匁，９掛 (明治１年)10月29日

すが 通乳母 合力銀 1,350 嘉永６年５月

よつ 最(高良女)
乳母

合力銀 1,350 (1,500)，９掛 安政３年１月

よつ 最(高良女)
乳母

合力銀 1,350 安政３年２月

南家

名 前 役 目 出金・銀種類 銀高 (貫,匁)
(実際)

銀高 (貫,匁)
(御建・御定) 出願年月日

笹田真兵衛 合力銀 500 弘化３年11月

竹岡篤三郎 台所？ 合力銀 1,170 1,300匁，９掛？ 嘉永２年７月

脇坂十右衛門 南台所
(南家台所？)

合力銀 (続1953-20によると銀１貫) 安政３年９月

脇坂十右衛門 南家台所
(南台所？)

合力銀 1,000 安政３年10月

木田惣五郎 南台所
(南家台所？)

合力銀 3,600 (4,000匁)，９掛 安政２年11月

西村虎四郎 台所向 合力銀 12,600 14,000匁，９掛 明治２年２月

きし 乳母 1,800 天保15年11月

とは くむ乳母 合力銀 1,500 弘化２年３月

よね 茶之間 合力銀 1,000(？) 弘化３年10月17日

すゑ 南茶之間
(南家茶之間？)

合力銀 3,150 嘉永６年９月

もと 南茶之間
(南家茶之間？)

合力銀 900 1,000匁，９掛 安政５年１月

もと 南茶之間
(南家茶之間？)

合力銀 900 安政５年１月

しう 南茶之間
(南家茶之間？)

合力銀 1,350 1,500匁，９掛 安政５年２月

しう 南茶之間
(南家茶之間？)

合力銀 1,350 安政５年２月
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勤務年月 勤務年数 退職理由 備 考 史料番号

16 続1947-11

12 続1948-13

天保６(1835)年１月～安政６(1859)年 25年 宿入申付 安政４(1857)年12月ゟ台所名前，
安政６(1859)年年上

続2099-01

嘉永２(1849)年３月～安政５(1858)年 10年 病気ニ付
首尾能暇申渡

続1955-11関連 続2103-28

― 10 願之通暇 続1955-11

天保５(1834)年～嘉永２(1849)年 16 病身ニ付暇
(後死去？)

８歳から23歳(行年)まで勤務 続2101-03

弘化２(1845)年～嘉永２(1849)年 ５年 宿入申渡 付箋？(三月付，元方→，)に，「銀二十
枚 辻一郎次」「右御宅勘定場名前無
人旁何 骨折致心配候，何卒御心付被
遣度此段御伺申上候」とあり，他の文
書を見ると宿入後も台所役継続

続2101-04

嘉永２(1849)年～安政５(1858)年11月 10年 死去 続2101-04参照(宿入) 続2103-13

安政２(1855)年３月～元治２(1865)年 11年 親類相続 続2102-15

嘉永１(1848)年１月～文久３(1863)年６月 15年半 無拠相続筋ニ付 続2102-05

嘉永４(1851)年～慶応３(1867)年 凡17年 親元相続 続2103-18-1

安政４(1857)年～慶応３(1867)年 凡10年 親類相続 続2103-18-2

嘉永４(1851)年７月～文久３(1863)年 13年 宿入申付 続2103-27

― ― 願之通暇 続1950-14

― 40 願之通暇 包紙「安政元寅秋季ゟ御宅之受取書」 続1951-13

― ７ 病死 続1955-41

文政12(1829)年～安政５(1858)年秋 30年 死去 続1955-42関連 続2102-07

― ― 病死 続1955-42

天保14(1843)年～嘉永２(1849)年１月 ７年？(５年
１ヶ月：６年)

縁談ニ付暇 続2101-01

安政３(1856)年２月～万延１(1860)年９月 ５年(４年７
ヶ月)

暇願 五年以上1,800匁 続2103-24

嘉永６(1853)年10月～万延２(1861)年３月 ９年 暇願 続1957-09関連 続2102-13

― ― 願之通暇 続1957-09

嘉永３(1850)年５月～万延２(1860)年４月 11年 暇願 続2103-12

安政５(1858)年11月～慶応４(1868)年３月 凡11年 暇願 続2102-21

安政５(1858)年３月～慶応３(1867)年 凡10年 暇願 続2103-18-3

勤務年月 勤務年数 退職理由 備 考 史料番号

嘉永１(1848)年10月～安政５(1858)年12月 10年余 工面合ニ付暇 続1956-12関連，北家へ 続2102-10

― ― ― 北家へ 続1956-12

天保９(1838)年３月～嘉永２(1849)年２月 11年 宿元相続 続2101-05

慶応１年(1865)年～(明治３年) 続2102-20-1

安政５(1858)年３月～明治３(1870)年 13年 暇 続2102-20-2

万延１(1860)年３月～明治３(1870)年９月 11年 暇 続2102-22

勤務年月 勤務年数 退職理由 備 考 史料番号

― ― ― 続1948-17

文政９(1826)年～嘉永２(1849)年 24年 宿入申付 続2101-06

― ― ― 続1955-37

― ― ― 続1952-21
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付表３ 本家六軒分合力願

北家 (油小路北)

名 前 役 目 出金・銀種類 銀高 (貫,匁)
(実際)

銀高 (貫,匁)
(御建・御定) 出願年月日

白井栄三郎 合力銀 2,560 弘化２年２月

中河伊兵衛 1,870

西田善助 (北家)台所 合力銀 10,720(11,720？) 安政６年１年

西田忠治郎 北家台所 合力銀
(香典？)

1,400 1,560匁，９掛
(1,404匁？)

安政５年３月

西田忠治郎 合力銀 1,400 安政５年６月

伏木金次 北家台所 合力銀(香典) 1,400 嘉永２年８月

辻一郎治 北家台所役 合力銀 1,800 嘉永２年３月４日

辻市郎治 北家台所名前 合力銀(香典) 1,290＝銀30枚 安政６年１月

梶尾吉治郎 北家台所 合力銀 1,300 1,560匁，９掛？ 丑(元治２)年３月

田中由五郎 北家台所 合力銀 2,250 2,500匁，９掛 (文久３)年６月

与三郎 北家台所 合力銀 2,150 2,400匁，９掛
(2,160匁？)

卯(慶応３)年６月

為三郎 北家台所 合力銀 1,400 1,560匁，９掛
(1,404匁？)

卯(慶応３)年６月

松井与市 北家台所 合力銀 3,000 3,350匁，９掛
(3,015匁？)

亥(文久３)年５月

きぬ 長四郎(高朗)
乳母

合力銀 2,000 弘化４年８月

まち 茶之間 合力銀 7,200 嘉永７年８月

重 乳母 合力銀 1,620 安政５年９月

せつ 北家茶之間 合力銀(香典) 5,400 6,000匁，９掛 安政５年７月

せつ 茶之間 合力銀 5,400 安政５年９月

しつ 北家 乳母 合力銀 1,800 嘉永２年１月

しか 武之助乳母 合力銀 1,500 1,800匁，９掛1,620
匁，五ヶ月分引？

万延１年８月

みね 籌乳母 合力銀 1,620 1,800匁，９掛 万延２年３月

みね 合力銀 1,620 文久１年３月

きく 宸之助乳母 合力銀 ？ 万延１年４月

みな 北家茶之間・長四郎
(高棟？)乳母

合力銀 2,160 2,400匁，９掛 慶応４年２月

たけ 北家茶之間 合力銀 1,080 1,200匁，９掛 卯(慶応３)年６月

伊皿子家 (中立売・六角・二条)

名 前 役 目 出金・銀種類 銀高 (貫,匁)
(実際)

銀高 (貫,匁)
(御建・御定) 出願年月日

麻田佐右衛門 台所 合力銀 1,075＝銀25枚 安政６年１月

麻田佐右衛門 合力銀 1,075 安政６年２月

瀧川政二郎 台所？ 合力銀 1,300 (嘉永２)酉年２月01日

佐野万次郎 明治２年12月17日

さき 下女 合力銀 900 1,000匁，９掛 明治３年１月

ちか 下女 合力銀 900 1,000匁，９掛 明治３年８月

新町家

名 前 役 目 出金・銀種類 銀高 (貫,匁)
(実際)

銀高 (貫,匁)
(御建・御定) 出願年月日

福田作久治 合力銀 1,600(？) 弘化３年２月

家城良助 新町家台所 合力銀 10,600 嘉永２年３月

小谷永助 三年勘定銀？ 430 安政５年11月

鮒子田甚十郎 (新町家台所) 合力銀 1,290＝銀30枚 安政２年３月




